
第3号地点貝塚（第44号住居跡覆土内貝層）（第159図）

本跡は，調査区の中央部I3i。区に確認された第44号住居跡の中央部の覆土内に検出されている

小規模な貝ブロックである。本跡の最下層と住居跡床面との比高は，13cmほどであることから本

跡は，住居跡廃絶後に投棄されたものと思われるt。

平面形は，長径0．47m，短径0．37mの楕円形を呈し，長径方向は，N－420－Wを指し，層厚20

cmほどである。貝層は，上層に混土貝層，下層に混貝土層が堆積し，シオフキを主体にハマグリ，

サルボウ等が出土している。シオフキは，比較的小型で殻高は19－30mmの個体のものが多く，最

大殻高は44mmである。ハマグリは，殻高22～28mmと33～36mmの間に比較的集中し，最大殻高は44

mmである。本跡は，シオフキ118点，ハマダリ95息　サルボウ60息　アカニシ8点，アサリ，カワ

アイ各2点，ヤマトシジミ，オキシジミ，ヒメシラトリ，イボニシ，ウミニナ，アラムシロ各1

点により構成されている。

第4・21号地点貝塚（第102号土坑覆土内貝層）（第160図）

第4・27号地点貝塚は，調査区の中央部工3i2区に確認された第102号土坑の覆土内に検出され，

土坑の中央から南側に第4号地点貝塚が，北西側には，第27号地点貝塚が形成されている。なお，

第4号地点貝塚については，層位発掘を採用したので，堆積順に8段階に分けて説明を加えるこ

とにする。

第4号地点貝塚は，土坑の覆土上層に検出され，平面形は，長径1．3m，短径0．71mの不定形

を呈している。長径方向は，N－710－Eを指し，層厚は48cmほどである。

第1段階（21・19層）

21e19層は，本跡の最下層に堆積する層で共に極暗褐色土上の層である。21層は，楕円形を呈

するハマグリを主体とする混貝土層であり，ハマダリの殻高は，20～25mmのものが多く，最大殻

高は25mmである。19層は，不整台形を呈する層で，ハマグリを主体とする混貝土層である。ハマ

グリの殻高は，25～35mmのものが多く，最大殻高は45mmである。

第2段階（18層）

18層は，19層上をスッポリ覆う形で不定形を呈して堆積している。ハマダリとシオフキがほぼ

同量ずつ含まれる層であり，ハマグリの殻高は，23－34mmのものが多く，最大殻高は43mmである。

第3段階（17層）

17層は，18層上に不定形を呈して堆積し，ハマグリを主体にシオフキ，サルボウ等を含む混貝

土層である。ハマダリは，殻高22－30mmのものが多く，最大殻高は45mmである。
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第4段階（16層）

16層は，17層を包む形で不定形を呈して堆積している。シオフキを主体にハマグリ，ヒメシラ

トリ等を含む混土貝層である。ハマグリは，殻高29～35mmのものが多く，最大殻高は43mmであり，

シオフキほ，殻高31－38mmのものが多く，最大殻高は40mmである。

第5段階（15・14・13層）

15層は，16層上に堆積し，不整楕円形を呈する層である。ハマグリを主体にシオフキ等を含む

混土貝層であり，ハマダリは，殻高25～37mmのものが多く，殻高47mmが最大である。14層は，極

暗褐色土上に堆積する不定形の層で，ハマグリ等を少量含む混貝土層である。ハマグリの殻高は

23～32mmのものが多く，最大殻高は36mmである。13層は，15層の西側で，破砕貝を極少量含む極

暗褐色土上に投棄された貝ブロックで，ハマグリ2点のみしか含まれていない。

第6段階（12・11・10・9層）

12層は，15層上に不定形を呈して堆積し，ハマダリを主体としシオフキ等を含む混貝土層であ

る。ハマグリほ，殻高26～37mmのものが多く，最大殻高は39mmである。11層は，12層の西側に接

して一部15層上に堆積する貝ブロックで，ハマグリ等を少量含む混貝土層である。9層は9　極暗

褐色土上で，東側の一部は10層下に流れ込むように堆積する不整隅丸方形を呈する貝ブロックであ

る。ハマダリの殻高は22～31mmのものが多く，最大殻高は38mmである。10層は，14層上で，一部

9層上にも堆積する不定形を呈する層である。ハマダリ等を少量含む混貝土層である。ハマグリ

の殻高は22－28mmのものが多く，最大殻高は36mmである。

第7段階（20・8・7・6・5層）

20層は，8層の北側に接して極暗褐色土上に楕円形を呈して堆積する層である。シオフキを主

体としハマグリ等を含む混貝土層である。ハマグリの殻高は28－37mmのものが多く，最大殻高は
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上に不定形を呈して堆積する層で，ハマダリを主体とする混貝土層である。ハマダリの殻高は，

19～31mmのものが多く，最大殻高は41mmである。7層は，12。11層上に不定形を呈して堆積し，

シオフキ，ハマダリをわずかに含む混貝土層である。ハマダリの殻高は，24～31mmのものが多く，

最大殻高は46mmである。6層は，10層上に不定形を呈して堆積する層で，ハマグリ等を少量含む

混貝土層である。ハマダリの殻高は，28～33mmのものが多く，最大殻高は43mmである。5層は，

6層の北西側の9層上に堆積する不定形を呈する層である。少量のハマグリ等を含む混貝土層で

ある。ハマグリの殻高は，24～28mmのものが多く，最大殻高は35mmである。

第8段階（4・3・2・1層）

4層は，200　8層上に不定形に広がって堆積し，ハマグリ等を少量含む混貝土層であり，ハマ

ダリの殻高は，29－32mmのものが多く，最大殻高は39mmである。3層は，7。5層上に堆積する
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不定形の層で，ハマグリを主体としシオフキ等を含む混貝土層である。ハマグリの殻高は21～33

mmのものが多く，最大殻高は40mmである。2層は，6層上に不整楕円形を呈して堆積するハマグ

リを主体とする混貝土層である。ハマグリの殻高は，23～31mmのものが多く，最大殻高は47mmで

ある。1層は，5層と一部6層上に不整円形を呈して堆積する層である。ハマグリを主体としシ

オフキ，サルボウ等を含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，26～32mmのものが多く，最大殻

高は47mmである。

本跡は，ハマグリ825息　シオフキ570息　サルボウ61息　ヒメシラトリ28息　オキシジミ13息

カワニナ10息　ウミニナ9息　ヤマトシジミ，オオノガイ各8息　アサリ6息　アラムシロ4息

ナミマガシワ3息　アカニシ2息　イボニシ，イボウミニナ各1点により構成されている。

第27号地点貝塚は，第4号地点貝塚と同様に覆土上層に3ヶ所にわたりブロック状に点在して

黒褐色土上に投棄されている。堆積順序は，レベル等から3層が最初に，次いで2。1層が，ほ

ぼ同時に投棄されたものと思われる。

3層の平面形は，長径0．43m，短径0．13mの不定形を里し，長径方向は，N－350－Wを指して

いる。層厚は33cmほどである。ハマグリを主体にシオフキ，サルボウを含む混土貝層で，ハマグ

リの殻高は，22～35mmのものが多く，最大殻高は50mmである。2層の平面形は，長径0．42m，短

径0・26mの楕円形を里し，層厚は8cmほどの薄い規模で，ハマダリ，シオフキ等を含ふ混土貝層

である。ハマグリの殻高は，26～34mmのものが多く，最大殻高は51mmである。1層の平面形は，

長径0・47m，短径0・26mの不整楕円形を呈し，層厚は6cmと薄く，ハマグリ主体の混土貝層であ

る。ハマグリの殻高は22～30mmのものが多く，最大殻高は47mmである。

本跡からは，9種類の貝が同定され，ハマグリ208息　サルポウ69息　シオフキ41息　アカニシ

4息　ヤマトシジミ，オキンジミ各2点，アサリ，ヒメシラトリ，ナミマガンワ各1点が出土し

ている。

第　◎柑e調号地点貝塚（第41号住居跡覆土内貝層）（第165図）

第5e10e32号地点貝塚は，調査区の中央部I3j4区を中心に確認された第41号住居跡覆土内に

検出されている。第5号地点貝塚は，第41号住居跡の北東側に位置し，貝層の南東側の一部が，

第5号溝によって切られている貝ブロックである。第10号地点貝塚は，第41号住居跡の南西側に

位置し，貝層の北東側を第5号溝によって切られている。さらに，第32号地点貝塚は，第10号地点

貝塚のやや南側に位置する貝ブロックである。

第5号地点貝塚は，住居跡の覆土に検出された貝ブロックで，本跡の最下層と住居跡床面との
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比高は，ほとんどみられないことから，住居跡廃絶後間もなく貝が投棄されたものと思われる。

平面形は，長径0．61m，短径0．43mの楕円形を呈し，長径方向は，N－290－Wを指し，層厚19

cmほどである。本跡の貝類組成は，ハマダリ178点，シオフキ120点，ウミニナ5点，オキシジミ

3点，オオノガイ1点が同定され，ハマダリを主体にした混土貝層である。ハマグリの殻高は，

19－27mmの小型の個体が非常に多いが，最大穀高は44mmである。シオフキの殻高は，31～37mmに

集中し，最大殻高は41mmで，全体的にやや大型化の傾向がみられる。

第10号地点貝塚は，住居跡の南西側，炉のほぼ上面に位置し，貝層の最下層と住居跡の床面と

の比高は，20cmほどである。貝層の平面形は，長径1．5m，短径1．3mの不定形を呈し，長径方向

は，N－580－Eを指し，層厚25cmの規模である。本跡を調査するに当っては，層位発掘を採用し

たので，堆積関係を，堆積順位の古い方から説明を加えることにする。堆積順位は，平面及び断

面観察をもとにして便宜的に7段階に分けたが，新旧を決められない層は，同時存在として調査

を進めた。

第1段階（21・20・19層）

21層は，本跡の最下層で東側の褐色土上に堆積する不定形の貝ブロックであり9　ハマグリを主

体とし，シオフキ等を含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，24～32mmの個体のものが多く，

最大殻高は44mmである。20層は，21層の西側に位置し9　褐色土上に楕円形を呈して堆積する貝ブ

ロックで，ハマグリを主体とし，シオフキ，サルボウを含む混貝土層である。ハマダリの殻高は，

23－30mmの個体のものが多く，最大殻高は39mmである。19層は，20層の西側の褐色土上に堆積し，

ハマダリを主体とし，シオフキ等を少量含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，24－35mmの個

体のものが多く，最大殻高は39mmである。

轍　的　ビ月」抒勤ヒ　／1rヽ　　・1r7　　1′、Rヲ＼
弓吊∠t又P盲し1凸’1／’10ノ腎ノ

18層は，東側に位置し，不定形の貝ブロックで，21層をスッポリ覆う形で堆積している。ハマ

グリを主体としてシオフキ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，23－31mmの個体のもの

が多く，最大殻高は45mmである。17層は，20層の南側上面に18層と16層に挟まれるように堆積す

る楕円形の貝ブロックでハマダリを主体とする混土貝層である。ハマグリの殻高は，22～30mmの

個体のものが多く，最大殻高は47mmである。16層は，18層の西側に位置し，長楕円形を呈して，

19層上に堆積している。ハマグリを主体としシオフキ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマ

ダリの殻高は，20－30mmの個体のものが多く，最大殻高45mmである。

第3段階（15・14・26層）

15層は，東側に位置する不整長方形の貝層で，北東側で26層に一部もぐり込む形で18層をほぼ

スッポリ覆い，南西側の一部は，17層上に堆積している層である。ハマダリ主体の混土貝層であ

－242－



る。ハマグリの殻高は，23～31mmの個体のものが多く，最大穀高は36mmである。14層は，15層の

西側に接し，16層の南側上面に不定形を呈して堆積し，シオフキを主体としてハマダリを多量含

む混土貝層である。ハマグリの穀高は，27－35mmの個体のものが多く，最大殻高は53mmである。

シオフキの殻高は，26～35mmである。最大殻高40mmである。26層は，16層の北側上に不整楕円形

を呈して堆積するハマグリを主体としてシオフキ，サルボウを含む混貝土層である。ハマグリの

殻高は，25～30mmの個体のものが多く，最大穀高は45mmである。

第4段階（13・12・11・25層）

13層は，東側に位置する不定形の貝層で，15層上に堆積し9　シオフキを主体に，ハマグリ，ヒ

メシラトリ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，28～35mmの個体のものが多く，貴大殻

高は47mmである。シオフキの殻高は，32～38mmであり，最大殻高は38mmである。12層は，13層の

西側に接し，11層の東側に摸している不定形の小貝ブロックで，15e14層上に堆積している。ハ

マグリを主体とする混土貝層である。ハマダリの殻高は，23～35mmの個体のものが多く，最大殻

高は40mmである。11層は，不定形を呈する貝層で914層上に堆積している。ハマグリを主体に，シ

オフキ，サルボウ等を含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，23～28mmであり，最大殻高は41

mmである。25層は，12層の北側に位置する不定形の貝ブロックで，26層上に堆積し，ハマダリを

主体にシオフキを含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，24～35mmの個体のものが多く，最大

殻高は39mmである。

第5段階（10・9・8・7・24層）

10層は，東側に位置する不定形の貝層で，13層上に堆積している。シオフキを主体として，ハ

マグリを含む混土貝層で，本跡の中でも一番シオフキの量が多い貝層である。ハマグリの殻高は，

24～34mmの個体のものが多く，最大穀高は62mmである。シオフキの殻高は，28～35mmである。9

層は，10層の南西側に位置し，13層上に堆積し，ハマグリを主体とする混土貝層である。ハマグリ

の殻高は25～32mmの個体のものが多く，最大殻高は46mmである。8層は，11層上に不定形を呈し

て堆積する層で9　ハマグリを主体とするシオフキ等を少量含む混貝土層である。ハマダリの穀高

は，29～31mmの個体のものが多く，最大殻高は40mmである。7層は，9層の西側，8層の北側の

一部を覆うように、して，12層，11層上に堆積している。ハマグリを主体として，シオフキ，サル

ボウを含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，23－30mmの個体のものが多く，最大殻高は49mm

である。24層は，10層の北西側で接し，25層上に堆積しているハマダリ主体の混土貝層である。

ハマグリの殻高は，20－27mmの個体のものが多く，最大殻高は44mmである。

第6段階（6・5・4・23層）

6層は，東側に位置し，不定形を呈する貝層で，10層上にほぼ覆うように上面全体に堆積する

層で，シオフキを主体にハマグリ等を含む混貝土層である。ハマダリの殻高は，25～35mmの個体
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のものが多く，最大殻高は47mmである。5層は6層と4層に挟まれる小貝ブロックで，9層上に

堆積し，ハマダリを主体としシオフキ等を含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，24－33mmの

個体のものが多く，最大殻高は45mmである。4層は，6層の西側に位置する不定形の貝層で，8

層，7層上に堆積するハマダリを主体とする混貝土層である。ハマダリの穀高は，28～31mme35

～39mmの個体のものが多く，最大殻高は45mmである。23層は，4層の南側で，24層上に堆積する

小貝ブロックであり，ハマグリ主体の混貝土層である。ハマグリの殻高は，19～29mmの個体のも

のが多く，最大殻高は40mmである。

第7段階（3・2・1・22層）

3層は，東側に位置する不定形の貝層で，6層上に堆積するシオフキを主体としハマグリ等を

含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，23～35mmの個体のものが多く，最大殻高は44mmである。

2層は，3層の西側で，4層上に堆積する貝ブロックで，ハマグリ主体の混土貝層である。ハマ

ダリの殻高は，24～30mmの個体のものが多く，最大殻高は41mmである。1層は，2層の西側に位

置し，4層上に堆積するハマダリを主体とする混土貝層である。ハマグリの殻高は，22～30mmの

個体のものが多く，最大殻高は46mmである。22層は，2層の南側で，23層上に堆積するハマグリ

主体の混貝土層である。ハマグリの殻高は，18～30mmの個体の間に分布しているが，ハマグリの

量が少ないため，集中範囲は不明である。

本跡を構成する貝類組成をみると，ハマグリ4，480点，シオフキ3，179点，サルボウ275鳥　ウミ

ニナ52点，ヒメシラトリ43点，アカニシ40点，アサリ26点，カワニナ19点，アラムシロ19点，オ

キシジミ9点，ヤマトシジミ5点，ヒロクチカノコ5点，オオノガイ2点，カワアイ2点，キセ

ルモドキ科1点が出土しており，ハマグリを主体とする貝塚である。アカニシ40点が出土してい

ることは，他の遺構と比べると，若干多いように思われ，また，ヒロクチカノコは，他の地点貝塚
ヽ　　、－　　ヽ　　　　l　　　ヽ　、．l．　　t l　　　　　一．＿．　　　　上

からほとんど出工してい想い。

第32号地点貝塚は，住居跡覆土の上面に検出された貝ブロックで，平面形は，長径0．34m，短

径0．31mの不整円形を呈し，長径方向は，N－150－Eを指し，層厚は，13cmほどである。貝類組

成によると，本跡は，ハマグリ54点，シオフキ11点，サルボウ4点が，わずかに出土したのみで，

ハマダリを主体とする混貝土層である。ハマグリほ，穀高32～39mmの間の個体のものに比較的集

中しており，最大殻高は45mmでやや大型に近いハマグリが採集されている。

第6・7・8・9・29・30号地点貝塚（第39号住居跡覆土内貝層）（第163・164図）

第6・7　e8。9。29。30号地点貝塚は，調査区の中央部I3j2区を中心に確認された第39号住

居跡の中央部から南側にかけての覆土内から検出されている。これら6か所の地点貝塚は，第39
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号住居跡のほぼ中央部に第30号地点貝塚9　中央からやや南東側に第8号地点貝塚，さらに，南東壁

の上面に第9号地点貝塚，南側に第29号地点貝塚，南西側に第7号地点貝塚，北西側に第6号地

点貝塚がそれぞれ形成されている。なお，第6。30号地点貝塚については，層位発掘を採用した

ので，堆積順序の古い方から説明を加え，堆積順位は，平面及び，断面観察をもとにして，前者

を7段階，後者を8段階に分けた。新旧を決められない層については同時期に存在したものとし

て説明を加えた。

第6号地点貝塚は，住居跡覆土の上面に検出された貝塚である。貝塚最下層と住居跡床面の比

高は40cmほどである。

平面形は，長径1・35m，短径0・77mの不定形を呈し，長径方向は，N－540－Wを指し，層厚は

29cmである。

第1段階（11層）

11層は，本跡の最下層で，本跡の南東側黒褐色土上に不定形を呈して堆積する層である。ハマ

グリを主体にシオフキ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高はッ　28－39mmの個体

のものが多く，最大殻高は50mmである。

第2段階（10・9層）

10層は，9層の北西側の黒褐色土上に堆積している不定形を呈する最下層で，ハマダリを主体と

した混土貝層である。ハマグリの殻高は，24～32mmの個体のものが多く，最大殻高は40mmである。

9層は，11層上と一部10層上に堆積している不定形を呈する層で，ハマグリを主体とした混土貝

層である。ハマグリの殻高は，27～34mmの個体のものが多く，最大殻高は37mmである。

第3段階（8・7層）

8層は，10層上に堆積している不定形を呈するハマグリを主体とする混土貝層である。ハマグ

リの殻高は，23～34mmの個体のものが多く，最大殻高は45mmである。7層は，9層上に堆積する

不定形を呈するハマグリを主体とする混土貝層である。ハマグリの殻高は，22～29mmの個体のも

のが多く，最大殻高は46mmである。

第4段階（22・6・5層）

22層は9　8層の北側上に堆積している不定形を呈するハマグリを主体とする混土貝層である。

ハマダリの殻高は，19～28mmの個体のものが多く，最大殻高は45mmである。6層は，22層と5層

に挟まれる状態で，8層上に堆積している不整長方形を呈するハマグリを主体とする混土貝層で

ある。ハマグリの穀高は，21～30mmの個体のものが多く，最大殻高は45mmである。5層は，7層の

上面に不整長方形を呈するハマグリを主体とする混土貝層である。ハマグリの殻高は，22～29mm

の個体のものが多く，最大殻高は45mmである。
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第5段階（21・20・19・4層）

21層は9　22層上に堆積している不定形を呈するハマグリ主体の混貝土層である。ハマグリの穀

高は，25～34mmである。最大穀高は44mmである。20層も22層上に不定形を呈して堆積する層で，

ハマダリ主体の混土貝層である。ハマグリの殻高は，23～31mmの個体のものが多く，最大殻高は

46mmである。19層は，6層上に堆積し，不整楕円形を里し，ハマグリを主体とし，シオフキ等を

含む混土貝層である。ハマグリの殻高は9　27～37mmの個体のものが多く，最大殻高は43mmである。

4層は，5層上に堆積し，不定形を里し，ハマグリ主体の混土貝層である。ハマダリの殻高は，

19－28mmの個体のものが多く，最大殻高は44mmである。

第6段階（18・17・16・3層）

18層は，21層上に不定形を呈して堆積している貝ブロックで，ハマグリを少量含む混貝土層で

ある。ハマグリは，殻高30～39mmの間にあり，最大殻高は39mmである。17層は，20層から21層上

にかけて堆積している貝ブロックで，ハマグリの混貝土層である。ハマグリの殻高は，19～32mm

の間にあり，最大殻高は32mmである。16層は，20層上に不定形を呈して堆積しているハマグリ

主体の混土貝層である。ハマグリの殻高は，23～29mmの個体のものが多く，最大殻高は50mmであ

る。3層は，4層上をスッポリ覆う状態で堆積している不定形を呈する層で，ハマグリ主体のシ

オフキ9　サルボウ等を含む混土貝層である。ハマダリの殻高は，18～25mm¢33～34mmの個体のも

のが多く，最大殻高は37mmである。

第習段階（15e14e13e12e2層）

15e14・13層は，本跡の北東側の暗褐色土上に堆積している貝ブロックである。15e14層は，

共にハマグリをわずかに含む混貝土層であり，ハマグリの殻高は，20～42mmの間にあり，最大殻

高は42mmである。13層は，ハマグリを主体とする混土貝層で，ハマグリの殻高は，22～25mmの個

′†　　　＿　　　ヽ　　　　＿・　　ヽ　＿、　′・′　　　　　　　　　　　FI I　　」トn l－＿．．上．．．一l　ヽ　　．一　　　　　　　－　　L　　　－●　　　　　　　＿　（　ロl　ヽ　　　　　　＿　．一、ロ　　l　　、　　　I′l　十一1－　1　　　　＿＿　　　　　　＿ヽ　lrr一　一＿　」　　Tf・．′　1．　「－1　　　1　　　＿ヽ　　　「1　　　－や

体のものが多い。最大殻高は41mmである。12層は，16層上に堆積している4、走形を呈うる貝ブロ

ックで，ハマグリをわずかに含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，18～32mmの個体のものが

多く9　最大殻高は32mmである。2層は，3層上に堆積している不定形を呈する層で，ハマグリを

主体とする混貝土層である。ハマグリの殻高は，18～25mmの個体のものが多く，最大殻高は37mm

である。

第8段階（1層）

1層は，2層上に不定形を呈して堆積しており，ハマグリを主体とした混土貝層である。ハマ

グリの殻高は，20～31mmの個体のものが多く，最大殻高は38mmである。

本跡は，圧倒的にハマグリを主体とする混土貝層で，貝類組成をみると，ハマグリ1，497鳥　シ

オフキ234点，サルボウ104点，ウミニナ16点，オオノガイ9点，アラムシロ6点，オキシジミ

5点，ナミマガシワ4点，ヒメシラトリ3点，アサリ，ヤマトシジミ，カワニナ，イボニシ各1
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～2点が出土している。

第7号地点貝塚は，第30号地点貝塚の南西側に接して暗褐色土上にほぼ円形を呈して堆積する

貝ブロックである。本跡の最下層と住居跡床面との比高は，40cmほどである。

平面形は9　径0．42mのほぼ円形を里し，層厚は20cmほどである。本跡では，比較的多種類の貝

類遺体が同定され，ハマグリ190点，シオフキ136点，サルポウ53点，ウミニナ5点，オオノガイ

3息　オキシジミ，イポニシ，アラムシロ，ナミマガシワ各1点ずつが出土し，ハマグリ主体の

混土貝層である。ハマグリは，殻高23～35mmの個体のものが多く，最大殻高は48mmである。シオ

フキは，殻高29－38mmの個体のものが多く，最大穀高は38mmである。

第8号地点貝塚はタ　住居跡の上面に検出され，貝塚の最下層と住居跡の床面との比高は45cmほ

どである。

平面形は，長径1．28m，短径0．64mの楕円形を呈し，層厚は18cmほどである。本跡は，貝類組

成をみると，ハマグリ297点，シオフキ77点，サルボウ30点，オキシジミ3点，アカニシ4点，ウ

ミニナ4点，カワニナ1点9　ナミマガンワ1点が出土し，ハマグリを主体とする混貝土層である。

ハマグリは9　殻高19－28mmの間の個体のものが多く，最大殻高44mmである。

第9号地点貝塚は，住居跡の南東壁上に検出され，貝塚の最下層と住居跡の床面との比高は38cm

ほどである。

平面形は，長径0．72m，短径0．45mの楕円形を呈し，長径方向は，N－240－Eを指し，層厚20

cmほどの規模である。本跡を構成する貝類組成は，シオフキ306点，ハマグリ155点，サルボウ48

点，ウミニナ5点から成り，シオフキを主体とする混土貝層である。シオフキの殻高は，30～37

mmの個体のものが多く，最大穀高は37mmである。ハマグリの殻高は，21～25mmと35～39mmの間に

比較的集中し，最大殻高は44mmである。

第29号地点貝塚は，第30号地点貝塚の南側た摸して褐色土上に2か所の貝ブロックをもって検

出された。北東側を1層，南西側を2層として調査した。本跡の最下層と住居跡床面との比高は，

1層が42cm，2層が5cmである。

平面形は，長径0．9m，短径0．、64mの不定形を呈し，長径方向は，N－270－Eを指し，層厚は，

1層が13cm，2層が49cmである。本跡からほ，ハマグリ，シオフキ、サルボウ，ヤマトシジミ，

オオノガイの5種が同定された。貝類組成からみると，1e　2層を合せて，ハマグリ144点，シオ

フキ27点，サルボウ16点，ヤマトシジミ3点，オオノガイ2点が出土しているが，量的には少な
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く，ハマダリ主体の混貝土層である。ハマグリの殻高は，20－32mmの個体のものが多く，最大殻

高は，50mmである。

第30号地点貝塚は，住居跡の覆土上層に検出され，貝層の最下層と住居跡床面との比高は，34

cmほどである。貝層の平面形は，長径1．62m，短径1．00mの不定形を呈し，長径方向はN－690－

Wを指し，層厚は19cmほどである。

第1段階（13・14・10層）

13層は，本跡からやや北東側の暗褐色土上に堆積し楕円形を呈する貝ブロックで，ハマグリを

主体にヤマトシジミ等を含む混土貝層である。ハマグリは，殻高23～32mmの個体のものが多く，

最大殻高は41mmである。14層は，13層の北西側の同じく黒褐色土上にほぼ円形を呈して堆積する

貝ブロックである。ハマグリ等を少量含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，23～32mmの間に

比較的集中し，最大殻高は45mmである。10層は9　本跡の南西側の暗褐色土上に位置する楕円形の

ブロックで，ハマグリを主体としたシオフキ，サルボウを含む混土貝層である。ハマグリの殻高

は，21～22mm，35～39mmの間に比較的集中し，最大殻高は55mmである。

第2段階（9層）

9層は，10層上に堆積し，楕円形を呈する貝ブロックで，ハマダリ主体にシオフキ等を含む混

土貝層である。ハマグリの殻高は，22－29mmの個体のものが多く最大殻高は40mmである。

第3段階（8・7・12層）

8層は，本跡のほぼ中央に位置し，南側で7層と接し5層の貝層下にもぐり込むようにして暗

褐色土上に堆積している。ハマダリを主体にシオフキやアカニシ等を含む混土貝層である。ハマ

グリの殻高は，24～27mmと35～37mmの間の個体のものが多く，最大殻高は47mmである。7層は，

北側で8層と接して堆積するハマグリを主体にシオフキ等を少量含む混土貝層である。12層は，

本跡の南東側に位置し914層をスッポリ覆う形で堆積している不定形の広がりをもった貝層で，

ハマグリを主体としてシオフキ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，25～33mmと37。38

mmの間に比較的集中し，最大殻高は50mmである。

第4段階（11層）

11層は，12層の北東側の暗褐色土上に単独で不定形を呈して堆積するブロックで，ハマグリを

主体として，シオフキ，サルボウ，ヤマトシジミ，ナミマガシワを少量含む混貝土層である。ハ

マグリの殻高は，22～29mmの個体のものが多く，最大殻高は43mmである。

第5段階（6・5層）

6層は，北西側で5層と接し，8層の直上に堆積する不定形を呈するブロックで，ハマグリを

主体にシオフキ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，24－30mmの個体のものが多く，最
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太殻高は47mmである。5層は，南東側では一部8層上に不定形を呈して堆積し，6層と接する貝

ブロックで，ハマダリを主体にシオフキ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，21～30mm

と35～37mmに比較的集中し，最大殻高は50mmである。

第6段階（4・3層）

4層は，7層上に堆積し不整円形を呈している貝ブロックで，ハマグリを主体としてシオフキ，

サルボウ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，24～33mmの個体のものが多く，最大殻高

42mmである。3層は，西側で一部8層上に堆積しているやや層厚の厚い貝層で，不定形を呈する

広がりをもっている。ハマグリを主体として，シオフキ，サルボウを含む混土貝層である。ハマ

グリの殻高は，23－34mmと37～39mmの間に比較的集中し，最大殻高は45mmである。

第7段階（‘2・1層）

2層は，3層の上面に堆積するもので9　ほぼ三角形を里し，ハマグリを主体にシオフキ等を少

量含む混土貝層である。1層は，南東側〆黒褐色土上，北西側で5層上に不整楕円形を呈して堆

積するハマグリを主体にシオフキ等を少量含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，26～37mmの

個体のものが多く，最大殻高は52mmである。

本跡は貝類組成をみると，ハマグリ2，359点，シオフキ459点，サルボウ219点，ヤマトシジミ

111点，ウミニナ27点，オオノガイ21点，アサリ15点，ヒメシラトリ15点，ナミマガンワ8点，ア

ラムシロ6点，アカニシ2点，イボニシ2点，カワニナ2点，カワアイ1点により構成されてい

る。本跡は，ハマグリが圧倒的に多い混土貝層で，貝層断面図などから主として南東側から投棄

されたものと考えられる。

住居跡内には，以上のように6か所の地点貝塚が点在して堆積しているが，第29号地点貝塚の

2層を除いては，各貝塚の最下層と住居跡床面との比高は，34～45cmであることから，住居跡廃

絶後に投棄されたものと思われる。また第29号地点貝塚の2層は，住居跡床面との比高が5cmで

あるので、これらの貝塚より若干早く投棄されたものと思われる。

第11・12号地点貝塚（第38号住屠跡内貝層）（第163図）

第11・12号地点貝塚は，調査区の南部J3b。区をヰ心に確認された第38号住居跡の覆土内に検出

されたものである。第11号地点貝塚は，第38号住居跡のほぼ中央部の炉の上面に広がっている貝

塚であり，第12号地点貝塚は，南東部にブロック的に検出されたものである。

第11号地点貝塚は，覆土の上層から下層にかけて純貝層，混土貝層言昆貝土層からなる。貝層の

最下層と住居跡床面との比高は，4cmほどである。このことから本跡は，住居跡廃絶直後に北側

から南側にかけて貝の投棄により形成されたものと思われる。
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平面形は，長径3．12m，短径2．35mの不定形を呈し，長径方向は，N－350－Eを指し，層厚25

cmほどである。

同定された貝類遺体は，18種類で，貝類組成をみると，シオフキ19，144点，ハマグリ3，315点，

ヒメシラトリ1，234点，サルボウ496点，アサリ349点，ウミニナ65点，アラムシロ39点，オキシジ

ミ34点，ナミマガシワ，キセルガイ各14点，カワニナ10点，オオノガイ9点，イポニシ，サビシ

ラトリ各7点，ヤマトシジミ3点，ヒダリマキマイマイ2点，アカニシ，ヒロクチカノコ各1点

が出土している。シオフキは，殻が薄く破損しやすく計測不能の資料が多いが，殻高27～37mmの

間の個体が主体となっている。最大殻高は41mmである。ハマグリは，殻高28～35mmの間の個体が

多く最大殻高は50mmである。本跡の主体貝種は圧倒的にシオフキである。陸生の貝類遺体として

ほキセルモドキ科，ヒダリマキマイマイも出土している。

第12号地点貝塚は，貝層が薄くブロック状をなしており，平面形は，長径0．51m，短径0．26m

の楕円形を呈し，長径方向は，N－20－Wを指して，層厚は，わずかに4cmほどの規模である。

本跡を構成する貝種及び数量は少なく，ハマダリ87点，サルボウ16点，シオフキ7点が同定され

たのみである。ハマダリの殻高は，24－32mmの個体のものが多く，最大殻高は44mmである。

第悶号地点貝塚（第80e83号土坑覆土内貝層）（第161e162図）

本跡は，調査区の南部J3b6区を中心に確認された第80e83号土坑の覆土上層に検出されている。

第80号土坑は，第83号土坑の東側0．3mに隣接しており，本跡は，これら両土坑をスッポり覆う状

態で形成されている。貝層の最下層と土坑底面との比高は，ほとんどみられないことから，第80

e83号土坑が廃絶された後ただちに貝の投棄が行なわれたものと考えられる。平面形は，長径2．

46m，短径L8mの不定形を里し，長径方向は，N－730－Eを指して，層厚は13～28cmである。調

査方法は，層位発掘を採用したので，堆積順序の古い方から順に説明する。

第1段階（34・33・16・15層）

34層は，本跡の北東側褐色土上に堆積している層で，不定形を呈しており，ハマグリを主体に

シオフキ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は9　25～38mmの個体のものが多く，

最大殻高は50mmである。シオフキの殻高は，30～38mmの個体のものが多く，最大殻高は43mmであ

る。33層は，北東側で34層，南東側で16層に挟まれるように褐色土上に不定形を呈して堆積して

いる層で，ハマダリを主体にシオフキ，サルボウで構成されている混土貝層である。ハマグリの

殻高は，29～40mmの個体のものが多く，最大殻高は47mmである。シオフキの殻高は，32～39mmの

個体のものが多く，最大殻高は43mmである。16層は，15層を取り囲むように弧状を描いて堆積し

ている層である。ハマグリを主体とし，シオフキ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマグリ
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の殻高は9　27～35mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。シオフキの殻高は，32～36mm

の個体のものが多く，最大殻高は42mmである。15層は，本跡の中央部褐色土上に堆積して，不整

楕円形を呈しており，シオフキを主体にハマグリ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，

26～32mmの個体のものが多く，最大殻高は43mmである。シオフキは，32～38mmの個体のものが多

く，最大殻高は43mmである。

第2段階（32・30層）

32層は，34。33層上に不整楕円形を呈して堆積する層で，シオフキを主体としハマグリ，サル

ボウ等を含む混土貝層である。ハマダリの殻高は，25～30mmの個体のものが多く，最大殻高は50

mmである。シオフキの殻高は，33～39mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。30層は，

16。15層上に不定形を呈して堆積する層で，シオフキを主体として，ハマグリ，サルボウ等で構

成され，貝層上面に破砕貝層を含む純貝層である。ハマダリの殻高は，25～34mmの個体のものが

多く，最大殻高は50mmである。シオフキの穀高は，32～37mmの個体のものが多く，最大殻高は42

mmである。

第3段階（31・29・28・27・14・13層）

31層は，32層上にスッポリ覆う形でほぼ円形に堆積する層で，ハマグリを主体としサルボウ，

ヤマトシジミ，シオフキ等で構成される純貝層である。ハマグリの殻高は，22～30mmの個体のも

のが多く，最大殻高は47mmである。シオフキは少なく計測できない貝が多いが9　31～39mmの間に

殻高がみられる。29層は，30層上に不定形を呈して堆積する層で，ハマグリを主体としシオフキ，

サルボウ等を含み，破砕貝層を貝層上面に含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，25～34mmの

個体のものが多く，最大殻高は50mmである。シオフキの殻高は32～37mmの個体のものであり，最

大殻高は42mmである。28層は，29層の西側に不定形に堆積するシオフキを主体としハマグリ，サ

ルボウ等をわずかに含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，28～33mmの個体のものが多く，最

大殻高は45mmである。シオフキの殻高は，28～38mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。

27層は，30層上に不定形に堆積する層で，ハマグリを主体とする純貝層で9　ナミマガシワを若干

含んでいる。ハマグリの殻高は，28～35mmの個体のものが多く，最大殻高は43mmである。14層は，

本跡の東側に位置し，北西側で32層に接して堆積する不定形の層で9　ハマグリ，サルボウを主体

としたシオフキ，ナミマガシワを含む層の厚い混土貝層である。ハマグリの穀高は，23～24mm。

30～35mmの個体のものが多く，最大殻高は48mmである。シオフキの殻高は，35～38mmの個体のもの

が多く，最大穀高は41mmである。13層は，15弓6層上を覆う形で広がり不定形を呈して堆積する

層で，シオフキを主体としハマグリ，サルボウ等で構成される純貝層である。ハマグリの殻高は9

31－41mmの個体のものが多く，最大殻高は41mmである。シオフキの殻高は，30～40mmの個体のも

のが多く，最大殻高は43mmである。
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第超段階（26も25824e23。22e12ellelO層）

26層は，28層上に楕円形を呈して堆積する貝ブロックで，ハマグリ，シオフキを主体とする混

土貝層である。ハマグリの殻高は，23～30mmの個体のものが多く，最大殻高は49mmである。シオ

フキの穀高は，32～39mmの個体のものが多く，最大殻高は40mmである。25層は，北東側で26層と

接して28層上に堆積する貝ブロックで，不定形を呈している。シオフキを主体としアサリが他の

貝層に比べて多く含まれている混土貝層である。ハマグリの殻高は，25～32mmの個体のものが多

く，最大殻高は46mmである。シオフキの殻高は32～38mmの個体のものが多く，最大殻高は39mmで

ある。24層は，本跡の西側の褐色土上に堆積するハマグリ，シオフキをほぼ同量ずつ含む混土貝

層である。ハマグリの殻高は，23～28mmの個体のものが多く，最大殻高は47mmである。シオフキ

の殻高は，33～39mmの個体のものが多く，最大殻高は41mmである。23層は，29層上に不定形に広

がって堆積するハマダリを主体とし，シオフキ，サルポウ等を含む混土貝層である。ハマグリの

殻高は，25～36mmの個体のものが多く，最大殻高は45mmである。シオフキの殻高は，32～38mmの

個体のものが多く，最大殻高は43mmである。22層は，32814層上にかけて不定形に広がって堆積

する層である。本員層は，他の貝層にあまりみられないヤマトシジミを主体とした層でハマダリ，

シオフキ等を含む純貝層である。ヤマトシジミは，殻高13～17mmの個体のものが多く，最大殻高

は21mmである。ハマダリの殻高は，22－32mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。シオ

フキの殻高は，32－38mmの個体のものが多く，最大殻高は40mmである。12層は，褐色土上に不

定形に堆積する層で，ハマグリを主体にシオフキ，サルボウを含む混土貝層である。ハマグリの

殻高は，26～32mmの個体のものが多く，最大殻高は49mmである。シオフキの殻高は，33～40mmの

個体のものが多く，最大殻高は43mmである。11層は，東側で13層の一部上面に，また，10層上に

一部流れ込むように堆積する細長い不定形の層である。ハマグリの殻高は，26～39mmの個体のも

／7ヽ」、でノ立　ノ　　　旦」」受払音JJ　バr…．…、′プて、－た　ブ　　　ナ．、Jト　｝・・7　ユ・J

のが多く，最大設高は45mmである。ンオフ葺，ハマダリを主体としサルボウを若丁含む混土貝屑

である。10層は，13層上に不定形の広がりで堆積するハマグリ，シオフキを主体としサルボウを

含む混土貝層である。

第5段階（2巨20。19e18e1709。8e7。6e4層）

21層は，22層上に不定形に堆積するハマグリ主体の混土貝層である。ハマグリの殻高は，25－

32mmの個体のものが多く，最大殻高は43mmである。シオフキの殻高は，32～38mmの個体のものが

多く，最大殻高は40mmである。20層は，21層の南側に位置し22層上に不定形に堆積するシオフキ

主体の混土貝層である。ハマグリの殻高は，25～33mmの個体のものが多く，最大殻高は48mmであ

る。シオフキの殻高は，32～38mmの個体のものが多く，最大穀高は40mmである。19層は，22層上

に，西側では一部20層下に堆積している層で，小型のヤマトシジミを主体としハマダリを含む混

土貝層である。ハマグリの殻高は，30－36mmの個体のものが多く，最大殻高は48mmである。ヤマ
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トンジミの殻高は，12～18mmの個体のものが多く，最大穀高は22mmである。18層は，24層上にほ

ぼ楕円形を呈して堆積するシオフキ，ハマグリをほぼ同量ずつ含む混土貝層である。ハマグリの

殻高は，24～30mmの個体のものが多く，最大殻高は46mmである。シオフキの殻高は，32～38mmの

個体のものが多く，最大殻高は40mmである。17層は，23弓1層上に堆積する不定形の層である。

ハマグリ，シオフキ，サルポウをほぼ同量ずつ含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，23～33

mmの個体のものが多く，最大殻高は46mmである。シオフキの殻高は9　32～38mmの個体のものが多

く，最大穀高は43mmである。9層は，12層上に堆積するハマグリ主体の混土貝層である。ハマグ

リの殻高は，23～27mmと35～39mmの個体のものが多く，最大殻高は47mmである。シオフキの殻高は，

32～38mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。8層は910層上に堆積するハマダリ主体

にシオフキ，サルボウを含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，25mm e32～33mm。38～45mmの

個体のものが多く，最大殻高は46mmである。シオフキの殻高は，28～38mmの個体のものが多く，

最大殻高は42mmである。7層は，11層上に不定形に堆積するハマグリ主体の混土貝層である。ハ

マダリの殻高は，28～37mmの個体のものが多く，最大殻高は43mmである。シオフキの殻高は，34

～40mmの個体のものが多く，最大殻高は43mmである。6層は，南側で10層上に堆積し不定形に広

がる層で，ハマグリを主体にシオフキ，サルボウ等にナミマガシワを若干含む混貝土層である。

ハマグリの殻高は9　25～35mmの個体のものが多く9　最大殻高は40mmである。シオフキの殻高は，

33～38mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。4層は911層上に「Y」字状に堆積する

層で，ハマグリを主体にサルボウ，シオフキを含む純貝層である。ハマグリの殻高は，25～33mm

の個体のものが多く，最大殻高は50mmである。シオフキの殻高は，30～37mmの個体のものが多く，

最大殻高は47mmである。

第6段階（5・2層）

5層は，6層上にスッポリ入る形で不定形を呈して堆積しており，ハマグリ，シオフキを主体

としサルボウを含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，27～40mmの個体のものが多く，最大殻

高は41mmである。シオフキの殻高は，33～40mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。2

層は，9層上に堆積し不定形を呈しており，ハマダリを主体とする混土貝層である。ハマグリの

穀高は，26－30mmの個体のものが多く，最大殻高は40mmである。シオフキの殻高は，31－37mmの

個体のものが多く，最大殻高は40mmである。

第7段階（3・1層）

3層は，5層上に細長く堆積している。ヤマトシジミを主体にハマグリ，シオフキ，サルボウ

がほぼ同量ずつ含まれている純貝層である。ヤマトシジミの殻高は，15～17mmに比較的集中して

いる。1層は，2層上に不定形に堆積する層で，圧倒的にハマグリが多くシオフキ，サルボウを

含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，25～31mmの個体のものが多く，最大殻高は44mmである。

一253－



シオフキは少量のため計測不能のものが多いが，殻高は30～40mmの間に分布している。

本跡は，貝類組成をみると，ハマグリ，シオフキ，サルボウ，ヤマトシジミ等の順で構成され

ている。他の地点貝塚と若干違うことは，5か所の貝層から小型のヤマトシジミが多量に出土し，

特に922層は，ヤマトシジミを主体とする純貝層であることである。同定された貝類は，多種類で

前述のほかにナミマガシワ，アサリ，オキシジミ，ウミニナ，イボニシ，アカニシ，アラムシロ，カワ

ア有カワニナ，ヒメシラトリ，ヒロクチカノコ，オオノガ有キセルモドキ軋ヒダリマキマイマイ

の合せて18種類である。さて，これらの貝層は，貝層断面や破砕貝層の含まれる30。29層，さらに

調査日誌等を検討すると，北西方向から南東方向に向けて貝殻の投棄が行われたものと思われる。

第14号地点貝塚（第159図）

本跡は，調査区の南部J3C5区に確認されたもので，凹地に一括投棄された貝ブロックである。

平面形は，長径0．45m，短径0。39mの楕円形を呈し，長径方向は，N－220－Eを指し，層厚は

13cmほどである。貝層は，褐色土上に堆積し，シオフキを主体にハマグリ等を含む混貝土層であ

る。シオフキの殻高は，35－37mmの間に比較的集中しており，最大殻高は45mmである。ハマグリ

の殻高は，31～37mmのものが多く，最大殻高は50mmである。本跡は9　シオフキ98息　ハマダリ78

鳥　サルポウ13点，アサリ1点により構成されている。

第摘号地点貝塚（第85号土坑覆土内貝層）（第160図）

本跡は，調査区の南部J3C5区を中心に確認された第85号土坑覆土内に検出されている。覆土の

上層には，層の薄い貝ブロックがみられ，貝ブロックの最下層と土坑底面との此高は，約87cmで，

土坑の廃絶後しばらくして，一括投棄されたものと思われる。本跡の平面形は，長径0・2m，短

ハ1（　＿　〈　　　＿　－γ一心LlJL．rT1－ナノ」L rll　　　　にご．だて7＿＿ふ一んIl l′ヽO Tr J．二I RヨrEぎI＿Lハ　ハ∫1、〈〈I71∫＿プて、一五　ワ　　　「k HJト

径0．18nlの不整楕円・形を呈し，長径方向は，N－46U－Eを小し，層厚は（上22il月よどである。不跡

は，他の貝塚よりも出土する貝類遺体鼠種類とも少なく貧弱である。

本跡からは，ハマグリ40息　シオフキ6息　サルボウ4鳥　オオノガ有　アカニシ各1点が出

土している。

第臓号地点貝塚（第94号土坑覆土内貝層）（第160図）

本跡は，調査区の南部J3e4区を中心に確認された第94号土坑の覆土内に検出されている。土坑

の覆土上層には，層厚の薄い貝殻の堆積がみられ，貝層の最下層と土坑底面との比高は，33cm

ほどであり，土坑の廃絶後しばらくして貝殻の投棄が行なわれたものと思われる。本跡は，層位

発掘を採用したので2段階に分けて堆積順位の古い順に説明を加えることにする。

本跡の平面形は，長径上13m，短径0．54mの不整楕円形を呈し，長径方向は，N－840－Wを指
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し，層厚は，12cmほどの薄いものである。

第1段階（3・2層）

3層は，締まりのある黒褐色土上に不定形を呈して堆積する層で，シオフキを主体にハマダリ等

を含む混土貝層である。シオフキの殻高は，30～38mmの個体のものが多ら　最大殻高は48mmであ

る。ハマグリの穀高は9　28～34mmの個体のものが多く，最大殻高は44mmである。2層は，3層の

西側に位置し，黒褐色土上に不定形を呈して堆積する層である。ハマグリ，シオフキ，サルボウ

をほぼ同量ずつ含む混土貝層である。シオフキの殻高は，35～40mmの個体のものが多く，最大穀

高は43mmである。ハマグリの殻高は，28～35mmのものが多く，最大殻高は49mmである。

第2段階（1層）

1層は，ほぼ2層上に堆積する層で，不定形を呈するシオフキ主体のハマダリ等を含む混土貝

層である。シオフキの殻高は，30～37mmの個体のものが多く，最大殻高は41mmである。ハマグリ

の殻高は，27～37mmの個体のものが多く，最大殻高は55mmである。

本跡を構成する貝類組成をみると，シオフキ503息ハマグリ333息　サルボウ129息ヤマトシ

ジミ17息　アサリ8息　ナミマガシワ4息　オキシジミ，アカニシ各3息　カワニナ1点が出土

し，全体的にシオフキを主体に出土しているが9　第2層では9　他の層に比べるとサルボウが若干

多く出土している。

第臓号地点貝塚（第46号住居跡覆土内貝層）（第167弓68図）

本跡は，調査区の南部J3d3区を中心に確認された第46号住居跡のほぼ中央部覆土内に検出され

ており，当遺跡の中では，やや規模の大きい貝塚である。しかし第46号住居跡の西側は，古墳時

代の第37号住居跡により切られているため，その際に本跡の貝層も切られていることが確認され

た。貝層は，覆土の中層から上層にかけて堆積し，貝層の最下層と，住居跡床面との比高は，13

cmほどであることから，本跡は，住居跡廃絶後間もなく貝殻の投棄がなされたものと思われる。

本跡の調査方法については，層位発掘を採用し，平面観察や貝層断面から50層に分けられたが，

整理の際には9貝層堆積関係図等をもとに10段階に分けた○堆積の順に説明を加えることにする。

第1段階（39・21・20層）

39層は，本跡の北西側の最下層で，20層と同一の貝層と思われ極暗褐色土上に不定形を呈して

堆積する層である。シオフキ主体のハマグリは，サルボウを若干含む混土貝層である。ハマグリ

の殻高は，26－36mmの個体のものが多く，最大殻高は50mmである。シオフキの殻高は，31～38mm

の個体のものが多く，最大殻高は38mmである。21層は，本跡の南側の極暗褐色土上に不定形を呈

して堆積する最下層である。シオフキを主体にハマダリ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハ

マダリの殻高は，25～30mmの間に集中し，最大殻高は45mmである。シオフキの殻高は，31－37mm
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の間に集中し，最大殻高は39mmである。20層は9　21層上と一部貝層下士層の22層上に堆積する不

定形を呈している層である。ハマグリを主体にシオフキ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハ

マグリの殻高は，30～35mmの間に集中し，最大殻高は53mmである。シオフキの殻高は，33～36mm

の個体のものが多く，最大殻高は43mmである。

第2段階（38・37・18層）

38層は，39層上に不整方形を呈して堆積する破砕貝を含む層で，ヒメシラトリを主体にシオフ

キ，サルボウ等を含む混貝土層である。ハマグリの穀高は，24～29mmの個体のものが多く，最大

殻高は52mmである。シオフキの殻高は，25～34mmの個体のものが多く，最大殻高は43mmである。

ヒメシラトリの殻高は，20～23mmの個体のものが多く，最大殻高は26mmである。37層は，38層上

をほぼ完全に覆うように堆積する層で不定形を呈して広がっており，破砕された貝を含む。シオ

フキ主体のハマグリ，サルボウ等やヒメシラトリを若干含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，

24～35mmと40～42mmの間の個体のものが多く9　最大殻高は55mmである。シオフキの殻高は，25～

35mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。18層は，挽乱層である19層の南西側に接し，

20◎21層上に長楕円形を呈して堆積する層である。ハマダリ主体のシオフキ等を含む混土貝層で

ある。ハマダリの殻高は，27～33mmの個体のものが多く，最大殻高は50mmである。シオフキの殻

高は，32－36mmの個体のものが多く，最大殻高は39mmである。

第3段階（36・16層）

36層は，不定形を呈して広がる一番大きい貝層で㌧貝の範囲としてはさらに16層とに分けられる

と思われるが，不明瞭であったので」つの層としてとらえたものである。37弓9。18。17層上にまたが

って堆積しており，シオフキを主体にハマダリ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマダリは，

殻高32～40mmの個体のものが多く，最大殻高は49mmで大型なものが目立つ貝層である。シオフキ

は，殻高31～37i－1mの個体のものが多く，最大殻高は39加1である。

第4段階（34・33層）

34層は，31層の南側に位置し，36層上一部間層（35－C層）の褐色土上に，隅丸長方形を呈し

て堆積しているハマダリの混貝土層である。ハマグリは，殻高35～40mmのものが多く，最大殻高

53mmで，大型化が目立っている。シオフキは4点のみしか出土しなかったため計測はしなかっ

た。33層は，36層上に堆積する間層の暗褐色土上に不定形を呈して堆積する層で，シオフキ，ハ

マグリをほぼ同数ずつ含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，27～36mmの個体のものが多く，

最大殻高は45mmである。シオフキの殻高は，30～37mmの個体のものと40mmの個体のものが多い。

第5段階（32・5層）

32層は，36層上に堆積する間層（35－B層）上に不整方形を呈して堆積する層で，シオフキ主

体のハマダリ，サルボウ等を含む純貝層である。ハマグリの殻高は28－35mmの個体のものが多く，
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最大殻高は40mmである。シオフキの殻高は，32～37mmの個体のものが多く，最大穀高は41mmであ

る。5層は，12層上に不定形を呈して堆積する層でシオフキを主体にハマグリ等を含む純貝層で

ある。ハマダリは，殻高23～30mmの間に集中し，最大殻高は47mmである。シオフキは，殻高32～37

mmの間に集中し，最大殻高は40mmである。

第6段階（31層）

31層は，32層の一部を覆う形で堆積する不定形の層で，シオフキ主体のハマグリ，サルボウ等

を含む破砕貝層である。ハマグリの穀高は，27～37mmの個体のものが多く，最大殻高は54mmであ

る。シオフキの殻高は30～37mmの個体のものが多く，最大殻高は41mmである。

第7段階（30・29・4層）

30層は，31層上をほぼ覆う形で堆積する不整楕円形の層である。ハマグリを主体にシオフキ等

を含む混土貝層である。ハマグリは，殻高25～35mmの間に集中し，最大殻高は42mmである。シオ

フキは，殻高31～37mmの間に集中し，最大殻高は39mmである。29層は，間層（35－A層）の暗褐

色土上に不整楕円形を呈して堆積する層で，ハマグリを主体とするシオフキ，サルボウ等を含む

混貝土層である。ハマグリの殻高は，25～30mmの間と34mmに集中し，最大殻高は40mmである。シ

オフキの殻高は，34～38mmの間の個体のものが多く，最大殻高は38mmである。4層は，5層上を

スッポリ覆う形で堆積する不定形を呈する広い貝層であるが，量的には少ない。ハマグリを主体

にシオフキや破砕貝等を含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，23～28mmの個体のものが多く，

最大穀高は41mmである。シオフキの殻高は，33－36mmの個体のものが多く，最大穀高は38mmであ

る。

第8段階（24・28・27層）

24層は，南側で33層上に，北側では，破砕貝片を含む暗褐色土上に堆積する不定形を呈する層

である。シオフキを主体にハマグリ等を含む混土貝層である。ハマダリの殻高は，27～32mmの個

体のものが多く，最大殻高は47mmである。シオフキの殻高は，33－37mmの個体のものが多く，最

大殻高は39mmである。28層は，29層上に楕円形を呈して堆積する層である。ハマダリは，殻高23

－32mmの間に集中し，最大殻高45mmである。シオフキほ，殻高30－36mmの間に集中しており，最

大殻高は41mmである。27層は，貝片を少量含み締まりのある暗褐色土上に堆積する貝ブロックで，

ハマダリ主体の混貝土層である。ハマグリの殻高は，23～43mmの間に分布している。

第9段階（23・25・26層）

23層は，24層上に不定形を呈して堆積する層である。大型サルポウやシオフキを含むハマダリ

主体の混貝土層である。ハマグリの殻高は，23～37mmの個体のものが多く，最大殻高は40mmであ

る。シオフキの殻高は，32～36mmの個体のものが多く，最大殻高は38mmである。25層は，ほぼ27

層上に堆積する貝ブロックで，ハマグリ5息　サルボウ1点が出土しただけである。ハマグリの
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殻高は，24－37mmの間に分布している。26層は，28層をスッポリ覆う形で堆積する不整長方形を

呈し，ハマダリなどを少量含む混貝土層である。ハマグリは，殻高24－26mmの個体のものが多く，

最大殻高は34mmで比較的小型化している。シオフキは少量で，殻高が薄くて破損し易いため完形

貝がなく計測ができなかった。

第柑段階（17e15も14。13e12ellelO。908。7e683e2。1層）

本段階は，第1～9段階のように堆積関係を明瞭に把握できなかった貝層群のため，一括して

説明を加えることにする。

17層は，本跡の南東端に位置し，20層上に不定形を呈して堆積する層であり，ハマグリ主体の

シオフキ，サルボウ等を少量含む混貝土層である。ハマグリ，シオフキとも少量のため集中する

範囲は明確ではない。ハマグリの殻高は，19～44mmの間に分布し，最大穀高は44mmである。シオ

フキの殻高は，28～37mmの間に分布し，最大殻高は37mmである。15層は，36層上に不定形を呈し

て堆積する層で，38層と同様にヒメシラトリを主体にシオフキ，ハマグリ等を含む純貝層である。

ヒメシラトリの殻高は，20～24mmの間の個体のものが多く，最大殻高は27mmで，穀高の集中する

範囲は38層とほぼ同じである。ハマグリの殻高は，21－31mmの間の個体のものが多く，最大殻高

は42mmである。シオフキの殻高は9　28～36mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。14層

は，15層上に不定形を呈して堆積する層である。シオフキ主体のハマグリ，サルボウ等を含む混

土貝層である。ハマグリの殻高は，24～29mmの間の個体のものが多く，最大殻高は43mmである。

シオフキの殻高は，27～35mmの個体のものが多く，最大殻高は41mmである。13層は，14層上に堆

積する不整円形を呈する層で，ハマダリ主体のシオフキ等を含む混貝土層である。ハマダリは，

殻高22～33mmと41－43mmの間の個体のものが多く，最大殻高は43mmである。シオフキは，殻高28

－29mmの個体のものが多く，最大殻高は38mmである。12層は，14層上に不整楕円形を呈して堆積

「卜乙f嘉っ㌔　ノ＼＿つ〃11立腹〝ヽごノす｝7も笠え㍉今寸や捕＝目＋辰巨ア、泉ス　　ノ＼㌢フグIl〝1婁控嘉は　　ワら～1らmmの佃謹
7　‘d　ノー∃　LI　　′　t　、　／　　ノ　⊥1ノ1へ＞／｝′　′」　′　▼＼‾‾、J CL R　〕l⊥しノヽ一L一ノ日　＼－　いノ　‾⊃ノ　○　　　　　’／　　′　’′　ルノヽlトリIC♪1　】U　　））‾日日‾▼　′lド‾‘1

体のものが多く，最大殻高は52mmである。シオフキほ少なく，27－35mmの間に殻高が集中してお

り，最大殻高は41mmである。11層は，15層上に堆積するほぼ三角形を呈する層で量的には少ない

がハマダリ主体のシオフキ，サルボウ，ウミニナを含む混貝土層である。ハマダリの殻高は，21

－50mmの間に分布し，26－28mmの間に集中している。最大殻高は50mmである。シオフキは少なく，

殻高は23～39mmの間に分布しており，最大殻高は39mmである。10層は，本跡の東端に位置し，極

少量の破砕貝片を含む暗褐色土上に堆積する層で，不整長方形を呈している。シオフキ主体にハ

マダリ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマグリほ少なく，殻高33～34mmの間に比較的集中し

ており，最大殻高は51mmである。シオフキは，殻高34～38mmの間に集中しており，最大殻高は

42mmである。9層は，ローム粒子を極少量含む褐色土上に堆積する不定形を呈する細長い層で，

ハマダリ等を少量含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，29－33mmの個体のものが多く，最大
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穀高は38mmである。8層は，9層と7層の中間の暗褐色土上に不定形を呈して堆積する層である。

ハマグリを主体にシオフキ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，22～27mmの

個体のものが多く9　最大殻高は42mmである。シオフキは少量で，殻高30～37mmの間に分布してい

る。最大殻高は41mmである。7層は，11層上に堆積する不定形を呈する層で，ハマグリ等を少量

含む混貝土層である。ハマグリは少量で，穀高23～42mmの間に分布している。シオフキは，少量

のため計測ができなかった。6層は，13層上に不定形を呈して堆積する層で，ハマグリを主体に

シオフキ等を含む混貝土層である。ハマグリの穀高は，18～34mmの間に分布している。シオフキ

は完形貝がないため計測できなかった。3層は，27。5層と同様に暗褐色土上に堆積する不整三角

形を呈する層である。ハマグリを主体にシオフキ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマグリ

の殻高は，25～32mmの間に集中し，最大穀高は54mmである。シオフキの殻高は9　34～37mmの間に

集中し，最大殻高は41mmである。2層は，本跡の最南端の暗褐色土上に堆積するほぼ三角形を呈

する層で，ハマグリを主体に少量のシオフキ，サルボウ等を含む混貝土層である。ハマグリの殻

高は，21～43mmの間に分布しており，最大殻高は43mmである。シオフキの殻高は，27～32mmの間

に分布しており，最大殻高は32mmである。1層は，2層上にほぼ半円形を呈して堆積するハマダ

リを主体にシオフキ、サルボウ等を含む混貝土層である。ハマグリほ，殻高20～50mmの間に分布

しており，最大殻高は50mmである。シオフキは殻高30～36mmの間に分布しており，最大殻高は36

mmである。なお，40－B～49層については，セクションベルト中の貝層をブロック分けしたもの

であり，各層は第225図のように対応する。

本跡から同定された貝類は，17種類で，貝類組成をみるとシオフキ4，894点，ハマグリ4，577点，

ヒメシラトリ1，280点，サルボウ726点，ウミニナ109点，アラムシロ46点，アサリ38点，カワニナ

34点，ナミマガンワ37点，ヤマトシジミ16点，オキシジミ15点，オオノガイ10点，アカニシ11点

キセルモドキ科9点，イボニシ6点，カワアイ2点，ムギガイ2点が出土している。

第18・19・20・24・26号地点貝塚（第42号住居跡覆土内貝層）（第166図）

第18。19e20e24026号地点貝塚は，調査区の南部J3d5区を中心に確認された第42号住居跡覆土

内に検出されている。これら5ヶ所の地点貝塚は，第42号住居跡の中央部には第18号地点貝塚，

北側には第24号地点貝塚が，東側には第26号地点貝塚，南東側には第19号地点貝塚，南西側には

第20号地点貝塚がそれぞれ検出されている。

第18号地点貝塚は，住居跡の覆土から検出された貝ブロックで，住居跡の床面との比高は，17

cmほどあるので住居跡の廃絶後やや時間をおいて貝の投棄が行なわれたものと思われる。

平面形は，長径0．26m，短径0．16mの楕円形を呈し，長径方向は，N－640－Wを指し，層厚は4
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cmほどの浅いものである。本跡は，ハマグリを主体とした混貝土層で，ハマグリ6点9　シオフキ9

サルボウ各1点が出土したのみである。

第19号地点貝塚は，住居跡の覆土から検出された貝ブロックで，本跡最下層と住居跡床面との

比高は17cmほどであることから本跡廃絶後貝が投棄されたものと思われる。

平面形は，長径0．32m，短径0．18mの楕円形を呈し，長径方向は，N－370－Wを指し9　層厚6

cmほどの浅いものである。本跡は，ハマグリを主体としたシオフキ，サルボウ等を含む混土貝層

で，貝類組成をみると，6種が同定され，ハマグリ106点，シオフキ47点，サルボウ24点，アカニ

シ3点，オオノガイ1点，ナミマガシワ1点が出土している。ハマグリの殻高は，24～28mmの個

体のものが多く，最大殻高は41mmで全体的に小型である。

第20号地点貝塚は，住居跡の覆土から検出され，本跡最下層と住居跡床面との比高は33cmほど

であり，住居跡廃絶後かなりの時間が経過して後貝の投棄が行なわれたものと思われる。

平面形は，長径0．66m，短径0．35mの楕円形を呈し，長径方向は，N－470－Wを指し，層厚9cm

ほどで浅いものである。同定された貝類は9　5種でハマグリを主体とした混貝土層である。貝類

組成をみるとハマグリ98息　サルポウ25点，シオフキ19点，ヤマトシジミ2点，アサリ1点が出

土し，他の遺構とほぼ同じような貝類組成である。

第24号地点貝塚は，住居跡の覆土から検出された貝ブロックで，本跡最下層と住居跡の床面と

の比高が12cmほどであることから，住居跡廃絶後投棄されたものと思われる。

平面形は，長径0．44m，短径0．36mの楕円形を呈し，長径方向は，N－220－Eを指し，層厚12cm

Jユ　tJ／7ヽJ　／′7ヽ－プこ、土　7　　　－jrロ☆JJ R来百五日「擬す、・7．．7　1＿．＼、＿＿つ　ノブ11∩ノ＼」ヒ　　、　｝ふ．、一・1ユー　nP Jご　　J＿L，－、」LJ Jっ√ヽハ」ご　　Jh
Hよ（二・レノt）レノ　しのQ o　ノ1人腰J、なふ†　只大Rm1肌で：クワL G）（ニ／、ヾ／　ソコUノリ、9　／4　／一丁乙Uノリ、，　ソ　ル小ソ∠0ノリ、，　ソ

ミニナ8点，オキンジミ3点，オオノガイ，カワア有　ナミマガシワ各1点ずっが出土し，ハマ

グリを主体とした混土貝層である。ハマダリは，殻高22～52mmの間に分布しており，25～28mme

34e35。38e39mmの間に比較的集中している。

第26号地点貝塚は，住居跡の覆土から検出され，本跡の最下層と住居跡の床面との比高は，ほ

とんどみられないことから，住居跡の廃絶とほぼ同時に貝が投棄されたものと思われる。

平面形は，長径1．0m，短径0．4mの不定形を里し，長径方向は，N－610－Wを指す貝層と，径

0．34mのほぼ円形を呈する貝層の2か所に分かれている。調査方法については，層位発掘を採用

したので，4段階に分けて堆積順に説明を加えることにする。
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第1段階（6層）

6層は，本跡の最下層で南東側の締まりのある暗褐色土上に堆積する不定形の層で，住居跡床

面との比高はほとんどみられない層である。小型ハマグリを主体にシオフキ，サルボウ等を含む

純貝層である。ハマグリの殻高は，28～32mmと34～35mmの間に比較的集中しており，最大殻高は

50mmである。シオフキの殻高は，30～35mmに集中しており，最大殻高は44mmである。

第2段階（4層）

4層は，6層上に暗褐色土が堆積しており，その上面に堆積する瓢箪形を呈する層で，ハマ

ダリを主体にシオフキ，サルボウ等を含む純貝層である。ハマダリの殻高は，21－26mm・29～31

mmの35～37mmに比較的集中している。最大殻高は45mmである。シオフキの殻高は，30～36mmに集

中しており，最大殻高は40mmである。

第3段階（5・3層）

5層は9　本跡の南側暗褐色土上に投棄された貝ブロックで楕円形を呈している。ハマダリを

主体にシオフキ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマダリの殻高は，23－32mmに比較的集中

しており，最大殻高は50n一mである。シオフキの殻高は薄くて破損し易いため計測可能な完形貝が

少なかった。3層は，4層上をスッポリ覆う形で堆積する不定形の層である。ハマダリを主体に

シオフキ，サルボウを含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，24～26mmと30－34mmの間に比較

的集中している。最大穀高は50mmである。

第4段階（2・1層）

本段階は，最後に本跡に投棄された貝層と思われる。2層は，3層の北西側上に堆積する不定

形の層であり，ハマグリを主体にサルボウ，シオフキを含む混土貝層である。ハマグリは，殻高

24～30mmの間に比較的集中しており，最大殻高は45mmである。シオフキは，殻高34～38mmの個

体のものが多く，最大殻高は48mmである。1層は，3層の南東側上に不定形を呈して堆積する層で，

ハマグリを主体に，シオフキ，サルボウを含む混土貝層である。

本跡からは，15種の貝が同定されており，小規模な貝塚にしては多種類にわたり，特に9　4層

からは，他の貝層に比べてハマグリが多量に出土している。なお本跡は，ハマダリ2，648鳥　シオ

フキ393息　サルポウ197息　ヤマトシジミ19息　ウミニナ16息　アサリ11息　アラムシロ10鳥

オキシジミ，アカニシ各8息サビシラトリ3息　カワニナ，ナミマガシワ，キセルモドキ科各2鳥

ヒメシラトリ，カワアイ各1点により構成されている。ハマグリの殻高は，22－30mmの間に比較的

集中しており，最大殻高は39mmである。シオフキの殻高は，34－36mmの個体のものが多く，最大

殻高は44mmである。
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第別号地点輿塚（第78号土坑内覆土貝層）（第160図）

本跡は，調査区の南部J3j4区を中心に確認された第78号土坑の覆土内から検出されている。

土坑の覆土内には，上層と下層に貝殻の堆積がみられ，貝層の最下層と土坑底面との比高は，18

cmである。本跡は，土坑廃絶胤　ややしばらくして貝殻の投棄が行われたものと思われる。貝層

は堆積過程を平面及び断面観察から復元すると2層に分けられ，堆積順位の古い方から説明を加

えることにする。

貝層の平面形は，長径0．6m，短径0．39mの楕円形を呈し，長径方向は，N－620－Wを指し，

層厚は，2か所の貝ブロックに分かれ，合わせて42cmほどである。

2層は，最下層でローム粒子を含む軟らかい暗褐色土上に堆積し，不定形を呈する層である。ヤ

マトシジミ主体の混貝土層である。2層上には，暗褐色土’の間層が入っている。1層は，焼土粒

子，ローム小ブロックを少量含む暗褐色土上に堆積する長楕円形を呈する層である。シオフキを

主体にサルボウ，ハマグリ等を含む混土貝層である。ハマグリは，殻高22～30mmの間に比較的集

中し，最大殻高は45mmである。シオフキは，殻高27～36mmの個体のものが多く，最大殻高は39mm

である。ハマグリは，比較的小型なものを，シオフキは，大型に近いものを採集していることが

わかる。本跡における貝類組成は9　シオフキ111息　サルボウ77点，ハマグリ59点，ヤマトシジミ

50息　オキシジミ3点が出土している。第1層の主体貝種は，シオフキ，サルボウ，ハマグリの

3種に対して，第2層の主体貝種が，ヤマトシジミであり，また，第1層と第2層との間に約24

cmほどの暗褐色土層があることから，2層が投棄され，ある期間が経過したあと1層が投棄され

たものと思われる。

第鍼号地点貝塚（第77号土坑覆土内貝層）（第161図）

☆旺′寸　書圏太「才〝ヽ宙喜　好？Lぼっ石窟讃うわナー笠77暑＋十青の萎宥＋ト届P自書碧めゞまき塵呉れで諦壬藤呉れ
′丁、げソ」’vcト1　1．．1」ヨ＿lヱ＿＿：＿＞　ノIll Llい．⊥ゝしノLノJllニーlニーI、u PP－HJU’ヽ一・°　し‘、－／IJ　一　一　Jll一⊥一一′ノ∪一　′　題つくし－L一一」一一′ヒJl‾　ノヽ／′ノヽ‘Y Jノ、／l、＼－‘l　）　、　月′　′▼／Y　、’1｝

ている。本跡の最下層と土坑底面との比高は17cmほどであり，土坑廃絶後投棄されたものと思わ

れる。本跡は，層位発掘を採用し，平面観察により5段階に分けられたので，堆積順に説明を加

えることにする。

第1段階（7層）

7層は，本跡の最下層で，焼土粒子，炭化軌　貝片を極少量含む黒褐色土上に不定形を呈して

堆積する層で，ハマダリ等を少量含む混土貝層である。ハマダリの殻高は，24～35mmの間に集中

し，最大殻高は50mmである。シオフキの殻高は，33～38mmの間に集中し，最大殻高は41mmである。

第2段階（6・5層）

6層は，7層上に楕円形を呈して堆積する層で，ハマグリを主体にシオフキ等を含む混土貝層

である。ハマダリの殻高は，25～37mmの間に集中し，最大殻高は48mmである。シオフキは，殻高
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3ト38mmの間に集中し，最大殻高は42mmである。5層は，北側の暗褐色土上に堆積する不整楕円

形を呈する層で，ハマグリを主体にシオフキ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマグリは，

殻高23～33mmの間に集中し，最大殻高は48mmである。シオフキは，少量のため計測不能である。

第3段階（4・3層）

4層は，6層上にほぼ円形を呈して堆積する層で，シオフキを主体にハマグリ等を含む混土貝

層である。ハマグリの殻高は，23－31mmの個体のものに集中し，最大殻高は45mmである。3層は，

6層上に堆積する軟らかい暗褐色土の上面に不整円形を呈して堆積している層で，ハマグリを主

体にシオフキ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，18～45mmの間に分布し，22～33mmの

間に比較的多く集中している。シオフキは，少量のため計測不能である。

第4段階（2層）

2層は，3層の上面に堆積する軟らかい暗褐色土上に楕円形を呈して堆積する層で，ハマダリ

主体にシオフキ等を含む混貝土層である。ハマグリは，計測可能なものは4点のみで，殻高25。

26e34。40mmである。

第5段階（1層）

1層はヲ　北側から東側にかけては4。2層上に，他は軟らかい暗褐色土上に不定形の大きな広

がりをもつ層で，ハマダリとシオフキをほぼ同量ずつ含む混土貝層である。ハマダリは，殻高27

－37mmの個体のものが多く，最大殻高は45mmである。シオフキほ，計測可能をものが少なく，殻

高30～35mmの間に分布しているのみである。

本跡からは，ハマグリ458点，シオフキ328点，サルボウ71息　ヤマトシジミ27点，カワニナ3

息　アサ生　オキシジミ各2息　オオノガ有　アカニシ，イボニシ，ウミニナ各1点が出土し

ている。ハマグリの成長度は，殻高の計測値でみると，6層が大型に近いものがやや多く含まれ

ているが，他は全体的に小型ハマグリを採集している。なお，少量であるが，ヤマトシジミが出

土している。

第23号地点貝塚（第40号住屠跡覆土内貝層）（第166図）

本跡は，調査区の南部K3d4区に確認された第40号住居跡の西側の覆土内に検出されている。貝

層は、覆土の上層から下層にかけて堆積し，貝層の最下層と住居跡床面との比高は8cmほどであ

ることから，本跡は，第40号住居跡廃絶後間もなく貝殻が投棄されたものと思われる。調査方

法については層位発掘を採用したので，3段階に分けて堆積順に説明を加えることにする。

本跡の平面形は，長径2．7m，短径1．2mの不定形を呈し，長径方向は，N－370－Wを指し，層

厚は14～22cmである。
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第1段階（14・10層）

14層は，本跡の北側暗褐色土上に不定形を呈して堆積する層で，ハマダリを主体にシオフキ，

サルボウを含む混貝土層である。ハマダリは，殻高24～35mmの間に比較的集中しており，最大殻

高は50mmである。10層は，14層の南側暗褐色土上に不定形の広がりをもって堆積する層で，ハマ

ダリを主体にシオフキ，サルボウ，破砕貝等を含む混土貝層である。ハマダリは，殻高25－34mm

の間に比較的集中してお生　最大殻高は45mmである。

第2段階（13e12。9e8・7e6層）

13層は，8層の東側に接して暗褐色土上に堆積する不定形を呈する貝ブロックであり，ハマダ

リ，サルボウに若干シオフキを含む混貝土層である。計測可能をハマグリの数は少ないが，殻高

25～30mmのものが多く，最大殻高は40mmである。12層は，13層の北側に摸し，一部は14層の上に

貝が堆積しているが，大半は暗褐色土上に不定形を呈して堆積する層で，ハマダリを主体にサル

ボウを含む混貝土層である。ハマグリの殻高は25－35mmの間に比較的集中しており，最大殻高は

50mmである。9層は，10層上に不整方形状を呈して地積する層で，ハマグリ主体の混貝土層であ

る。ハマダリの殻高は，24－34mmの間のものが多く，最大殻高は46mmである。8層は，10層をス

ッポリ覆う形で不定形に堆積する層である。ハマダリを主体にサルボウの破砕貝等を含む混土貝

層である。ハマグリは，殻高25～31mmの間に比較的集中し，最大殻高は49mmである。7層は，14

層をほぼ覆う形で不定形に堆積する層である。ハマグリを主体にサルボウ，シオフキ，ヤマトシ

ジミを含む混土貝層であり，ハマグリの殻高は，25～35mmの間に比較的集中している。最大殻高

は44mmである。ヤマトシジミは，殻高20～26mmのものが多く，最大殻高は28mmである。6層は，

7層の西側暗褐色土上に不整楕円形を呈して堆積する層である。本跡のなかでは唯一のヤマトシ

ジミを主体にハマグリ等を含む混貝土層である。ハマグリの殻高は，25～30mmの間に集中し，最

大殻高は38mmである。ヤマトシジミは，7層とほぼ同じ規模で19～24mmの間に集中し，最大殻高

は26mmである。

第3段階（11・5・4・3・2・1層）

11層は，本跡の南東側黒褐色土上に堆積する不定形を呈する層で，ハマグリを主体にサルボウ

等を含む混土貝層である。ハマダリは，殻高25－36mmの間のものが多く，最大殻高は46mmである。

5層は，9層上に不定形を呈して堆積する層で，ハマグリ主体の混貝土層である。ハマグリの殻高

は，25－34mmで，最大殻高は42mmである。4層は，8層上に不定形を呈して堆積し，ハマグリを

主体にハマグリの破砕貝やサルポウを含む混土貝層である。ハマグリの穀高は，28～32mmのもの

が多く，最大殻高は45mmである。3層は，8層上に不整楕円形を呈して堆積し，サルボウを主体

にハマグリ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，23～36mmのものが多く最大殻高は48mm

である。2層は，7。6層上に不整長方形状に堆積する層で，サルボウを主体にハマグリ，ヤマ
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トシジミ9　ナミマガシワ等を含む混土貝層である。ハマグリほ，殻高24－31mmのものが多く，最

大殻高は50mmである。ヤマトシジミは，殻高20－25mmのものが多く，最大殻高は26mmである。1

層は，2層の北側黒褐色土上に不定形を呈して堆積する層である。他の貝層に比べ庄倒的にハマ

グリの多い混土貝層である。ハマグリは9　殻高24～34mmの間に比較的集中し，最大殻高は45mmで

ある。

本跡から同意された貝種は，ハマグリ2，980点，サルボウ1，087点，シオフキ511鳥　ヤマトシジ

ミ220点，ナミマガシワ92点，オキシジミ11点，アサリ10点，カワアイ6点，アカニシ5息　オオ

ノガ有　ウミニナ各3鳥　イボニシ，カワニナ各2鳥　ヒメシラトリ，アラムシロ，ヒロクチカノコ，

キセルモドキ科各1点の17種である。中でも本跡の北側の7e6e2層から比較的多量のヤマト

シジミが出土していることは，本跡の貝類組成からするとやや注目に催いすると思われる。

第25号地点貝塚（第67号土坑覆土内貝層）（第161図）

本跡は，調査区の南部J3C4区を中心に確認された第67号土坑のやや南側の覆土内に検出されて

いる。本跡の最下層と土坑底面との比高は，ほとんどないことから土坑廃絶後間もなく投棄され

たものと思われる。本跡は，4層に分けられ層位発掘を採用したので，堆積順序を復元し堆積の

古い順に説明を加えることにする。

本跡の平面形は，長径0．71m，短径0．62mの不整楕円形を豊し，長径方向は9　N－440－Wを指

し，層厚は38cmほどである。本跡の最下層の第4層は，ほぼ土坑底面の褐色土上に不整楕円形を

呈して堆積し，サルボウ主体にハマグリ，シオフキ等を含む混土貝層である。サルボウは，殻高

29－32mmの個体のものが多く，最大殻高は39mmで，ハマグリは，殻高30～38mmのものが多く，最

大殻高は50mmである。3層は，4層上に不定形を呈して堆積する層で，サルボウを主体にハマグ

リ9　シオフキ等を含む混土貝層である。サルボウは，殻高33～37mmのものが多く，最大殻高は40

mmで，ハマグリほ，殻高29～39mmのものが多く，最大殻高は50mmである。2層は，3層上をスッ

ポリ覆う形で堆積し不定形を呈する層で，ハマグリを主体にシオフキ9　サルボウ等を含む混土貝

層である。ハマダリは，殻高32～38mmのものが多く，最大殻高は46mmである。1層は，2層上に

不定形を呈して堆積する層で，本跡において最終投棄がなされた層である。ハマダリを主体にシ

オフキ，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマダリは，殻高26～31mmと34－36mmの間の個体の

ものが多く，最大殻高は44mmである。

本跡からは，13種の貝類遺体が同定されている。貝類組成をみると，サルボウ707鳥ハマダリ

674息　シオフキ191息　ヤマトシジミ23点，ウミニナ18点，アラムシロ10息　アサリ，ナミマガ

シワ各8鳥　アカニシ5鳥　オキシジミ2点，オオノガ有　ヒメシラトリ，イボニシ，カワニナ各

1点が出土している。調査した地点貝塚の中で，本跡は，サルボウが他の貝種よりも多く出土し
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ている。

第28号地点貝塚（第114号土坑覆土内貝層）（第160図）

本跡は，調査区の南部J3d。区中心に確認された第114号土坑の覆土内から検出されている。貝層

の最下層と土坑底面との比高が余りみられないことから，土坑廃絶後間もなく貝殻の投棄が行な

われたものと思われる。なお，第114号土坑は第46号住居跡と重複しているが，出土遺物から土

坑の方が古い遺構である。本跡の調査については，埼玉大学教養部助教授小池裕子氏がステレオ

写真を用いて層位発掘を行った。ここでは，10段階に分けて堆積順に説明を加えることにする。

本跡の平面形は，径0．65mのほぼ円形を呈している。

第1段階（11層）

11層は，本跡の最下層で褐色土上に不定形を呈して貝が堆積している。ほぼ同数のハマグリ

とシオフキを主体とし，サルボウ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は21～32mmのものが

多く，最大殻高は41mmである。シオフキの殻高は27～36mmのものが多く，最大殻高は37mmである。

第2段階（10層）

10層は，11層上をほぼ覆う形で不定形に堆積する層で，ハマグリ主体にシオフキ等を含む混土

貝層である。ハマグリの殻高は，23～32mmのものが多く，最大殻高は51mmである。シオフキの殻

高は，20～34mmのものが多く，最大殻高は37mmである。

第3段階（9層）

9層は，10層をスッポリ覆う形でほぼ円形を呈して堆積する層である。ハマグリを主体にシオ

フキを多量に含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，21～30mmのものが多く，最大殻高は41mm

である。シオフキの殻高は，25～37mmのものが多く，最大殻高は38mmである。

徴　用　帆批　／0　＿　り　伝ヨ＼
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8層は，9層上の北東側に不定形に堆積している層である。本跡の貝層の中で最もハマダリの

出土している層で，シオフキ，サルボウ等を含む純貝層である。ハマグリの殻高は，25～31mmの

ものが多く，最大穀高は55mmである。シオフキの殻高は，25～32mmのものが多く，最大殻高は40

mmである。7層は，9層の南東側に不定形を呈して堆積する層で，ハマグリ主体にシオフキ，サ

ルポウ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，22～28mmのものが多く，最大殻高は55mmで

ある。シオフキの殻高は，22～34mmのものが多く，最大殻高は38mmである。

第5段階（6層）

6層は，8鴎7層上に不定形を呈して堆積する層で，ハマグリ主体にシオフキ，サルボウ等を

含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，21～30mmのものが多く，最大殻高は37mmである。シオ

フキは，19～34mmのものが多く，最大殻高は36mmである。

一266－



第6段階（5層）

5層は，6層上にほぼ同じ形状で堆積する層で，ハマダリ，シオフキをほぼ同量に若干サルボ

ウを含む混土貝層である。ハマグリの穀高は，20～30mmのものが多く，最大殻高は45mmである。

シオフキの殻高は，23～36mmのものが多く，最大殻高は40mmである。

第7段階（4層）

4層は，5層上に堆積する不定形の層で，ハマグリを主体にシオフキ，サルボウ等を含む混土

貝層である。ハマグリの殻高は，20～30mmのものが多く，最大殻高は42mmである。シオフキの殻

高は，21－28mmのものが多く，最大殻高は36mmである。

第8段階（3層）

3層は，4層上に不定形を呈して堆積する層で，サルボウがやや多くハマグリ，シオフキを含

む混土貝層である。ハマグリの殻高は，21～28mmのもガが多く，最大殻高は44mmである。シオフ

キの殻高は，18～26mmのものが多く，最大殻高は38mmである。

第9段階（2層）

2層は，3層上をスッポリ覆う形で不定形に堆積し，本跡で唯一のシオフキを主体とする層で，

ハマグ生　サルボウを含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，16～28mmのものが多く，最大殻

高は47mmである。シオフキの殻高は，25－36mmのものが多く，最大穀高は41mmである。

第10段階（1層）

1層は，ほぼ2層上に堆積する不定形の層で，ハマグリを主体にシオフキ，サルボウを若干含

含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，21～36mmのものが多く，最大殻高は42mmである。シオ

フキは23～30mmのものが多く，最大殻高は36mmである。

本跡からは，14種が同定され，貝類組成をみると，ハマグリ4，059鳥　シオフキ1，650息　サル

ボウ574点，アサリ44点，ウミニナ15点，ヤマトシジミ，ナミマガシワ各6点，ヒメシラト生　オ

カチョウジガイ各5息　カワニナ3息　オキシジミ，イボニシ，アラムシロ各2点，イシガイ1

点が出土している。

第31号地点貝塚（第116号土坑覆土内貝層）（第162図）

本跡は，調査区の中央部I3il区を中心に確認された第116号土坑のほぼ中央部の覆土内に検出さ

れている。

平面形は，長径0・81m，短径0．52mの楕円形を呈し，長径方向は，N－390－Eを指し，層厚は

20cmほどの浅いものである。本跡の最下層と土坑底面との比高は，4cmほどであり，土坑廃絶後

間もなく貝殻の投棄が行われたものと思われる。調査方法は，層位発掘を行ったので，2段階に

分けて堆積順序の古い方から説明を加えることにする。
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第1段階（3層）

3層は，自然堆積している暗褐色土層の凹地に不定形に堆積している層で，ハマグリを主体に

サルボウ，シオフキ等を含む混土貝層である。ハマグリは，殻高24～40mmの間に集中しており，

最大殻高は50mmである。

第2段階（2・1層）

2層は，3層の南側上面に堆積する不定形の貝ブロックで，ハマグリを主体にサルボウ，シオ

フキ，ヤマトシジミ，カワニナやよごれた破砕貝を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，25

－33mmの間の個体が多く9　最大殻高は47mmである。1層は，2層の北東側に位置し3層上に堆積

する不整楕円形を呈する層である。ハマグリを主体にサルボウ，シオフキ，オオノガイ等やよご

れた破砕貝を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，23～32mmの間の個体が多く，最大穀高は

49mmである。

本跡からは，12種が同定され，ハマグリ627点，サルボウ159点，シオフキ130鳥　ヤマトシジミ

30点，ウミニナ10点，オオノガイ7点，カワニナ，アサリ各4点，アカニシ3点，オキシジミ2

点9　アラムシロ，ナミマガシワ各1点が出土している。

第33号地点貝塚（第162図）

本跡は，調査区の中央部I3j2区の黒褐色土の凹地に検出され，平面形は9　径0．25mの円形を里

し，層厚は，3cmほどの極めて薄い貝ブロックである。同定された貝種は，ハマダリ9点，サル

ボウ5点，シオフキ2点，カワアイ1点のみである。

第鍼号地点輿塚（第127号土坑覆土内貝層）（第162図）
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奉跡は，調全胚▲の甲大昔Pl312匹▲を甲も、に雅責芯きれ7こ弟lZ．／号コにユ丸裸コ二円にノ早い貝の堪琴賀こし‾し楔揖

されている。なお，第127号土坑は，第39号住居跡の北西壁を切っているので第39号住居跡よりも

新しい遺構である。本跡の最下層と土坑底面との比高は，25cmほどであることから，土坑廃絶後

間もなく貝の投棄が行なわれたものと思われる。層位発掘を採用したので堆積順位の古い方から

復元し，11段階に分けて説明を加えることにする。

平面形は，径1．1mほどの円形を呈し，層厚は70cmほどである。

第1段階（17・16層）

第1段階の17e16層は，本跡の最下層にあたる層で，17層は，土坑のやや西寄りの少量のロー

ム粒子や極少量の破砕貝を含む褐色土上に不整円形を呈して堆積している。一部破砕されたヒメ

シラト生　シオフキ，ハマグリをほぼ同量ずつ含む混土貝層である。ハマグリは，殻高23～30mm

・35mmに比較的集中し，最大殻高は50mmである。シオフキは，殻高33～40mmに比較的集中し，最大
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殻高は43mmである。16層は，本跡のほぼ中央部に17層を取り囲むようにドーナツ状を呈して褐色

土上に堆積する層である。ヒメシラトリを主体にハマグリ，シオフキ等を少量含む純貝層である。

ヒメシラトリの殻高は，20～25mmの間に集中し，最大殻高は27mmである。ハマダリは，少なく殻高

26～37mmの間に比較的集中している。最大殻高は45mmである。シオフキの穀高は，27～29mme33

～35mmの間に比較的集中し，最大穀高は40mmである。

第2段階（15層）

15層は，17◎16層をスッポリ覆う形でほぼ円形を呈して堆積する層で，ヒメシラトリを主体に

シオフキ，ハマグリ等を含む純貝層である。ヒメシラトリの殻高は，19～25mmの間の個体のもの

が多く，最大殻高は28mmである。ハマグリの殻高は9　25～27mmの間の個体のものが多く，最大殻

高は42mmである。シオフキの殻高は，23～38mmの間の個体のものが多く，最大穀高は45mmである。

第3段階（14層）

14層は，15層上のやや南西側に小山状に堆積しており，不整楕円形を呈する貝ブロックである。

ヒメシラトリとシオフキの個体数はほぼ同じであるが，殻高，殻長の大きさ等からシオフキが目

立つ混土貝層である。シオフキの殻高は，35～41mmに比較的集中し，最大殻高は42mmである。

第超圃階（13層）

13層は，14層を完全に包む形でほぼ円形を呈し，15層上に堆積している。南側には径36cmほど

の範囲で多量の灰が含まれる層でもある。また，本層は，15層と貝類組成はほぼ同じであり，14

層の最下層の所を貝の廃棄単位の境界と考え層位を入れたものである。ヒメシラトリ主体にシオ

フキ，サルボウ等を含む純貝層である。ヒメシラトリの殻高は，20～25mmの個体のものが多く，

最大殻高は29mmである。ハマグリの殻高は，27～38mmの個体のものが多く，最大殻高は51mmであ

る。シオフキの殻高は，25～37mmの個体のものが多く，最大殻高は40mmである。

第5段階（12・10層）

12層は，13層上に不定形の広がりを有して堆積する層で，シオフキ主体にヒメシラトリ等を含

む混土貝層である。ハマグリは，殻高25～35mmに比較的集中し，最大殻高は48mmである。シオフ

キは，殻高26－28mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。10層は，12層の南側で13層上

に堆積する不整楕円形を呈する貝ブロックで，ジオフキ主体にヒメシラトリ等を含む純貝層であ

る。ハマグリは少量のため正確な殻高分布とはいえないが，35～41mmの間の大型のハマグリを比

較的多く採集している。シオフキは，殻高28～34mmの間に比較的集中し，最大殻高は41mmである。

第6段階（9層）

9層は，13層上に12elO層を挟むような形で，土坑の周縁部を馬蹄形を呈して堆積し，ヒメシ

ラトリ主体にシオフキ等を含む混土貝層である。ヒメシラトリの殻高は，20～24mmに集中してお

り，最大殻高は28mmである。ハマグリの殻高は9　25－39mmの間で32mm前後をピークに分布し，最
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太殻高は52mmである。シオフキほ，殻高32～39mmの個体のものが多く9　最大殻高は40mmである。

第7段階（11層）

11層は，12層上の北東側に横「U」字状を呈して堆積し，ヒメシラトリ主体にシオフキ等を含

む混土貝層である。ハマグリの殻高は，24～32mmに比較的集中し，貴大穀高は47mmで大型ハマグ

リも少量含まれている。シオフキの殻高は，26－37mmに比較的集中し，最大殻高は42mmである。

第8段階（8・5層）

8層は，5層の南側に接し11層上に不定形を呈して堆積する層で，シオフキ主体にヒメシラト

リ等を含む混土貝層である。ハマグリは少量であるが大型化し，シオフキの殻高は，35～40mmの

個体のものが多く，最大殻高は42mmである。5層は土坑の北側を巡るように不定形を呈して，

12。11層上に堆積する層で，ヒメシラトリ主体にシオフキ等を含む純貝層である。ヒメシラトリ

の殻高は，17～24mmの個体のものが多く，最大殻高は25mmである。ハマグリの殻高は33～41mmに

比較的集中し，最大殻高は41mmで大型化が目立つ。シオフキの殻高は，24～35mmの個体のものが

多く，最大殻高は47mmである。

第9段階（7・6層）

7層は9　南西側から12層上に堆積し，貝片を極少量含み軟らかい暗褐色土上に不整三角形を呈し

ている層である。シオフキを主体にハマグリ，ヒメシラトリ等を含む混土貝層である。ハマグリ

の殻高は，28～34mm。41～46mmの間に比較的集中して大型ハマグリが含まれ，最大殻高は47mmで

ある。シオフキの殻高は，25～35mmの個体のものが多く，最大殻高は45mmである。6層は，5層

上に不整楕円形を呈して堆積する貝ブロックで，シオフキ主体にヒメシラトリ等を含む混土貝層

である。ハマグリは少量のため分布状態は不明であるが，最大殻高60mmである。シオフキは，30

～40mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。
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4層は，5層上に勾玉状を呈して堆積する層で，シオフキとヒメシラトリを主体にハマグリ，

アサリを少量含む破砕貝が堆積している。ハマグリは量的には少ないが，殻高は，21～48mmの間

に分布し，40～42mmに比較的集中している。最大殻高は48mmで大型のハマグリが目立つ。シオフ

キの殻高は，27～32mmの個体のものが多く，最大殻高は42mmである。シオフキの殻高は，20～26

mmに集中し，最大殻高は29mmで，他層の殻高と比較してもほとんど変化がみられない。3層は，

766層上と，北東側の一部が4層の一部に覆いかぶさるように堆積し楕円形を呈している。

シオフキを主体にハマダリ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，25～30mmに比較的集中

し，最大殻高は47mmで，全体的に小型である。シオフキの殻高は，26～36mmの個体のものが多く，

最大殻高は40mmで比較的大型である。
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11段階（2・1層）

11段階は，本跡の最上層に堆積している層である。2層は，4e3層上に不定形を呈して堆積

する層で，シオフキ主体のハマグリ等を少量含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，25～45mm

の間に分布している。シオフキの殻高は，31～37mmの個体のものが多く，最大殻高は41mmである。

1層は，3層上と一部暗褐色土上に細長の不整楕円形を呈して堆積する層で，ハマダリを主体に

シオフキ等を含む混土貝層である。ハマグリの殻高は，24～32mmの間に比較的集中しており，最

大穀高は49mmである。シオフキは，少量で穀高が破損しているため計測不能であった。

本跡は，17種類の貝類遺体が同定された。貝類組成をみると，ヒメシラトリ34，305息　シオフ

キ3，241息　ハマグリ726息　サルボウ151鳥　アサ＼甘粕氏　アラムシロ93鳥　ウミニナ72息　キ

セルモドキ科9息　ナミマガシワ6息　カワニナ5鳥　ヤマトシジミ4息　アカニシ3息　カワ

ア有　オカチョウジガ有　ムギガ有　イシガイ各2息　オキシジミ1点がそれぞれ出土している。

本跡の堆積状況を観察すると，上層がシオフキ主体の貝層に対して，中層から下層にかけてはヒ

メシラトリ主体の貝層である。なかでも，5。9e13e15e16層ではヒメシラトリの純貝層がみ

られ，ヒメシラトリが多量に出土していることは，第35号地点貝塚同様興味深い貝塚である。貝

の平均的な採集範囲を殻高の成長から考えてみると，ヒメシラトリほ，いずれの貝層も20～25mm

の間に集中している。ハマグリは，5e7層にやや大型化の傾向がみられるが9　他は25－35mmの

間に比較的集中している。シオフキは，全体的に25－35mmの間に集中しており，やや大型化が目

立つ程度である。

第鏑号地点風塚（第140号土坑覆土内貝層）（第162図）

本跡は，調査区の南部J3d4区を中心に確認された第140号土坑の覆土内に貝殻が充填されて形

成されている。第140号土坑は，第46号住居跡の南東側に重複しているが，出土遺物から第46号

住居跡よりは古い遺構である。貝層は覆土の上層から下層にかけて堆積し貝層の最下層と土坑底

面との比高は，ほとんどみられないことから，本跡は，土坑を掘って貝を投棄したか，あるいは

土坑廃絶直後に貝殻が投棄されたものと思われる。貝層は，平面観察を通して，層位発掘を採用

したので5段階に分けて堆積順に説明を加えることにする。

本跡の平面形は，径0．84mの円形を呈し，層厚は34cmほどである。

第1段階（6・5層）

6e5層とも本跡の最下層で，ほぼ土坑底面上に堆積する層である。貝層断面や平面図等から

検討すると，西側に堆積する褐色土層とほぼ同時期に6層が，次いで5層が投棄されたものと思

われる。6層は，土坑のほぼ中央部に不定形に堆積する層で，灰を多量に含みシオフキ主体の混

貝土層である。シオフキは，殻高31－41mmの間にあり9　特に34－38mmの間の個体が比較的多く集
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申している。5層は，6層の東側に接し，不整楕円形を呈して堆積する層である。シオフキを主

体にサルボウ等を含む混土貝層で，ハマダリの貝刃3点が出土している。シオフキは，殻高25～

40mmの間に分布し，特に，32～38mmの間の個体が比較的多い。

第2段階（4層）

4層は、6・5層，褐色土上をスポッリ覆い土坑とほぼ同規模で堆積する円形の層である。

圧倒的にヒメシラトリが多数をしめ，シオフキを含む純貝層である。シオフキは，殻高25－40mm

の間に個体があり，特に，32～38mmの個体が比較的多数である。ヒメシラトリは，殻高19－25mmの

間に比較的集中し，最大殻高は26mmである。

第3段階（3層）

3層は，4層上にほぼ円形を呈して堆積する層厚の最も厚い層である。シオフキを主体にハマ

ダリ，サルボウ等を含む混土貝層である。シオフキは，殻高31－41mmの間にあり，34～37mmの間

の個体が比較的多数である。

第超段階（2層）

2層は，3層上のやや南東側の凹地に不整楕円形を呈してブロック状に堆積する層である。シ

オフキを主体にハマグ生　サルボウを少量含む混土貝層である。シオフキほ，殻高33～44mmの間

にあり，35－40mmの間の個体が比較的多数である。

第5段階（1層）

1層は，3　e　2層上に不整円形を呈して堆積する層で，シオフキを主体にハマダリ，サルボウ

等を含む混土貝層である。シオフキは，殻高33～43mmの間にあり，34－38mmの間の個体が比較的

多数である。

本跡の貝類組成をみると，シオフキ4，013点，ヒメシラトリ2，110点，サルボウ372鳥　ハマグリ

′ヽハ′ヽ　I一　　　　一つI L ll rヽ［　1－　　　　＿＿11　、　　＿　l　　　　　一丁＞　二　I　、　．．・．＿．．《　人′　rヽ　　トー　　　　　7．1「一一1　　＿　l　　　　　｝てフ　　ナ．　＿　、　　ノ′　‘1　　トー　　　　L I　．イ　　　　一．L、J I．、・

J∠LJ∴‾、1、，／▼リ　リJ／∴、1、，　㌧′　こ一71，　ノ　ノムン／∪　倉リノ．さ、，、7ノソー71，／7ノ－こ／で「∠一リ、，　4　7ノ丁ヨ　ソンノノ

イ1点が出土している。本跡は，シオフキを主体に構成されているが，第34号地点貝塚と同様に

下層の第4層にヒメシラトリが多量に出土していたことは，注目に値する貝層である。

シオフキの採集時の殻高を観察すると2層は殻高35－40mmの間に，他の層は，34～38mmの間に

採集されており，2層は若干成長しているちシオフキを採集していたものと思われる。
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②

－23．6m

‾∴二＿＿＿l‾‾

SM3

23．6m
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SM14

第159回　第1・2・3・14号地点貝塚実測図（1）
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SMI　第1段階堆積平面図
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S M4　第卜2・3段階堆積平面図

、「　　　　＼
ヽ

1。窓、㌦ノ／L14層

－23．6m

二二
SM15

第I段階（2・3層）

第2段階（l層）

S M16　第I・2段階堆積平面図

第l段階（2ト19層）

第4段階（I6層）
第5段階（】5・14・13層）

第6段階（ほ・1日0・9層）

S M4　第4・5・6段階堆積平面図

－23．5m

＿J∴ニー空230P

SM27

第ト2・5・6・7・9・用段階
（lト用・6・5・4・2・l層）

第3・8段階（9・3層）

第4段階（7・8層）

S M28　第l～10段階堆積平面図

SM28　　　　9

S M4　第7・8段階堆積平面図

第柑図　第　◎摘◎柑◎那◎銅◎鍼号地点風域実測図（2）
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⑤

SM22（S K77の中）

S M22　第巨2・3・4・5段階
堆積平面図

－－窮I段階（34・33・16・15層）
第2段階（32・30層）

S MI3　第巨2段階堆積平面図

S M13　第3・4段階堆積平面図
0

第l段階（7層）
第2段階（6・5層）
第3段階（4・3層）
第4段階（2層）
第5段階自層）

第3段階（3卜29・28・27・
14・13層）

第4段階（26・25・24・23・
22・iZ・＝・用層）

1m

「－　i i

第161図　第13・22・25号地点貝塚実測図（3）
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一第l段階（4層）
第2段階（3層）

…第3段階（2層）
一第4段階（I層）

S M25　第巨2・3・4段階堆積平面図



⑤

S M13　第5段階堆積平面図
9・・8・7・6・4層）

SM　34（S K127の中）
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S M34　第巨2・3・4段階堆積平面図
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SM34　第5・6・7段階堆積平面図
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第2段階（2・I層）

凱欝紺忘層）sM31第ト2段階堆積平面図
SM35　第巨2段階堆積平面図
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第3段階（3層）
第4段階（2層）

＿＿＿＿＿＿▼　‥l一一一第5段階　白層）

SM35　第3・4・5段階堆積平面図
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千－
230

SM　33
0　　　　　　　　1m
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第162図　第13・31・33・34・35号地点貝塚実測図（4）
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第8段階（8・5層）
第9段階（7・6層）

SM34　第8・9段階堆積平面図

－－第10段階（4・3層）
第日段階（2・l層）

S M34　第10・ll段階堆積平面図
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第163図　第6・11・12号地点貝塚実測図（5）
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第164図　第7・8・9・29・30号地点貝塚実測図（6）
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第165図　第5・10・32号地点貝塚実測図（7）
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第166図　第18・19・20・23・24・26号地点貝塚実測図（8）
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第川9図　第1号地点貝塚人骨出土位置図

第1号地点貝塚出土土器

第170図は，第1号地点貝塚から出土した縄文≠器片の拓影図である。1－3は口縁部片である。

1は，口唇部に1条の沈線が巡り，以下縄文地文上に隆線で区画をしている。2は，波状縁で，

口縁部に2条の沈線が巡り，以下縄文地文上に沈線が斜位に，曲線的に描かれている。3は，縄

文地文上に沈線による渦巻状文が描かれている。4は胴部片で，沈線による曲線文が描かれてい

る。5は波状を呈する口綾部片で，披頂部からキザミ目を付した隆線により　Ⅵ」状に区画し，

区画内には，上端に棒状工具による刺突文を施し，以下沈線を弧状に施している。地文は縄文で

ある。6は胴部片で，沈線が横位，斜位に施されている。7は平縁のロ縁部片で，ロ綾部無文帯
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下に数条の沈線を横位に巡らし，以下条線文を波状に施している。9・10は，口綾部から胴部に

かけての破片である。9は，ロ綾部無文帯下に1条の沈線が巡り，胴部には条線文が縦位，斜位

に施されている。10は，波状縁を呈する幅の広いロ縁部無文帯下に1条の沈線が巡り，胴部には，

沈線が格子目状に施されている。11－13は胴部片で，11は，条線文が曲線的に，12は，縄文地文

上に沈線が横位，斜位に，13は，縄文が施されている。
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第170図　第1号地点貝塚出土遺物拓影図
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第2号地点貝塚出土土器

第171図は，第2号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1～3は口緑部片で，

縄文が施されている。3は，波状を呈しており，披頂下に2個の刺突文を施し，そこからキザミ
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目を付した隆線が縦位に施されている。4～9は胴部片である。4は，平行沈線が垂下し，平行

沈線の区画内には刺突文が施されている。5は，沈線とキザミ目を付した隆線が巡っている。6

は，縄文地文上に平行沈線を縦位に施し，その沈線内に縦長の刺突文を施している。7は，縄文

地文上に沈線による曲線文が描かれている。8は，沈線が縦位，斜位に施され，9は，縄文地文

上に沈線が縦位に，曲線的に施されている。
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第171図　第2号地点貝塚出土遺物拓影図

第3号地点貝塚出土土器
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第172図は，第3号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影

図である。1は胴部片で，条線文が斜位，縦位に施されている。

0　　　　　　　　　　　　5clu

L　　　ニー　　！

第172図　第3号地点貝塚
出土遺物拓影図

第4号地点貝塚出土土器

第173図は，第4号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1は胴部片で，条線文

が曲線的に施されている。2は口綾部片で，口緑直下に1条の沈線が巡り，以下縄文地文上に沈

線による曲線文が描かれている。3は胴部片で，縄文地文上に2条の沈線が縦位に施されている。
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第173図　第4号地点貝塚出土遺物拓影図

第5号地点貝塚出土土器

地点具塚出土土器観察表

図版
番号

器　　 種 法皇（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土・焼成・色調 備　　 考

第17個

9

深鉢形土器 B （4．0）
C ll．0

底部片で，外面は横位のナデ，内面ナデ。 砂粒
普通

にぷい赤褐色

10％

P 410

第174図は，第5号地点貝塚から出土した縄文土器及び縄文土器片の実測図・拓影図である。

1はロ綾部片で，ロ縁直下に1条の沈線が巡り，以下沈線が斜位に施されている。2は，ロ綾部

上端欠損の口綾部片で，ロ綾部無文帯下に1条の微隆線が巡り，以下条線文が斜位に施されてい

る。3～6・8は，胴部片である。3－4は，沈線が斜位に施され，5は，細沈線が斜位に施さ

れている。6は，縄文が施されている。7は，口綾部上端欠損のロ綾部から胴部にかけての破片

で，1条の隆線が巡っている。8は，条線文が波状に施されている。
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第174図　第5号地点貝塚出土遺物実測図・柘影図
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第175図　第6号地点貝塚出土遺物実測図・拓影図
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第6号地点貝塚出土

地点　貝　塚　出　土　土　器観察　表

豊等　 器　 種
法 墓（cm ） 器　 彬　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・焼成 ・色調 備　　 考

第溝図　 採鉢形土器
20

B （2 潮
C　 5 ．7

底 部片である。外面 は縦位 のナチ，内面ナチ。 砂粒 ・長石
普通
にぷ い橙色

10％
P 4 16

第175図は9　第6号地点貝塚から出土した縄文土器及び縄文土器片の実測図の拓影図である。

鼠02はロ綾部片で91は9　日緑直下に1条の沈線を巡らし撃　沈頂下に円形刺突文とキザミ目を

付した隆線を横位9縦位に施し9　その区画内外には撃　沈線を縦鑑　斜位に施している。2は9　日

縁直下に1条の洗練を巡らし学　以下斜位に洗練を施している。3～5ほ胴部片である。射お　縄

文地文上に沈線による区画文が描かれている。5ほ撃　沈線が曲線的に施されている。6は9　全面

に縄文が施されている日綾部から胴部にかけての破片である。7は9　波状線を呈する日録部片で撃

沈頂下に円形刺突文を施し9　そこからキザ三日を付した隆線を縦位に施している。以下縄文地文

上には撃　沈線による曲線的モチーフが滝かれている。8はロ綾部片で9　日唇部に1条の沈線が巡

鶴　以下綾杉状の集合沈線が施文されている。9el0ほ9　胴部片で普　縄文地文上に沈線による蛇

行沈線文が描かれている。紺ま9　波頂部を有する日録部片で学　波頂下に1孔が施され9　幅の狭い

日録部無文帯下にl条の沈線が巡畑　以下洗練による曲線文が措かれている。12の13は胴部片で9

ほほ　縄文地文上に　条の沈線が施されている。Bは　沈線により渦巻状文が滝かれている。摘

ほ9　頸部から外反して立ち上がる日録部から胴部にかけての破片で，全面に縄文が施されている。

15～18は9　胴部片である。蟻は　縄文地文上に沈線による区画文が施され，蟻は　キザミを付し

た隆線が縦位に，沈線が曲線的に施されている。ま7は9　キザミ目を付した隆線で横位サ　縦位に区

画し学　その交点には刺突を施した円形貼付文を付している。区画内外には沈線による曲線的モチ

ーフが描かれている。地文は縄文である。18は9縄文地文上に沈線が横位に9　曲線的に施されてい

るし119はし－1線部片で，縄文が施されている。

第7号地点貝塚出土土器

第176図は9　第7号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1ほ日綾部片で，縄文

地文上に沈線が斜位に施されている。2～射ま9　胴部片である。2ほ9　縄文地文上に垂下する2

条の洗練区画内に刺突文が縦位に施されている。3ほ，洗練が曲線的に，4は，条線文が縦位に

施されている。
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第176図　第7号地点貝塚出土遺物拓影図
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第8号地点貝塚出土土器

第177図は，第8号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1－6は口綾部片であ

る。1は，波状を呈し，ロ綾部には，2条の沈線が巡り，波頂部に押庄文が施され，波頂下の刺

突文下には，沈線による弧状文が描かれている。地文は，縄文である。・2は，口縁直下に2条の

沈線が巡り，以下粗い縄文地文上には沈線が斜位に施されている。3は，口綾部に刺突を加えた

円形貼付文と楕円区画文を施し，円形貼付文下には，蛇行沈線が垂下している。地文は，縄文で

ある。4は，日録部無文帯下に縄文が施されている。6は，幅の狭い口綾部無文帯下に1条の沈

線が巡り，以下縄文が施されている。7～9は胴部片で　7は，刺突を加えた隆線が縦位に，8は，

沈線が曲線的に，9は，沈線が縦位にそれぞれ施されている。
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第177図　第8号地点貝塚出土遺物拓影図

㍉㍉∴．＿tト＿　せりl

第9号地点貝塚出土土器

第178図は，第9号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1－3はロ綾部片であ

る。1は，幅の狭い口綾部無文帯下に1条の微隆線を巡らし，以下に縄文を施している。2・3
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は，縄文が全面に施されており，2は，平縁，3は，波状縁を呈している。4～7は胴部片であ

る。4・5は，縄文地文上に沈線による曲線文が施されている。6・7は，縄文地文上に沈線が

斜位に施されている。
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第178図　第9号地点貝塚出土遺物拓影図

第10号地点貝塚出土土器

地点具塚出土土器観察表

図版
番号

券　　 種 法皇（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土・焼成・色調 備　　 考

第17咽

5

深体形土器 B （11．2）

C　 9．6

深鉢形土器の底部片で，外面は縦位の丁寧なナデ，内面ナデ。砂粒
普通

明赤褐色

15％
P 356

6 深鉢形土器 B （5．9）

C　 9．6

底部片で，外面は縦位のナデ，内面横ナデ。 砂粒・長石
普通

赤褐色

10％

P 355

10 深鉢形土器 B （4．2）

C　 9．6

底部片で，外面は縦位のへラナデ，内面横ナデ。 砂粒
普通

にぷい橙色

10％
P 354

11 深鉢形土器 A　23．8 底部から内野気味にロ綾部へ立ち上がる平縁の深鉢形土器で 砂粒 80％

B　22．0 ある。□綾部に1条の沈線を巡らし，口綾部から胴部にかけ 普通 P 488

C ll．8 て，櫛歯状施文具による5 －7 条の条線文が渦巻状と曲線的

に地文される。胴部下半ナデ。内面ナデ。

橙色

第179図は，第10号地点貝塚から出土した縄文土器及び土器片の実測図・拓影図である。1は，

波状を呈する口縁部片で，披頂下に4個の円形刺突文が施され，ロ縁部には，沈線が巡る。以下

縄文地文上に沈線が横位に施されている。2－4は胴部片で，2は，沈線による渦巻状文が描か

れている。3は，縄文地文上に隆線が垂下し，その下端に刺突が施された円形文が貼付されてい

る。さらに沈線が横位に，曲線的に施されている。4は，縄文地文上に3条の沈線が横位に施さ

れ，以下洗練による蕨手状文と弧状文が描かれている。7はロ綾部片で，縄文が施されている。
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第17g図　第10号地点貝塚出土遺物実測図・拓影図

8は，波状を呈するロ綾部から胴部にかけての破片で，波頂下にキザミ目を付した隆線を垂下さ

せ，その下端には棒状工具により刺突文を施している。ロ綾部には，沈線による横長の区画文を

描き，また，隆線下には沈線による弧状文を描いている。地文は縄文である。9・12は胴部片で，
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9ほ9　無文の胴部に纏沈線が横鑑　斜鑑　曲線的に施されている。ほほ　縄文が施されている。

ユ3ほ9　頸部から内攣気味に立ち上がる浅鉢形土器のロ綾部から胴部にかけての破片である。幅の

広い打線部無文帯下には刺突を施し，沈線により横長の区画文を描いている。胴部には9　横位の

ナデが加えられている。

第日号地点貝塚出土土器

地点　貝塚　出　土　土器観察表

鍔　 器　 種
法豊（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎工 ・焼成 ・色調 備　　 考

第は図　 採鉢形土 器 A 17．2 目線部 に 3 単 位の小 突起か付 され，幅の狭 い目線 部無文滞下 砂粒 90％
1 B　19 ．8 には， 1 条の沈線 か巡る小型深鉢彬土器 である。小突起下 に 普通 P 480

C　 7 ．9 は，沈線に よる弧状文， 蛇行文が垂下 し，区画間 を磨 り消 し
ている。 日綾部無文帯下 に施 された刺突文下には，平行沈線
が垂下 し，間に縦長 の刺 衆を加 えてい る。平行沈線区画外に
は，車節縄 文L R を横位 回転で地文 してい る。内面縦位のナ
デ。

黒褐色

2　　 深鉢 形土器 Å　ま3．5 波状 を呈 する小 型深鉢形土器 である。［］綾部 には， 3 単位の 砂粒 85％
B　17．4 突起 を有 する もの と思われ， ロ綾部 には 1 条の沈線が巡 とら 普通 P 39 5
C　 6．3 小突起 を有す る口唇部に 2 個の円形刺突文 と4 、突起下 に 1 個

の円形刺 突文 が施 されてい る。円形刺突文下 には， 2 条の沈
線に よ り逆 「し」 字状 を呈す る区画文が描か れ， 区画 内は粗
く磨 り消 され ている。地文には単節 L R に よる縦位羽状 の槻
文が施 され，胴部下 半は，磨 り滑 されて いる。 内面胴部上半
横ナデ，下半縦ナ デ。

暗褐 色

3　　 深鉢形土器 Å　 9 ．5 H 綾部がやや外反 して立 ち上 が り，胴部上位に最大径 を有す 砂粒 80％
B 12 ．8 る。臼綾部には， 2 条 の沈線が巡 り，両端に円形刺突文 を施 普通 P 37 2
C　 5 ．8 した隆線が縦位に貼付 され， 隆線 を挟む ように沈線が弧状に

描 かれ，以下その洗練か 垂下 している。地 文は縄文で，内面
ナ ナ。

にぷ い橙色 摩滅気味

第ま80図は普　第m号地点貝塚から出土した縄文土器及び土器片の実測図e拓影図である。4容

5ほ9　小突起をもつ日経部片である。4ほ9　日繚直下に洗練とキザミ目を付した隆線が巡り，日

録部下端にもl条の沈線が巡る。以下縄文地文上に蛇行沈線文が垂下している。5は学　口唇部に

1条の沈線が巡り，波頂下には刺突文が施され，以下無文である。6～13は，ロ綾部片である。

6ほ予　目線部無文帯下に刺突を施した隆線が巡る。7は，目線部に刺突文と沈線を巡らし，以下

縄文を施している。8は，日綾部に2個の押庄文が施され，「条の沈線が巡っている。9は9　日

縁部に沈線による区画文が施され9　区画内に縄文が充填されている。10は，ロ綾部に2条の洗練

が巡畑　以下構文が施されている。紺ま普　縄文地文上に洗練による区画文が描かれている。12は普

目線部に棒状工具による刺突文が施されている。13は，日経直下に1条の洗練が巡畑　以下斜位

に沈線が施されている。14～2は胴部片である。摘は　縄文地文上に縦長の刺突文と沈線による

曲線文が描かれ9　曲線内に磨男肖Lが施されている。15は，縄文地文上に沈線が垂下し普　さらに9

沈線による蕨手状文が描かれている。蟻は　縄文地文上に洗練により区画文が施され9　区画内に

は蛇行沈線が垂下している。17は，縄文地文上に洗練が縦位に施され，胴部下半には縦位のナデ

が加えられている。18は，縄文地文上に沈線による曲線的モチーフが描かれている。19は9　刺突

文を施した隆線が縦位に施されている。20は，縄文地文上に蛇行洗練文が垂下している。
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第180図　第11号地点貝塚出土遺物実測図・拓影図
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第12号地点貝塚出土土器

第181図は，第12号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は口綾部片で

ある。1は，幅の広い口綾部無文帯下に1条の沈線が，2は，2条の沈線が巡っている。3－8

は胴部片である。3・4は，沈線により区画文が施され，区画内には縄文が施されている。5

は，条線文が波状に，6は，

刺突文が施されている。

条線文が曲線的に施されている。7は，「D」字状に刺突文が，8も

′．芯．∴∴．・、・＿」1

闇滞空禁誓票閏

第181図　第12号地点貝塚出土遺物拓影図

第13号地点貝塚出土土器
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図版
番号 器　　 種 法皇（cm） 器　 形　 の　 特　徴　 及　 び　 文　 様 胎土・焼成・色調 備　　 考

第182図 深鉢形土器 B （22．0）深鉢形土器の胴部片である。柿歯状施文具により，弧状文， 砂粒 15％

14 渦巻状文，円形文を描いている。胴部下半は，縦位のナデ， 普通 P 357
内面ナデ。 灰褐色 やや摩滅気味

第182図は，第13号地点貝塚から出土した縄文土器及び土器片の実測図・拓影図である。1は，

口縁部に2条の沈線が巡り，波頂下には2個の刺突文が施され，その下端には，沈線による逆

「U」字状文が描かれ，区画内には2条の沈線が垂下しているロ綾部片である。地文は，縄文で

ある。2－8は胴部片である。2は縄文地文上に沈線が縦位，斜位に施文されている。3は，沈線

が斜位に施され，刺突文が施されている。4は，条線文が波状に施されている。7・8は，同一

個体と思われ，縄文地文上に刺突を施した円形貼付文が付され，斜位の沈線が施されている。9

・10は口綾部片である。9は，隆線と沈線により横長の楕円区画文と2条の沈線を横位に施して

おり，以下は無文で横位のナデが加えられている。10は，口縁部に3条の沈線を巡らし，以下縄

文地文上に沈線による曲線的モチーフが描かれている。11－13は胴部片である。12は，沈線が縦

位，斜位に施されている。13は，沈線により区画文が施され，区画内外には刺突文が施されてい

る。15は，口綾部片で，頸部より内攣して立ち上がり，口綾部無文帯下に沈線が施され，以下は
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沈線により曲線的モチーフが描かれている。16－18はロ縁部片である。16は，波頂下に沈線を施

した隆線が斜位に貼付され，その下端には刺突が施されており，隆線を挟むように沈線が横位に

施され，区画内には刺突文が施されている。口縁部下端には，キザミ昌が横位に施され，以下横

位のナデが加えられている。17は，無文のロ綾部に沈線による文様が描かれている。18は，ロ綾

部直下に刺突文が巡り，以下沈線が曲線的に施されている。19は胴部片で，条線文が斜位，縦位

に施されている。
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第182図　第13号地点貝塚出土遺物実測図・拓影図
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第14号地点貝塚出土土器

第183図は，第14号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口綾部片で，口綾

部無文帯下に沈線による区画を施し，区画内に刺突を施している。2～4は胴部片で，2は，沈

画により格子目状文が描かれている。3・4は，条線文が斜位に施されている0

第183図　第14号地点貝塚出土遺物柘影図

0　　　　　　　　　　　　5cm

」　　⊥　」

第184図　第15号地点
貝塚出土遺物拓影図

胤
輸
脚

第15号地点貝塚出土土器

第184図は，第15号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図であ

る。1は，胴部片で，沈線により「L」の字状を描き，その下端に刺

突文を有する太い隆線を斜位に貼付し，以下条線文を斜位に施してい

る。

第16号地点貝塚出土土器

第185図は，第16号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1・2は，同一個体と

思われる胴部片で，1は，縄文地文上に沈線による曲線文を描き，その下端に刺突を有する円形

貼付文を付している。円形貼付文下には，蛇行沈線が垂下している。2は，縄文地文上に蛇行沈

線が垂下している。

二二∴

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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n
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日
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第185図　第16号地点貝塚出土遺物拓影図
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第17号地点貝塚出土土器

地点貝塚　出　土　土器観察表

図版
番号 器　　 種 法違（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土・焼成・色調 備　　 考

第溌図
20

深鉢形土器 A　38．2
B （37 ．8）

日経部はやや外反して立ち上がっている。日経部無文革下端
には， 1 条の沈線が巡 り，目線部無文帯には 2 個 1 対の刺栗
が加えられ，そこから半裁竹管状工具により蕨手文が垂下し
ている。地文には単節縄文 L R が施されている。内面上半部
は横ナテ＼ 以下縦ナデ。

砂粒
普通
黒褐色

70％
P 491

21 深鉢彬土器 A （27 ．8 ） 胴部からH 綾部にかけての破片で，ほぼ外傾 して立ち上かっ 砂粒 20％
B （29 ．1） ている。＝綾部には単位不明であるか，突起か付 され， 1 条

の沈線が巡る。 H 綾部からは数条の平行洗練が垂下 し，区画
間には綾杉状の集合洗練が施され，地文は縄文である。内面
上半部横ナデ，下半部縦ナチや。

普通
黒褐色

P 347

第1訂図

22
深鉢形土器 Å（29．9）

B （24 ．2）
ほぼ直線的に立ち上がる深鉢形土器の大破片で，器面全体に
粗い縄文が施されている。内面胴部上半横ナデ管　下半縦ナデ。

砂粒
普通

30％
P 361

灰褐色

23 深鉢形土器 Å（32 ．4 ）
B （27 ．8 ）

ほぼ直線的に立ち上がる深鉢形土器の日綾部から底部にかけ
ての破片である。器面全体に櫛歯状施文具により縦位に集線
文が施され，底面近 くは，縦位のナナか加えられている。内
面胴部上半横ナテさ，下半縦ナデ。ジ

砂粒
普通
にぷい黄橙色

20％
P 360

24 深鉢形土器 B （5 ．0）
C （7 ．9）

底部片で，外面は縄文か施されている。 砂粒・長イ！・石英
普通
にぷい橙色

摘％
P 421

25 深鉢形土器 B （4 ．の
C　 8 ．2

底部片で，外面は縦位のナナ，内面横ナナ。 砂粒
普通
にふい楕色

10％
P 420

26 深鉢形土器 B O l．8）
C　 9 ．3

胴部下半から底部にかけての深鉢形土器である。外面は丁寧
な縦ナデ9　内面ナデ。

砂粒
普通
橙色

15％
P 346

27 深鉢形土器 B 0 0 ．1） 胴部下半から底部にかけての深鉢形土器である。外面は縦ナ
、W‾．．．．．や

砂粒 15％
C　　9 ．6 丁，内面ナナ。 普通

橙色
P 358

酎86も187図はラ　第17号地点貝塚から出土した縄文土器及び土器片の実測図e拓影図である。

1ほ，縄文が施文されている波状を呈するロ綾部片である。2ほ9　幅の広い目線部無文革に2条

の沈線による横長の楕円区画文を描き亨　区画間には2個の円形刺突文を施している。以下縄文が

施されているロ綾部片である。3～6は9　胴部片である。3は9　沈線による渦巻状文を描いてい

る。4ほ，沈線が垂下し，その沈線内に刺突文と蛇行沈線文が施されている。5ほ，縄文地文上

に沈線による曲線的モチーフが描かれている。7は日綾部片で，日綾部には横位のナデが加えら

れている。8の9はラ　胴部片である。8ほ晋　縄文が施され，9はタ　沈線が曲線的に施文されてい

る。menは，日録部片で9　mは　縄文地文上の円形刺突文下に沈線による蕨手状文が描かれて

いる。紺も　目線部無文帯下に　条の沈線が巡畑　縄文地文上には沈線による曲線文が描かれて

いる。12013は亨　胴部片である。ユ2ほ9　刺突を施した円形貼付文と洗練が横位に施され，円形貼

付文下には蛇行沈線が垂下している。Bは　鳩文地文上に沈線が縦位に施されている。14の15は，

日録部片である。14は9　縄文地文上に沈線が縦位に施され9　蟻は　日録直下に隆線が巡生　以下

縄文地文上に沈線が曲線的に施文されている。16e17819は，胴部片で普　蟻は　沈線が格子目状

に施され，ユ7は，縄文地文上に沈線が縦位に施されている。18は日綾部片で9　縄文が施されてい
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第186図　第17号地点貝塚出土遺物実測図・妬影図（1）
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第187図　第17号地点貝塚出土遺物実測図・拓影図（2）
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る。蟻は　縄文地文上に沈線が垂下している。28～3は日綾部片である。器は　日経直下に沈線

と隆線が巡り普以下縄文地文上に洗練が斜位に施されている。29は9　2個の突起を有する波状線

で日録部無文帯下には1条の沈線が巡る。突起下には9　5個の円形刺突文が施されている。円形

刺突文下には撃　沈線が碇位に施され普　その区画内には蛇行沈線が垂下している。地文は9縄文で

ある。30は9　日唇部と目線直下に沈線が巡畑　以下縄文地文上には　沈線による曲線的モチーフ

が描かれている。封は　日経直下に　個の円形刺突文が施され9　以下縄文地文上に洗練による弧

状文が描かれている。32033は9　日綾部から胴部にかけての破片である。32は寧　日綾部に射画の

突起を有すると思われ督　口唇部の突起間には太い沈線が施されている。突起下には9　2条の洗練

によ畑　楕円形状と長方形状文が描かれ撃　突起間には同様の沈線により長楕円形が斜位に滝かれ

ている。地文は縄文である。33は学　波状を豊し9　平行沈線が垂下し9　平行沈線内には9　円形刺突

文が施され9　区画間には9　2条の沈線が鋸歯状に施されている。地文は縄文である。34～38は

打線部片である。34は9　縄文地文上に沈線による曲線的モチーフが描かれている。35はラ　波頂下

に沈線による曲線文と刺突を施した円形貼付文が施されている。36は，日綾部に円形刺突文が施

され9　以下織文地文上に沈線による曲線文と蕨手状文が描かれている。38は，日経直下に太い洗

練と棒状工具による円形刺突文が施されラ　以下縄文地文上には沈線が施されている。欝は　幅の

狭い目線部無文帯下に1条の沈線が巡畑　以下縄文地文上に沈線により曲線的モチーフが描かれ

ている。39は9　波状を呈する日経部から胴部にかけての破片で学　日綾部には9　両側になぞりを加

えた隆線が巡り9　刺突文が施されている。波頂下には学　沈線による区画文が描かれ9　区画内には

沈線が縦位に，区画外には斜位に施されている。地文は9　縄文である。40は9　波状を呈する目線

部片で9　日綾部無文帯下には91条の沈線が巡り撃　以下縄文が施文されている。拙ま9　突起を有

する日録部片で9　日綾部は9　刺突を施した隆線と洗練により区画され9　区画内はナデが加えられ9

無文である。42e抽ま9　胴部片である。42は9　縄文地文上に沈線により弧状文が描かれている。

43は，集合沈線が地文されている。

第19号地点貝塚出土土器

第188図は9　第19号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1～3は日綾部片で

ある。102は9　沈線により区画文が施され，1ほ，区画内に刺突文が9　2は，縄文が充填され

ている。3ほ9　条線文が縦私　斜位に施されている。4～7ほ胴部片である。407は，洗練

による区画文が施され普　区画内には，縄文が充填されている。5ほ9　沈線が施され9　区画外に刺

突文が9　6は9　沈線が曲線的に区画され，その区画内に刺突文が施されている。8ほ，波状を呈

するロ綾部片で波頂下に円形刺突文が施され9　日綾部には2条の洗練が巡っている。
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第188図　第19号地点貝塚出土遺物拓影図

5cm

」　－　Ⅰ　　　」

第189回　第20号地点
貝塚出土遺物拓影図

第21号地点貝塚出土土器

第20号地点貝塚出土土器

第189図は，第20号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図であ

る。1は胴部片で，沈線が曲線的に施され，刺突文が縦位に施されて

いる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　！

第190図　第21号地点貝塚出土遺物拓影図

第190図は，第21号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口縁部片で，幅の

広いロ綾部無文帯下に隆線が巡り，以下縄文が部分的に施文されている。2～4は胴部片であ

る。2は，縄文地文上に沈線が縦位に施されている。4は，沈線区画内に，縦長の刺突文が施さ

れている。
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第22号地点貝塚出土土器

第191図は，第22号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1－3は胴部片である。

1は，縄文地文上に沈線による幾何学的文様が描かれている。3は，縄文地文上に沈線が斜位に

施されている。

第191図　第22号地点貝塚出土遺物拓影図

0

mCOl

！　　　；　　　！

第23号地点貝塚出土土器

第192図は，第23号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1は，波状を呈する口

縁部から胴部にかけての破片である。口綾部に隆線が巡り，波頂部には，隆線と沈線が斜位に施

され，隆線下端には，刺突文が施されている。胴部には，沈線による区画文が描かれ，区画内に

は縄文が充填されている。2・3・5は胴部片である。2は，沈線による区画文が施され，刺突

文が雨だれ状に施されている。3は，条線が曲線的に施されている。4は，口綾部から胴部にか

けての破片である。平縁の口綾部には，棒状工具による刺突文と隆線及び沈線が巡り，胴部には

沈線による区画文が施され，区画内には，縄文が充填されている。5は，条線文が波状に施され

ている。

第24号地点貝塚出土土器

第193図は，第24号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1～3は胴部片で，1

・3は，太い沈線が施されている。
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第192図　第23号地点具塚出土遺物拓影図

．通辞

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一十一一一一一一一」

第193図　第24号地点貝塚出土遺物拓影図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第25号地点貝塚出土土器

第194図は，第25号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1は，波状縁を呈する

口綾部片で刺突を加えた隆線が巡っている。2～8は胴部片である。2は，条線文が波状に施

されている。3・4は，平行沈線が斜位に施され，その平行沈線内に刺突文が加えられている。

5は，沈線により区画され，区画内には，縄文が充填されている。6は，半裁竹管状施文具によ

り刺突が縦位に加えられている。7は，条線文が曲線的に施されている。8は，沈線が斜位に施

されている。
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第194図　第25号地点貝塚出土遺物拓影図

第26号地点貝塚出土土器

第195図は，第26号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1～8は胴部片であ

る。1は，条線文が斜位に施されている。2は，縄文地文上に沈線が施されている。3は，縄文

地文上に沈線が縦位に施され，区画内は，雑な磨り消しが施されているため縄文が一部残ってい

る。4は，沈線による区画文が施され，区画内に細長い刺突文が施されている。5は，縄文地文

上に沈線が横位，斜位，縦位に施されている。6は，半裁竹管状施文具により曲線文が描かれて

いる。7・8は，沈線により区画文が描かれ，区画内に縄文が充填されている。
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第195回　第26号地点貝塚出土遺物拓影図
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第27号地点貝塚出土土器

第196図は，第27号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1は口綾部片で，口緑

部の両側にナゾリを加えた隆線を巡らし，以下縄文を施している。2－4は胴部片で，2・3は，

直線的な磨消懸垂文が施されている。4は，縄文に凹線が施されている。
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第196図　第27号住居跡地点貝塚出土遺物拓影図

第28号地点貝塚出土土器

地点見塚　出　土土器初日察表

図版
番号 器　　 瞳 法量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・焼成 ・色調 備　　 考

第19咽 深鉢形土器 B （3 ．5） 底部片 で，底部 がやや 突出 している。外面 は縦 ナデ， 内面横 砂粒 10％
3 C （10 ．4 ） ナデ。 普通

明褐 色
P 422

第197図は，第28号地点貝塚から出土した縄文土器及び土器片の実測図・拓影図である。1・

2は胴部片で，1は，沈線が施され，2は，条線文が縦位に施されている。
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第197図　第28号地点貝塚出土遺物実測図・拓影図
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第29号地点貝塚出土土器

第198図は，第29号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1－4は胴部片である。

1は，縄文地文上に沈線が曲線的に施され，2・3は，縄文地文上に沈線が斜位に施され，4は，

沈線区画内に縦長の刺突文が施されている。
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第198回　第29号地点貝塚出土遺物拓影図
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第30号地点貝塚出土土器

第199図は，第30号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1～4はロ綾部片で

ある。1は，幅の狭いロ縁部無文帯下に縄文が施されている。2は，ロ綾部に施されている刺突

文下に沈線による弧状文が描かれている。地文は縄文である。3は，波状縁で，披頂下に棒状工

具による刺突文が施されている。4は，沈線が斜位に施されている。5～7は胴部片で，5は，

縄文地文上に平行沈線が斜位に施され，区画内に刺突文が加えられている。6は，縄文地文上に

太い沈線による曲線文が描かれている。7は，半裁竹管状施文具により曲線文が描かれている。

8は，ロ縁直下に1条の沈線が巡F），以下縄文地文上に沈線による曲線文が描かれている。
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第199図　第30号地点貝塚出土遺物拓影図

第31号地点貝塚出土土器
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地点貝塚出土土器観察表

10cm

LIl一一一一一一一十－ll－1

図版
番号券　　種法量（cm） 器　形　の　特　徴　及　び　文　様 胎土・焼成・色調備　　考

第餌図

5

深鉢形土器B（2．7）

C　5．2

底部片で，外面は縦ナデ，内面横ナデ。 砂粒・長石
普通

にぷい橙色

10％

P423

第200図は，第31号地点貝塚から出土した縄文土器及び土器片の実測図・拓影図である。1は，

口綾部片で，縄文が施されている。2～4は胴部片で，2は縄文が，3は無節縄文LRが施され

ている。
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第200図　第31号地点貝塚出土遺物実測図・柘影図

第32号地点貝塚出土土器

第201図は，第32号地点貝塚から出土した縄文

土器片の拓影図である。1はロ緑部片で，細沈線

が横位，斜位に施されている。2は胴部片で，沈

第201図　第32号地点貝塚出土遺物拓影図　線が垂下しているが，摩滅気味である。

第33号地点貝塚出土土器

第202図は，第33号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1～3は胴部片である。

1は磨梢帯と縄文が，2は刺突文が，3は縄文が施されている。

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第202図　第33号地点貝塚出土遺物拓影図

第34号地点貝塚出土土器

地点見塚出土土器観察表

図版
番号

器　　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土・焼成・色調 備　　 考

第203図
9

深体形土器 B （4．7）
C （7．3）

底部片で，外面は縦位，斜位にナデ，内面ナデ。 砂粒
普通

にぷい橙色

10％
P 424

第203図は，第34号地点貝塚から出土した縄文土器及び土器片の実測図・拓影図である。1－

5は胴部片である。2は，胴下半部片で，縦位のへラナデが加えられている。3は，縄文地文

上に蛇行沈線が描かれている。4は，沈線による区画文が施され，区画外に縄文が充填されてい
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る。5は，全面に縄文が施されている。6・7は，ロ綾部片である。6は，縄文地文上に数条の

沈線が横位に施されている。7は，櫛歯状施文具により条線文が横位，斜位に施されている。8

は，波状を呈する口綾部片で，波頂下に刺突文が施され，口綾部下端には1条の沈線が巡る。以

下条線文が斜位に施されている。

上＿　　＿；　　　i

第203図　第34号地点貝塚出土遺物実測図・拓影図

第35号地点貝塚出土土器

第204図は，第35号地点貝塚から出土した縄文土器片の拓影図である。1は，沈線が曲線的に

施されている胴部片である。2は，波状を呈する口綾部片で，ロ縁部に2条の沈線が巡り区画内

に縄文が施され，以下沈線による区画文が施され，区画内に縄文が施されている。3は，沈線区

画内に縄文が施されている胴部片である。4・5は口緑部片である。4は，2条の沈線により区

画文が描かれ，区画内には，縄文が施されている。5は，口唇部から沈線が施文されている0
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第204図　第35号地点貝塚出土遺物拓影図

－308－

∵㍉
イメTう

、J．．1・
＼1丁

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

Ll｛」



表G　貝類遺体集計表

1 2 3 4 5 6 7 8
巨

10 1 1 12 13 1 4 1 5 16
巨 7 巨 8

19 2 0 2 1 22
巨 3

24 2 5
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科

i 芸‡

チ

ョ
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ヒマ

タイ

リマ
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キ

不
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計

7 38 6 5 2 6 1 9 6 ，4 04 1，2 76 6 6 1 92 2 8 0 2 0 13 26 4 3 8 ，7 81

54 9 2 1 11 3 2 3 ，0 49 4 16 14 2 1 4 4 4 ，15 7

3 6 0 1 2 1 9 5 1 18 1 1 2 1 8 1 1 29 2

4 6 1 3 8 6 13 82 5 57 0 28 ′8 9 1 1 10 2 1 4 1 ，55 0

5 3 17 8 120 1 5 307

6 109 4 2 2 5 1 ，55 0 2 4 1 3 9 16 2 1 6 1 ，9 50

7 53 1 1 190 1 36 3 5 1 1 3 91

8 3 0 1 3 2 97 77 4 1 4
I　 4 17

9 4 8 1 55 30 6 5 5 14

10 27 5 5 26 9 4 ，48 0 3 ，27 2 43 2 5 2 2 19 40 3 19 5 1 5 8 ，25 8

1 1 4 96 14 3 3 49 3 4 3 ，3 15 1 9 ，144 1，2 34 7 9 6 5 10 1 7 3 9 1 14 2 2 4 ，744

12 16 8 7 7 110

13 3 ，3 80 7 22 3 ，0 76 14 8 7 0 10 ，514 6 ，1 93 2 1 1 3 1 6 3 10 1 1 7 2 1 1 24 ，179

14 13 1 78 98 1 90

15 4 40 6 1 1 5 2

16 12 9 4 1 7 8 3 33 3 50 3 1 3 1 ，00 1

17 726 37 16 38 15 4 ，57 4 4 ，894 1 ，2 80 10 10 9 2 34 1 1 6 2 4 6 9 11 ，80 9

18 1 6 1
l

8

19 24 1 106 47 1 3 182

2 0 2 5 2 1 98 19 145

2 1 7 7 5 0 1 3 59 1 11 3（jl

22 7 1 27 2 2 45 8 32 8 1 1 3 1 1 89 5

23 1 ，0 87 92 2 20 10 11 2 ，98 0 51 1 1 3 3 1 6 2 5 2 1 1 1 4 ，93 7

24 26 1 3 9 0 26 1 8 1 15 6

2 5 7（）7 8 2 3 8 2 6 74 191 1 1 18 1 5 1 10 1 1 ，6 5 1

2 6 19 7 2 19 1 1 8 2 ，6 48 3 93 1 3 3 7 16 1 2 8 10 2 3 、3 58

2 7 7 3 2 2 2 2 24 0 5 2 1 4 3 78

28 574 6 6 44 2 4 ，05 9 1 ，65 0 5 1 15 3 2 2 5 6 、3 74

29 16 3 14 4 2 7 2 i 19 2
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第且0節　その他の人工遺物

二し　遺構外出止遣物

遺構外出土土器観察表

図版番号 器　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土・焼成・色調 備　 考

第205図 深鉢形土器 A （24．1） 口綾部が外傾し，胴部上位でくびれ，胴部中位がふくらみ，小さ 砂粒 80％

1 B　30．9 な底部へ至る。口綾部には，幅の狭い無文帯を有し，胴部には沈 普通 P 252

C　 5．9 線により「J 」字状，逆 「J」字状を連結したり，組み合わせた 黒褐色

r）してモチーフを描き，区画内には単節縄文L R を充填している。

文様帯の下端は雑ではあるが，沈線で区画されてお年注目される。
内面胴上半部横ナデ，下半部縦ナデ。

2 深鉢形土器 A　25．4 平線を里し，胴部からロ綾部にかけてほぼ直線的に立ち上がって 砂粒 90％

B （27．1） いる。底部欠損。ロ綾部は，幅の広い無文帯で，4単位の隆線に 普通 P329
よる「J」字状文が貼付され，下端には，キザミを施した隆線が巡 暗褐色

っている。胴部は，櫛歯状施文具による条線文が波状に施され，

地文は無文である。内面上半部横ナデ，下半部縦ナデ。

3 深鉢形土器 A （23．2） 胴部から口綾部にかけてやや内攣して立ち上がる深鉢形土器の破 砂粒 30％

B （24．0） 片である。全面に縄文が施されている。内面にはナデが加えられ 普通 P377

ている。 にぷい褐色

4 鉢 形土器 A （34．0）鉢形土器の口綾部片である。口綾部には刺突を施した円形貼付文 砂粒 20％

B （11．4） が3 個付され，沈線による渦巻状文と2 条1組の横位と斜位の沈 普通 P406
線によりロ綾部文様帯が構成されている。地文は無文である。内 にぷい橙色

面横ナデ。

5 深鉢形土器 B （2．2） 底部片である。外面には縄文が施され，底部には網代痕を有し， 砂粒 5 ％

C （7．8） 内面横ナデ。 普通

にぷい褐色

P479

6 鉢 形土器 B （2．5） 底部片である。外面には数条単位の沈線が横位，斜位に施されて 砂粒 5 ％

C （6．0） いる。底部には網代痕を有し，内面ナデ。 普通

にぷい橙色

P 413

7 有孔鍔付土器 A （35．5） やや内傾して立ち上がるロ綾部片である。胴部は沈線で区画され，砂粒 ・礫 10％

B （7．2） 区画内には縄文が施されている。孔が鍔の部分にみられ，器壁を 良好 P 167

貫通せずに鍔そのものに穿たれている。孔に擦痕は認められない。にぷい赤褐色

内面には赤彩痕が残生∴横位のへラナデ。

8 有孔鍔付土器 B （4．5） ロ綾部欠損の頸部から胴部にかけての破片である。胴部は内攣し 砂粒 10％

ながら頸部に至り，内側に陵を有している。鍔部に孔がみられ， 普通 P 70
器壁を貫通せずに鍔そのものに穿たれている。地文は無文である。にぷい橙色

内面横ナデ。
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2　石　器

表7　石器一覧表

図 版 番 号 名　 称 台 帳 番 号 出 土 地 点
大　 き　 さ （cm ）

重 量（g） 石　 質 備　 考
長 さ ・ 幅 ・ 厚 さ

第20 6図　 1 石　　 倣 Q 83 S I　 3 2 ．7　　 4．5　　 5 ．5 0 ．5 チ　 ャ ー ト P L 6 0

2 石　　 鉄 Q 84 S I　 4 2．1　 1．4　　 0 ．5 0 ．6 チ　 ャ ー ト P L 6 0

3 石　　 鍍 Q 8 5 S K 1 3 1．5　　 1．5　　 0 ．3 0 ．5 石　　　 英 P L 60

4 石　　 鍍 Q 8 6 S I 3 7 1．8　　 1．6　　 0 ．4 0 ．9 石　　　 英 P L 60

5 石　　 錐 Q 8 7 S I 2 2 2．6　　 2．1　　 0 ．5 2 ．5 チ ャ ー ト P L 60

6 石　　 鉄 Q 8 8 S I 4 1 2．5　　 1．9　　 0 ．5 2 ．0 メ　 ノ　 ウ P L 60

7 石　　 錐 Q 8 9 I3a 8 3．5　　 3．5　　 1．2 11 ．5 チ　 ャ ー ト P L 60

第206図　石器実測図（1）

戚摘
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（2）

図 版 番 号 名　 称 台 帳 番 号
大　 き　 さ （c m ）

重 量 （g ） 石　 質 備　 考ノ．1ヽヽ 長 さ ・ 幅 ・ 厚 さ

第 2 0 6 図　　 8 石　　 錐 Q 9 0 S I 　 9 1 ．7 　　 0 ．8 　　 0 ．4 0 ．5 チ　 ャ ー ト P L 6 0

第 2 0 7 図　　 9 石　　 錐 Q 9 1 J 3 b 2 3 ．9 　　 2 ．5 　　 0 ．6 4 チ ャ ー ト P L 6 0

1 0 剥　　 片 Q 9 2 S I 1 3 3 ．0 　　 1 ．8 　　 0 ．6 3 黒　 曜　 石

1 1 ポ イ ン ト Q 9 3 J 2 C 9 4 ．9 　　 2 ．4 　　 1 ．0 1 1 黒　 曜　 石 P L 6 0

1 2 剥　　 片 Q 9 4 S I 　 3 3 ．9 　　 2 ．9 　　 0 ．6 6 頁　　　 岩

1 3 ブ レ ー ド Q 9 5 I 3 a 8 3 ．3 　　 1 ．8 　　 0 ．8 3 メ　 ノ　 ウ

1 4 剥　　 片 Q 9 6 S I 　 3 4 ．6 　　 2 ．5 　　 1 ．0 7 メ　 ノ　 ウ

1 5 ス ク レ イ パ ー Q 9 7 S 工　 4 0 6 ．7 　　 2 ．6 　　 0 ．9 1 2 頁　　　 岩 P L 6 0

ユ6 管　　 玉
l

Q 9 8 王2 C 。 1 ．7 　　 1 ．0 　　 0 ．8 2 蛇　 紋　 岩 P L 6 0

第 2 0 8 図　 1 7 磨 製 石 斧 Q 6 S I 　 9 4 ．3 　　 2 ．4 　　 0 ．9 1 5 結 晶 片 岩 P L 6 0

1 8 磨 製 石 斧 Q 3 0 S K 　 6 3 ．7 　　 1 ．7 　　 0 ．8 5 結 晶 片 岩 P L 6 0

1 9 磨 製 石 斧 Q 1 2 S I 2 3 （0 ．9 ）　 4 ．8 　　 3 ．1 （2 4 5 ） 閃　 緑　 岩 P L 6 0

2 0 磨 製 石 斧 Q 2 8 S K 8 1 7 ．0 　　 2 ．1 　 1 ．1 3 0 結 晶 片 岩 P L 6 0

2 1 磨 製 石 斧 Q 4 7 J 4 e l 1 1 ．0 　　 4 ．9 　　 2 ．9 2 9 0 緑 泥 片 岩 P L 6 0

2 2 打 製 石 斧 Q 5 S I 　 9 8 ．4 　　 5 ．6 　　 2 ．1 1 3 5 安　 山　 岩 P L 6 1

2 3 打 製 石 斧 Q 3 1 S K 2 5 8 ．5 　　 7 ．5 　　 1 ．8 1 2 0 安　 山　 岩

2 4 打 製 石 斧 Q 5 8 J 3 e 6 1 0 ．7 　　 6 ．3 　　 2 ．8 2 0 0 流　 紋　 岩 P L 6 1

2 5 打 製 石 斧 Q 5 7 K 3 a 2 8 ．1 　　 6 ．3 　　 1 ．6 1 0 5 砂　　　 岩 P L 6 1

2 6 打 製 石 斧 Q 3 3 S K 7 0 1 2 ．2 　　 7 ．5 　　 2 ．2 2 6 0 流　 紋　 岩 P L 6 1

2 7 打 製 石 斧 Q 2 9 S K 7 1 1 0 ．8 　　 9 ．3 　　 1 ．9 2 2 0 結 晶 片 岩 P L 6 1

2 8 打 製 石 斧 Q 3 7 S D 　 4 9 ．9 　　 7 ．7 　　 1 ．8 1 8 5 流　 紋　 岩

2 9 敲　　 石 Q l O S 工3 2 ・3 4 1 2 ．3 　　 5 ㌧8 　　 4 ．2 4 4 5 安　 山　 岩 P L 6 1

3 0 敲　　 石 Q 8 S 工　 3 9 9 ．0 　　 9 ．7 　　 4 ．7 4 9 0 流　 紋　 岩

3 1 磨　　 石 Q l l S I 3 2 ・3 4 8 ．0 　　 7 ．1 　　 5 ．3 3 7 5 安　 山　 岩

3 2 磨　　 石 Q 2 S I 　 3 9 ．6 　　 8 ．8 　　 4 ．5 5 2 5 安　 山　 岩

3 3 磨　　 石 Q 1 6 S I l l 10 ．4 　　 7 ．9 　　 3 ．4 3 9 5 砂　　　 岩

3 4 磨　　 石 Q 1 7 S I 2 2 9 ．7 　　 6 ．6 　　 4 ．3 3 9 5 安　 山　 岩

第 2 0 9 図　　 3 5 磨　　 石 Q 9 S I 1 6 （1 2 ．4 ）　 9 ．3 　　 4 ．2 （7 0 0 ） 砂　　　 岩

3 6 磨　　 石 Q 2 6 S I 3 3 1 0 ．0 　　 8 ．7 　　 3 ．6 4 4 5 流　 紋　 岩 P L 6 1

3 7 磨　　 石 Q 1 8 S I 3 2 ・3 4 9 ．7 　　 7 ．2 　　 4 ．5 4 8 0 安　 山　 岩 P L 6 1

3 8 磨　　 石 Q 1 3 S I 4 3 8 ．1 　　 7 ．8 　　 3 ．1
3 4 0 ！

安　 山　 岩

3 9 磨　　 石 Q 4 1 S K l O 3 1 0 ．5 　　 7 ．3 　　 3 ．8 4 6 0 i
安　 山　 岩

P L 6 14 0 磨　　 石 Q 3 8 S K 2 5 1 0 ．0 　　 8 ．1 　　 3 ．9
4 可

安　 山　 岩

4 1 磨　　 石 Q 6 0 J 3 b 6 1 3 ．0 　　 8 ．3 　　 4 ．1
8 0 5 i

砂　　　 岩

－313一



（3）

図 版 番 号 名　 称 台 帳 番 号 出 土 地 点
大　 き　 さ （c m ）

重 量 （g ） 石　 質 備　 考
長 さ ・ 幅 ・ 厚 さ

第 2 0 9 図　 4 2 磨　　 石 Q 6 6 I 3 i 4 1 0 ．2 　　 7 ．9 　　 4 ．1 4 9 5 安　 山　 岩 P L 6 1

4 3 磨　　 石 Q 4 0 S K l O 6 1 0 ．6 　　 7 ．7 　　 4 ．2 6 0 0 安　 山　 岩

4 4 磨　　 石 Q 6 3 J 2 a 。 1 2 ．8 　　 6 ．1 　　 4 ．1 4 5 5 安　 山　 岩

4 5 磨　　 石 Q 6 5 J 3 e 4 1 1 ．0 　　 7 ．1 　 1 ．1 4 9 0 安　 山　 岩

4 6 磨　　 石 Q 6 1 J 3 a 4 1 0 ．0 　　 7 ．5 　　 5 ．7 6 4 0 安　 山　 岩 P L 6 1

第 2 1 0 図　 4 7 砥　　 石 Q 7 S I 　 9 1 2 ．0 　　 6 ．1 　 1 ．4 1 5 5 粘　 板　 岩

4 8 砥　　 石 Q 7 5 J 3 e 6 （5 ．5 ）　 4 ．5 　 1 ．8 （7 5 ） 砂　　　 岩

4 9 石　　 棒 Q 1 5 S I 3 5 2 2 ．8 　　 4 ．8 　　 4 ．7 6 3 5 結 晶 片 岩 P L 6 2

5 0 石　　 棒 Q 4 5 S I 1 2 2 9 ．6 　 1 1 ．4 　　 9 ．4 4 ，4 5 0 流　 紋　 岩 P L 6 2

5 1 石　　 棒 Q 5 5 表 採 （6 ．9 ） （2 ．9 ） （2 ．0 ） （6 0 ） 結 晶 片 岩

5 2 軽 石 製 品 Q 7 1 J 3 b 3 1 2 ．0 　　 5 ．0 　　 5 ．5 5 0 軽　　　 石 P L 6 2

5 3 軽 石 製 品 Q 2 4 S 工　3 9 6 ．7 　　 7 ．8 　　 5 ．1 3 5 軽　　　 石 P L 6 2

5 4 軽 石 製 品 Q 7 0 S I 1 6 1 3 ．8 　　 6 ．8 　　 6 ．4 1 3 5 軽　　　 石

5 5 凹　　 石 Q 2 1 S I 2 2 （1 3 ．8 ） 1 3 ．4 　　 9 ．2 （2 ，0 5 0 ） 安　 山　 岩 P L 6 2

5 6 凹　　 石 Q 8 1 J 3 g 2 （1 0 ．3 ） （1 0 ．5 ）　 3 ．5 （3 6 0 ） 安　 山　 岩 P L 6 2

5 7 石　　 皿 Q 7 2 I 3 f 5 （1 7 ．4 ） 1 5 ．0 　　 6 ．8 （2 ，6 0 0 ） 砂　　　 岩

磨 製 石 斧 Q 2 7 S K 6 3 （5 ．3 ）　 3 ．1 　 1 ．6 （4 5 ） 結 晶 片 岩 P L 6 0

磨 製 石 斧 Q 3 4 S K 1 1 3 （7 ．8 ）　 7 ．3 　　 4 ．1 （3 4 0 ） 流　 紋　 岩

磨 製 石 斧 Q 4 8 J 3 i 5 （6 ．9 ）　 5 ．8 　　 3 ．0 （2 2 0 ） 硬　 砂　 岩 P L 6 0

磨 製 石 斧 Q 4 9 J 3 d 4 （6 ．3 ）　 4 ．7 　　 2 ．5 （1 3 0 ） チ　 ャ ー ト P L 6 0

磨 製 石 斧 Q 5 0 工3 a 9 7 ．6 　　 3 ．8 　　 2 ．1 7 5 結 晶 片 岩

磨 製 石 斧 Q 5 2 I 3 i 4 （5 ．5 ）　 4 ．0 　 1 ．8 （7 5 ） 緑 泥 片 岩

磨 製 石 斧 Q 5 3 J 3 g 6 （5 ．0 ） （3 ．0 ）　 3 ．0 （8 5 ） 結 晶 片 岩

磨 製 石 斧 Q 5 4 J 3 b 3 （6 ．2 ）　 4 ．3 　 2 0 ．0 （8 5 ） 流　 紋　 岩 P L 6 0

磨 製 石 斧 Q 7 4 J 3 a 8 （5 ．2 ）　 6 ．5 　　 3 ．7 （2 2 0 ） 結 晶 片 岩 P L 6 0

打 製 石 斧 Q l S I 　 3 （5 ．0 ）　 6 ．1 　 2 ．3 （9 0 ） 砂　　　 岩

打 製 石 斧 Q 1 4 S I 3 7 （5 ．9 ）　 9 ．8 　　 3 ．1 （1 8 5 ） 砂　　　 岩

打 製 石 斧 Q 3 2 S K l O 2 （1 0 ．0 ）　 5 ．0 　 1 ．7 （1 0 5 ） 頁　　　 岩

打 製 石 斧 Q 3 5 S D 　 4 （6 ．1 ）　 7 ．2 　 1 ．2 （8 5 ） 流　 紋　 岩

打 製 石 斧 Q 3 6 S D 　 4 （5 ．6 ）　 7 ．7 　　 2 ．1 （1 1 5 ） 流　 紋　 岩

打 製 石 斧 Q 5 6 J 3 a 3 （5 ．8 ）　 6 ．8 　 1 ．8 （7 5 ） 流　 紋　 岩

打 製 石 斧 Q 5 9 J 3 f 2 （6 ．7 ）　 6 ．0 　　 2 ．5 （1 1 5 ） 雲 母 片 岩

磨　　 石 Q 6 8 S I 1 9 9 ．3 　　 8 ．0 　　 6 ．9 7 2 0 疎　　　 岩

磨　　 石 Q 7 7 S I 2 0 1 1 ．0 　　 6 ．8 　　 4 ．5 5 2 0 硬　 砂　 岩
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聞

図 版 番 号 名　 称 台 帳 番 号 出 土 地 点
大　 き　 さ （cm ）

長さ ・幅 ・厚さ
重量（g） 石　 質 備　 考

磨　　 石 Q 19 S I32 ・34 12 ．8　　 6．2　　 6．1 635 砂　　　 炭

磨　　 石 Q 20 S I 37 11．4　　 8．3　　 6．2 760 石 英 斑 岩

磨　　 着 Q 3 S I 37 （8．0）　 9．1　 3．7 （405） 安　 山　 岩

磨　　 石 Q 69 S K 38 10 ．1　　 7．9　　 3 ．8 415 安　 山　 岩

磨　 ：石 Q 39 S K 77 10 ．0　　 7．1　　 3 ．8 440 アブライ ト

磨　　 右 Q 80 S D　 9 （6．3）　 6 ．5　　 4 ．9 （390） 流　 紋　 岩

磨　　 石 Q 42 S D　 5 9．3　　 6 ．2　　 4．7 390 安　 山　 岩

磨　　 石 Q 43 S D　 5 10 ．8　　 8 ．4　　 4．3 650 安　 山　 岩 P L 61

磨　　 石 Q 44 S D　 5 9 ．9　　 7．8　　 4．9 585 安　 山　 岩

磨　　 石 Q 78 J3d 7 （6 ．7 ）　 6．7　　 3．7 （300 ） 流　 紋　 岩

磨　　 石 Q 51 K 3b l （4 ．5）　 3．2　 1．6 （35） 砂　　　 岩

磨　　 石 Q 62 J4e2 9 ．5　　 7．0　　 3 ．4 335 石 英 珪 岩

磨　　 石 Q 67 J3C5 10．8　　 7 ．9　　 4 ．0 455 安　 山　 岩

磨　　 石 Q 82 I3h3 （8．5）　 6 ．7　　 4 ．6 （450） 安　 山　 岩

磨　　 石 Q 76 M 3el 14 ．9　　 7 ．8　　 7．1 1，070、 流　 紋　 岩

磨　　 右 Q 64 I3e3 10 ．8　　 8 ．1　　 5．6 720 砂　　　 岩

磨　　 石 Q 73 J2 j7 （4 ．5 ）　 4．9　　 3．0 （100 ） 安　 山　 岩

砥　　 石 Q 4 SI　 5 10 ．0　 10．6　　 4 ．7 （640 ） 砂　　　 岩

石　　 臼 Q 79 S D　3 11 ．1　 10．5　　 9 ．7 （915） 安　 山　 岩 P L 62

軽石製品 Q 22 SI 16 6．0　　 5．6　　 3 ．3 20 軽　　　 石

軽石製品 Q 23 S I 16 5．7　　 5 ．4　　 3 ．6 20 軽　　　 石

軽石製品 Q 25 S I 38 （7．3）　 7 ．3　　 3．8 （85） 軽　　　 石
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湊　　藍暴騰錘一覧嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は）

図版番号 出土地点
［‾蘭 頑

幅画 厚摘 重（g） 台帳
番 号

備　 考
桓 版番号

出土地点 長軸 幅軸 厚録 重（g） 台帳
番号

備　 考

第211図
1

S 工2 6．6 6 ．5 1．0 60 10 5 完　　 形
！ 3 8

S I2 4 4 ．0 3 ．2 0 ．8 16 20 4 完　　 形

2 S I2 7．0 4 ．2 1．2 48 n l 完　　 形
i 3 9

S I2 5 4 ．5 3 ．0 1．5 22 20 6 目線宮路片
完　　　 形

3 S I2 7．4 5 ．3 1．2 （63） 1 15 一 部　 欠
！ 4 0

S I26 4．7 4．9 1．1 2 9 20 8 完　　 形

4 S I2 6．6 6 ．1 1．2 6 9 119 完　　 形 4 1 S I26 4 ．8 4．7 1．0 3 3 2 1 2 完　　 形

5 S I3 6 ．0 4．8 1 ．3 5 2 112 完　　 形 42 S I26 5．6 5．1 1．3 4 0 2 13 完　　 形

6 S 13 6 ．1 5．1 1 ．3 5 1 120 完　　 形 43 S I26 5 ．5 4 ．2 1．7 3 7 2 14
目線普β片
完　　　 形

7 S I3 6 ．0 4 ．2 0．9 2 9 1 2 1 完　　 形 4 4 S I28 6 ．9 4 ．3 0．9 3 9 2 18 完　　 形

8 S I3 4 ．5 4 ．3 0．9 27 1 23 完　　 形 4 5 S ‡2 8 4 ．8 3 ．4 1．1 26 2 19 日経書β片
完　　　 形

9
日 高 日 用 1 5 ．4 1 1．2

5 1 12 8 完　　 形
i

4 6
i s 王2 8

7 ．6 7 ．3
i

1．1 62 2 25 完　　 形

10 S ‡3 5．8 4 ．7 1．2 38 13 1 完　　 形 4 7 S I2 8 3．7 3 ．7 1．0 18 22 7 完　　 形

H S I3 4．0 4 ．8 0 ．9 16 14 2 完　　 形 4 8 S I2 8 5．9 4．8 1 ．0 3 3 22 8 完　　 形

12 S I3 4 ．1 3 ．9 1．2 2 5 14 3 完　　 形 4 9 S I28 4．7 5．3 1 ．0 2 9 2 30 完　　 形

13 S I5 6 ．1 5．9 1 ．0 3 9 144 完　　 形 50 S I28 4．日 3．8 0．9 2 2 2 3 1 完　　 形

14 S I5 6 ．8 5．2 1．0 4 8 1 45 日経 普β片
完　　　 形

5 1 S I29 3む7 3 ．3 0．9 1 7 2 33 完　　 形

15 S I5 4 ．5 3．3 1．0 24 14 6 完　　 形 52 S I30 5．3 4 ．1 1．0 27 2 36 完　　 形

1 6 S I5 3 ．3 1．8 1．0 9 15 0 完　　 形 第212図
53

S I 30 4 ．9 3 ．9 1．0 19 2 38 完　　 形

17 S I5 5．3 3 ．9 1．2 33 15 2 完　　 形 5 4 S I3 1 4 ．0 3 ．3 1．3 26 24 0 完　　 形

18 S 17 5．9 5 ．3 1．0 4 2 15 4 完　　 彬 5 5 S I3 1 4．8 2 ．7 1．5 33 24 2
目線宮け片
完　　　 形

19 S I7 ¢・3 3 ．8 0 ．8 2 1 514 完　　 形 5 6 S I3 1 6．6 5．8 1 ．1 56 24 4 完　　 形

20 S I8 5．2 4．2 工2 3 6 160 完　　 形 5 7 S I33 5．1 4．5 1 ．0 3 2 24 8 完　　 形

21 S I1 6 5．4 3．7 0 ．8 2 6 165 日経濱β片
完　　　 形

58 S I33 5．7 4 ．9 0．7 2 9 2 4 9 完　　 形

2 2 S I17 3 ．9 4 ．0 1 ．1 2 6 167 目線宮路片
完　　　 形

59 S I35 5．2 4 ．2 1．0 3 0 2 54 完　　 形

2 3 S I20 7 ．8 5．2 0 ．8 4 6 1 73 完　　 形 60 S 工38 5 ．6 4 ．3 1．0 2 6 2 65 完　　 形

24 S I2 1 6．6 7 ．0 1．2 67 1 75 完　　 形 61 S I3 8 4 ．4 4 ．2 L 2 2 2 2 70 完　　 形

2 5 S I2 1 寸．9 3 ．5 0 ．8 20 17 8 目線苦に片
完　　　 形

6 2 S I3 9 5 ．6 4 ．3 1．2 34 27 2 ロ経書β片
完　　　 形

26 S I2 2 6．4 4 ．8 1．1 45 17 9 完　　 形 6 3 S I3 9 5 ．6 3 。2 1．1 23 27 3 完　　 形

27 S I2 2 5．5 4 ．3 1．3 36 18 2 ロ経書β片
完　　　 形

6 4 S I3 9 4．8 4．1 L 2 27 27 7 完　　 形

28 S I2 2 5．4 2．8 1 ．0 22 184 完　　 形 6 5 S I3 9 4．4 3．8 1 ．1 19 28 6 完　　 形

2 9 S I2 2 5．6 4．5 1 ．1 3 2 186 完　　 形 6（う S I39 8 ．1 7．1 1。2 8 4 289 完　　 形

3 0 S 王22 5 ．2 3．7 1 ．1 3 3 187 完　　 形 67 S I39 4 ．7 3．6 1．0 2 2 2 92 H 経書β片
完　　　 形

3 1 S I22 6 ．6 3 ．6 1．8 4 2 1 88 完　　 形 68 S 工39 6 ．0 4 ．7 1．1 4 1 2 94 ロ緑書β片
完　　　 形

3 2 S 王22 4 ．5 3 ．5 1．4 2 6 1 91 完　　 形 6 9 S I39 5 ．2 4 ．6 0 ．9 30 30 4 完　　 形

33 S I22 5．7 4 ．2 1．3 30 19 2 完　　 形 7 0 S I3 9 4 。6 3 ．7 0 ．7 16 30 7 完　　 形

34 S I2 2 5．0 4 ．4 1．1 29 19 3 完　　 形 7 1 S I3 9 4 ．6 3 ．3 1．3 2 1 25 8 完　　 形

3 5 S I2 2 4 ．1 4 ．1 1。9 29 19 5 完　　 形 7 2 S 工4 3 4．3 4．2 1．1 25 28 2 完　　 形

3 6 S 王2 2 5．5 3．9 1．5 3 2 19 7 Eコ経書β片
完　　　 形

7 3 S I4 3 5．6 3．9 1 ．0 2 8 28 3 完　　 形

3 7 S I24 4 ．1 2．9 1 ．0 15 2 03 完　　 形 74 S M ll 5．0 4 ．6 0 ．9 2 3 3 10 完　　 形

－320－



（2）

図 版 番 号 出 土 地 点 長 柄 幅 紬 厚 屈 垂 （g ） 台 帳
番 号

備　 考 図 版 番 号 出 土 地 点 長 軸
巨 錮

厚 屈 重 （g ） 台 帳
番 号

備　 考

第 2 12 【裏
7 5

S M 1 7 5 ．5 5 ．9 1 ．2 5 0 3 1 4 完　　 形 S I 2 4 ．2 2 ．6 0 ．9 1 3 1 0 1 完　　 形

7 6 S M 3 5 5 ．3 4 ．5 0 ．9 2 7 3 2 0 完　　 形 S 工2 （6 ．4 ） （ 5 ．2 ） 1 ．1 （3 0 ） 1 0 2 半　　 欠

7 7 S K l O 4 ．8 4 ．2 1 ．1 2 8 3 3 2 完　　 形 S 工2 （3 ．7 ） 6 ．2 0 ．9 （3 1 ） 1 0 3 半　　 欠

7 8 S K 3 7 3 ．7 3 ．0 1 ．0 1 7 3 3 4 完　　 形 S I 2 （5 ．2 ） 4 ．2 1 ．4 （2 8 ） 1 0 4 一 部 欠

7 9 S K 4 9 7 ．3 6 ．0 1 ．2 5 6 3 3 7 完　　 形 S I 2 （5 ．9 ） 4 ．5 0 ．7 （2 4 ） 1 0 6 一 部 欠

8 0 S K 5 6 6 ．4 4 ．1 1 ．2 3 7 3 4 1 完　　 形
！

S I 2 4 ．4 3 ．2 1 ．1 （2 1 ） 1 0 7 一 部 欠

8 1 S K 6 3 9 ．1 6 ．6 1 ．2 7 6 3 4 2 完　　 形 S I 2 （3 ．8 ） 4 ．1 1 ．3 （2 6 ） 1 0 8 半　　 欠

8 2 S K 8 6 7 ．9 5 ．4 1 ．0 4 7 3 5 1 完　　 形 S I 2 2 ．9 3 ．1 1 ．5 1 4 1 0 9 H 縁 書 β 片
完　　　 形

8 3 S K 8 6 8 ．1 7 ．0 0 ．8 5 7 3 5 2 完　　 形 S I 2 3 ．8 2 ．2 1 ．4 1 6 1 1 0 完　　 形

8 4 S K l O 2 5 ．5 3 ．9 1 ．0 2 6 3 5 8 完　　 形 S 王2 5 ．6 5 ．0 1 ．1 4 0 1 1 3 完　　 形

8 5 I 3 a 6 5 ．8 4 ．6 1 ．1 3 7 3 6 6 完　　 形 S I 2 （5 ．2 ） 6 ．1 1 ．2 （4 9 ） 1 1 4 半　　 欠

8 6 I 3 a 7 7 ．7 6 ．4 1 ．6 9 7 3 6 7 完　　 形 S I 2 （3 ．2 ） 5 ．3 1 ．1 （2 7 ） 1 1 6 半　　 欠

8 7 工3 f 3 6 ．4 5 ．8 0 ．9 4 3 3 6 8 完　　 形 S I 2 （4 ．6 ） 3 ．9 1 ．4 （2 4 ） 1 1 7 一 部 欠

8 8 I 3 f 4 6 ．7 4 ．7 1 ．0 3 4 3 6 9 完　　 形 S I 2 3 ．2 3 ．4 1 ．3 1 8 1 1 8 完　　 形

8 9 I 3 f 4 5 ．7 4 ．7 1 ．4 4 8 3 7 0 完　　 形 S I3 6 ．9 3 ．8 1 ．0 3 4 1 2 2 完　　 形

9 0 I 3 f 4 4 ．6 4 ．4 1 ．3 2 7 3 7 1 ノ　 ッ チ 4
完　　　 形

S 工3 （4 ．1 ） 5 ．1 1 ．0 （2 8 ） 1 2 4 半　　 欠

9 1 I 3 f 9 5 ．6 5 ．9 1 ．4 5 9 3 7 2 完　　 形 S I 3 （3 ．7 ） （4 ．0 ） 0 ．8 0 1 ） 1 2 5 半　　 欠

9 2 I 3 h 3 4 ．0 4 ．0 0 ．9 2 0 3 7 3 完　　 形 S I 3 4 ．7 4 ．6 0 ．9 2 4 1 2 6 完　　 形

9 3 I 3 h 3 5 ．1 3 ．4 1 ．0 2 3 3 7 4 完　　 形 S I 3 5 ．7 5 ．2 1 ．1 4 1 1 2 7 完　　 形

9 4 J 3 a 2 4 ．3 4 ．0 1 ．0 2 1 3 7 7 完　　 形 S 工3 7 ．3 4 ．8 1 ．7 6 3 1 2 9 目 線 書 β 片
完　　　 形

9 5 J 3 b 5 5 ．7 4 ．6 0 ．9 2 9 3 8 3 完　　 形 S I 3 （4 ．2 ） 4 ．6 1 ．2 （2 7 ） 1 3 0 半　　 欠

9 6 J 3 b 5 5 ．7 4 ．5 1 ．0 3 5 3 8 6 完　　 形 S 工3 （3 ．5 ） 3 ．0 1 ．1 （1 5 ） 1 3 2 半　　 欠

9 7 J 3 C 5 6 ．8 5 ．5 0 ．9 4 5 3 9 2 完　　 形 S I 3 4 ．2 3 ．9 0 ．9 （1 7 ） 1 3 3 目 線 吾 ri賞 ‾
半　　　 欠

9 8 J 3 e 5 5 ．7 4 ．2 1 ．4 3 8 4 0 0 完 形 呂 蒜 孟 是 S I 3 3 ．5 2 ．5 0 ．8 1 1 1 3 4 完　　 形

9 9 J 3 e 5 7 ．6 8 ．2 1 ．0 6 7 3 9 9 完　　 形

i

l

i

！

！

i

！

I

i

i

S I 3 2 ．5 2 ．0 0 ．9 7 1 3 5 完　　 形

1 0 0 J 3 j 5 7 ．0 4 ．8
1 ・1 ！

0 ．9

1 ．3

0 ．9

1 ．1

1 ．1

1 ．1

1 ．4

1 ．2

0 ．9

1 ．1

4 3 4 0 5 完　　 形 S I 3 4 ．5 3 ．0 1 ．1 2 2 1 3 6 完　　 形

1 0 1 J 3 h 4 4 ．0 3 ．7 1 8 4 0 8 完　　 形 S I 3 （2 ．8 ） 3 ．0 1 ．0 （ 1 1 ） 1 3 7 半　　 欠

1 0 2 J 3 e 4
6 ・可

6 ．2

7 ．2

4 ．4

4 ・5 ！

7 ．0

5 ．5

4 ．5 5 0 3 8 4 完　　 形 S 工3 （2 ．7 ） 4 ．6 1 ．2 （1 9 ） 1 3 8 半　　 欠

第 2 13図
1 0 3

I 3 f 3 4 ．5 3 6 4 4 1 完　　 形 S I 3 2 ．9 5 ．6

4 ．1

4 ・可

3 ．2

3 ．4

1 ．2 （2 4 ） 1 3 9 半　　 欠

1 0 4 J 3 f 2
6 ・弓

4 ・可

3 ・6 ！

5 ・可

3 ・7 i

4 ．4

3 ．1

3 ．7

3 ．7

5 6 4 4 6 完　　 形 S I3 （3 ．3 ） 1 ．0 （1 8 ） 1 4 0 半　　 欠

1 0 5 I 3 h 3 2 3 4 5 0 完　　 形 S I 3 4 ．5
1 ・6 ！

3 5 1 4 1 完　　 形

1 0 6 K 3 b 5 2 1 4 5 1 完　　 形 S I 5 （3 ．3 ）
1 ・可

（2 7 ） 1 4 7 半　　 欠

1 0 7 H 3 a 2 6 9 4 5 2 完　　 形
S I 5 i

3 ．5
1 ・可

2 0 1 4 8 完　　 形

1 0 8 J 3 a l 2 8 4 7 0 口 経 書 β月 一
完　　　 形

S I 5 ！
（3 ．6 ） 5 ．2

0 ・7 ！
（ 1 5 ） 1 4 9 半　　 欠

1 0 9 J 3 a 2 4 ．5 2 4 4 7 3 完　　 形
S I 5 i

4 ．3 2 ．8
0 ・7 ！

1 4 1 5 1 完　　 形

1 1 0 J 3 e l 4 ．3 2 0 4 8 5 完　　 形
S I 5 ！

5 ．5 4 ．8
1 ・3 ！

4 9 1 5 3
目 線 普IS 片
完　　　 ナ杉

1 1 1 J 4 b l 6 ．5 1 ．1 3 4 4 9 3 口 縁 書 β 片
完　　　 形

S I 7 ！
（3 ，7 ） 4 ．5

1 ・可
（1 9 ） 1 5 5 半　　 欠

1 1 2 表 採 ‾ 6 ．2 2 ．3 5 6 5 0 3 L l 緑 吾 β 片
完　　　 井 手

S I 7 I
3 ．4 3 ．1

1 ・1 ！
1 7 1 5 6 完　　 形

S I 2 （3 ．6 ） 4 ．1 0 ．9 （2 0 ） 1 0 0
半　 欠 l S I 7 i

（4 ．5 ） 4 ．8
1 ・可 （3 0 ） i

1 5 7 一 部 欠
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（3）

図 版 番 号 出 土 地 点 長 軸 幅 帥 摩 帥 重 （g ） 台 帳
番 号

備　 考 図 版 番 号 出 土 地 点 長 軸 幅 屈 厚 輌 重 （g ） 台 帳
番 号

備　 考

S I 7 （ 3 ．6 ） 3 ．9 1 ．1 （3 0 ） 1 5 8 半　　 欠 S I 2 6 5 ．2 5 ．0 1 ．5 （4 8 ） 2 1 7 半　　 欠

S I 7 （3 ．7 ） （2 ．4 ） 1 ．3 （ 9 ） 1 5 9 半　　 欠 S I 2 8 （3 ．3 ） 4 ．0 1 ．2 （1 9 ） 2 2 0 半　　 欠

S I 8 （5 ．1 ） 3 ．2 1 ．1 （3 2 ） 1 6 1 一 部 欠 S I 2 8 （6 ．6 ） 5 ．7 1 ．0 （4 9 ） 2 2 1 一 部 欠

S I 8 5 ．3 4 ．7 1 ．2 3 1 5 1 5 完　　 形 S I 2 8 6 ．1 5 ．2 1 ．0 4 5 2 2 2 完　　 形

S I 9 4 ．3 3 ．9 1 ．1 2 1 1 6 2 完　　 形 S 工2 8 （1 ．7 ） 3 ．8 0 ．9 （ 7 ） 2 2 3 半　　 欠

S I 9 （3 ．6 ） 4 ．3 1 ．3 （2 5 ） 1 6 3 半　　 欠 S 工2 8 （3 ．5 ） 3 ．8 1 ．0 （ 1 4 ） 2 2 4 半　　 欠

S I l l （5 ．0 ） 6 ．4 1 ．1 （3 7 ） 3 0 9 半　　 欠 S I 2 8 （4 ．5 ） 4 ．9 1 ．2 （3 3 ） 2 2 6 半　　 欠

S I 1 3 （3 ．7 ） （4 ．3 ） 0 ．8 （1 2 ） 1 6 4 半　　 欠 S 工2 8 （3 ．4 ） 3 ．7 0 ．9 （ 1 6 ） 2 2 8 半　　 欠

S I 1 4 （3 ．3 ） 4 ．2 0 ．8 （1 4 ） 1 6 8 半　　 欠 S 工2 8 （4 ．4 ） 3 ．0 0 ．9 （ 1 3 ） 2 3 2 半　　 欠

S I 1 6 （3 ．9 ） 5 ．8 1 ．2 （2 6 ） 1 6 6
ロ 顛表 書 β片
半　　　 欠

S 工2 9 3 ．9 4 ．1 1 ．3 2 5 2 3 4 完　　 形

S I 1 7 （4 ．1 ） 4 ．3 0 ．8 （2 0 ） 5 2 2 半　　 欠 S I 3 0 6 ．7 4 ．9 1 ．1 4 2 2 3 5 完　　 形

S 工1 7 5 ．3 4 ．0 0 ．6 2 0 5 2 3 完　　 形 S I 3 0 4 ．2 3 ．6 0 ．6 9 2 3 7 完　　 形

S 工1 9 4 ．8 3 ．1 1 ．0 1 9 1 6 9 完　　 形 S 工3 1 （4 ．5 ） 5 ．3 1 ．3 （4 2 ） 2 3 9 半　　 欠

S I 1 9 （3 ．5 ） 4 ．0 1 ．1 （ 1 7 ） 1 7 0 半　　 欠 S I 3 1 （4 ．8 ） 5 ．7 1 ．2 （4 1 ） 2 4 1 半　　 欠

S I 2 0 （4 ．3 ） 4 ．9 1 ．0 （2 1 ） 1 7 1 半　　 欠 S I 3 1 4 ．5 4 ．0 1 ．1 2 2 2 4 3 完　　 形

S I 2 0 4 ．3 4 ．5 1 ．4 3 1 1 7 2 完　　 形 S I 3 2 （4 ．4 ） 8 ．2 0 ．9 （3 ．7 ） 2 4 5 半　　 欠

S I 2 0 4 ．0 4 ．3 1 ．4 2 8 1 7 4 完　　 形 S 工3 2 （5 ．1 ） 3 ．8 0 ．8 （ 1 9 ） 2 4 6 半　　 欠

S 工2 1 5 ．0 4 ．2 1 ．0 2 3 1 7 6 完　　 形 S I 3 2 （1 ．3 ） 4 ．3 0 ．7 （ 1 2 ） 2 4 7 半　　 欠

S I 2 1 （7 ．1 ） 5 ．8 1 ．2 （4 8 ） 1 7 7 一 部 欠 S I 3 3 3 ．1 3 ．1 1 ．0 1 4 2 5 0 完　　 形

S 工2 2 5 ．2 3 ．0 1 ．2 2 4 1 8 0 目 線 膏 β片
完　　　 形

S I 3 3 （4 ．1 ） 3 ．6 1 ．1 （1 9 ） 2 5 1 半　　 欠

S I 2 2 （2 ．8 ） 3 ．8 1 ．0 （ 1 4 ） 1 8 1 半　　 欠 S 工3 5 （7 ．0 ） 5 ．0 1 ．4 （6 6 ） 2 5 2 一 部 欠

S I 2 2 5 ．1 5 ．2 1 ．0 4 6 1 8 3 完　　 形 S 工3 5 4 ．2 4 ．9 0 ．6 （1 6 ） 2 5 3 半　　 欠

S 工2 2 5 ．2 4 ．3 1 ．2 2 5 1 8 5 完　　 形 S I 3 7 （5 ．4 ） 5 ．6 1 ．1 （3 8 ） 2 5 5 半　　 欠

S I 2 2 （5 ．2 ） 5 ．2 1 ．4 （4 4 ） 1 8 9 半　　 欠 S I 3 7 （6 ．3 ） 3 ．6 1 ．4 （3 5 ） 2 5 6 一 部 欠

S I 2 2 （5 ．8 ） 4 ．2 1 ．1 （2 9 ） 1 9 0 半　　 欠 S I 3 7 （4 ．2 ） 3 ．8 1 ．6 （2 1 ） 2 5 7 半　　 欠

S I 2 2 （5 ．0 ） 4 ．5 1 ．3 （2 7 ） 1 9 4 半　　 欠 S I 3 8 4 ．9 2 ．9 1 ．1 2 2 2 5 9 完　　 形

S I 2 2 5 ．0 3 ．7 1 ．1 2 4 1 9 6 完　　 形 S I 3 8 （5 ．0 ） 3 ．1 0 ．8 （1 5 ） 2 6 0 半　　 欠

S I 2 3 2 ．9 3 ．6 1 ．0 1 2 1 9 8 完　　 形 S 工3 8 （4 ．0 ） 4 ．4 1 ．0 （2 1 ） 2 6 1 半　　 欠

S I 2 4 5 ．9 4 ．0 0 ．9 5 8 1 9 9 完　　 形 S I 3 8 （3 ．9 ） 4 ．7 1 ．1 （2 4 ） 2 6 2 目 線 吾 β 片
半　　　 欠

S I 2 4 （ 3 ．2 ） 4 ．4 0 ．8 （1 5 ） 2 0 0 半　　 欠 S I 3 8 （3 ．9 ） 4 ．0 0 ．8 （1 7 ） 2 6 3 半　　 欠

S 工2 4 （3 ．5 ） 3 ．4 0 ．7 （3 0 ） 2 0 1 半　　 欠 S I 3 8 （4 ．7 ） 3 ．7 0 ．9 （2 0 ） 2 6 4 半　　 欠

S I 2 4 （3 ．1 ） 4 ．3 （1 ．1 ） （1 8 ） 2 0 2 半　　 欠 S I 3 8 （6 ．2 ） 3 ．2 1 ．2 （2 8 ） 2 6 6
ム＿　糸豪 富　 呂 ‾

－　 吾β　 欠

S I 2 4 （3 ．0 ） 4 ．8 0 ．8 （1 6 ） 2 0 5 半　　 欠 S 工3 8 （4 ．．7 ） 5 ．0 1 ．4 （4 1 ） 2 6 7 半　　 欠

S 工2 6 （4 ．3 ） 4 ．4 1 ．1 （3 0 ） 2 0 7 半　　 欠 S I 3 8 （4 ．6 ） 3 ．9 1 ．0 （1 7 ） 2 6 8 半　　 欠

S I 2 6 4 ．2 3 ．2 1 ．1 1 4 2 0 9 完　　 形 S I 3 8 6 ．3 4 ．7 1 ．4 4 9 2 6 9 完　　 形

S I 2 6 4 ．3 4 ．6 0 ．9 2 2 2 1 0 完　　 形 S I 3 8 5 ．6 4 ．0 1 ．2 2 9 2 7 1 完　　 形

S I 2 6 （9 ．2 ） 0 ．7 1 ．3 （1 1 0 ） 2 1 1 一 部　 欠 S I 3 9 4 ．1 3 ．4 0 ．9 1 4 2 7 4 完　　 形

S I 2 6 （3 ．5 ） 3 ．7 0 ．7 （1 4 ） 2 1 5 半　　 欠 S I 3 9 5 ．8 5 ．2 1 ．1 3 9 2 7 5 完　　 形

S I 2 6 4 ．6 4 ．2 1 ．2 3 2 2 1 6 完　　 形 S I 3 9 5 ．5 4 ．6 0 ．9 3 1 2 7 6 完　　 形

－322一



（4）

図 版 番 号 出 土 地 点 長 軸 幅 輌 厚 屈 垂 （g ） 台 帳
番 号 備　 考 図 版 番 号 出 土 地 点 長 軸 幅 輌 厚 輌 重 （g ） 台 帳

番 号
備　 考

S 工3 9 5 ．6 4 ．1 1 ．2 3 7 2 7 8 完　　 形 S D 8 5 ．3 4 ．2 0 ．9 2 6 3 2 9 完　　 形

S I 3 9 （3 ∵0 ） 2 ．9 0 ．9 （ 8 ） 2 7 9 半　　 欠 S D 8 （3 ．7 ） 5 ．2 0 ．9 （2 1 ） 3 3 0 半　　 欠

S I3 9 （3 ．4 ） 3 ．4 1 ．1 （1 8 ） 2 8 7 半　　 欠 S D 8 （5 ．3 ） 4 ．6 1 ．2 （3 5 ） 3 3 1 半　　 欠

S I 3 9 （5 ．1 ） 3 ．8 1 ．3 （2 0 ） 2 8 8 半　　 欠 S D 8 5 ．0 4 ．0 1 ．4 3 0 ．1 5 2 1 完　　 形

S I 3 9 （3 ．4 ） 2 ．8 0 ．8 （1 0 ） 2 9 0 半　　 欠 S K 2 1 4 ．7 4 ．2 0 ．8 1 3 3 3 3 完　　 形

S I 3 9 （5 ．2 ） 4 ．5 0 ．8 （2 6 ） 2 9 1 半　　 欠 S K 4 7 6 ．9 5 ．9 1 ．0 5 7 3 3 5 完　　 形

S I 3 9 （5 ．8 ） 5 ．2 0 ．7 （1 9 ） 2 9 3 半　　 欠 S K 4 8 （3 ．3 ） 3 ．2 0 ．8 （1 1 ） 3 3 6 半　　 欠

S I 3 9 3 ．5 3 ．6 0 ．9 1 2 2 9 5 完　　 形 S K 5 2 （4 ．7 ） 3 ．6 0 ．9 （1 9 ） 3 3 8 一 部 欠

S I 3 9 （4 ．5 ） 4 ．2 0 ．8 （1 7 ） 2 9 6 半　　 欠 S K 5 2 4 ．6 4 ．7 1 ．0 2 7 3 3 9 完　　 形

S I 3 9 （4 ．7 ） 3 ．9 0 ．7 （1 5 ） 2 9 7 半　　 欠 S K 5 2 3 ．9 2 ．8 1 ．1 1 2 3 4 0 完　　 形

S I 3 9 （7 ．6 ） 5 ．6 0 ．8 （4 3 ） 2 9 8 半　　 欠 S K 6 3 5 ．5 4 ．2 1 ．1 3 4 3 4 3 完　　 形

S I 3 9 4 ．8 3 ．9 1 ．8 3 9 2 9 9 完　　 形 S K 6 3 （3 ．0 ） 4 ．0 1 ．1 （1 8 ） 3 4 4 半　　 欠

S I 3 9 4 ．7 3 ．6 1 ．0 2 1 3 0 0 完　　 形 S K 6 3 （3 ．7 ） 5 ．0 1 ．0 （2 6 ） 3 4 5 半　　 欠

S I 3 9 6 ．0 4 ．6 0 ．7 2 1 3 0 1 完　　 形 S K 6 3 4 ．6 5 ．0 1 ．1 2 7 3 4 6 完　　 形

S I 3 9 （4 ．3 ） 5 ．7 1 ．1 （3 2 ） 3 0 2 半　　 欠 S K 6 3 4 ．8 4 ．5 1 ．1 3 3 3 4 7 口 経 書β片
完　　　 形

S I 3 9 （5 ．1 ） 4 ．4 1 ．1 （2 6 ） 3 0 3 半　　 欠 S K 6 3 4 ．5 4 ．3 0 ．9 2 0 3 4 8 完　　 形

S 工3 9 4 ．7 4 ．0 0 ．9 1 8 3 0 5 完　　 形 S K 6 3 4 ．8 4 ．9 0 ．9 3 0 3 4 9 完　　 形

S I 3 9 （8 ．5 ） 5 ．6 1 ．1 （5 6 ） 3 0 6 一 部 欠 S K 8 5 （4 ．4 ） 4 ．1 1 ．1 （2 2 ） 3 5 0 半　　 欠

S I 3 9 3 ．4 3 ．1 0 ．8 1 2 3 0 8 完　　 形 S K 8 6 4 ．7 4 ．2 1 ．0 2 3 3 5 3 完　　 形

S I4 3 5 ．6 6 ．9 1 ．4 5 9 2 8 0 完　　 形 S K 8 6 4 ．8 6 ．8 0 ．9 3 6 3 5 4 完　　 形

S I 4 3 （4 ．9 ） 4 ．8 1 ．0 （2 9 ） 2 8 1 半　　 欠 S K 8 8 （2 ．4 ） 3 ．1 0 ．8 （ 7 ） 3 5 5 半　　 欠

S I 4 3 4 ．4 2 ．8 1 ．0 1 2 2 8 4 完　　 形 S K 9 2 4 彗 3 ．4 0 ．7 1 3 3 5 6 完　　 形

S I 4 3 （4 ．6 ） 4 ．4 0 ．9 （2 0 ） 2 8 5 半　　 欠 S K l O O （5 ．1 ） 4 ．4 1 ．1 （2 4 ） 3 5 7 半　　 欠

S M 1 3 5 ．1 3 ．9 1 ．0 2 4 3 1 1 完　　 形 S K l O 6 （4 ．7 ） 5 ．7 1 ．0 （3 2 ） 3 5 9 目 線 膏β片
半　　　 欠

I

i

！

！

！

！

i

i

i

i

i

i

i

l

l

S M 1 7 4 ．9 4 ．1

4 ・可

4 ・可

4 ．3

5 。5

4 ．3

4 ．2

（5 ．5 ）

4 ．1

2 ．8

3 ・7 1

3 ・2 ！

5 ．3

4 ．8

4 ．3

1 ．0 2 5 3 1 2 完　　 形 S K l O 6 6 ．0 5 ．1 1 ．2 4 0 3 6 0 完　　 形

S M 1 7
3 ・可

8 ・弓

3 ・5 ！

（4 0 2 ）！

（4 ・2 ）I

（5 ・3 ）！

（4 ・7 ）！

（3 ・3 ）！

3 ・5 i

（2 ．8 ）

5 ．1

0 ．7 1 6 3 1 3 完　　 形

！

！

S K l O 6 （4 ．9 ）

4 ・弓

（4 ・8 ）！

5 ・1 ！

（5 ・7 ）！

4 ．7

（5 ．1 ）

（2 ．9 ）

4 ．8

4 ．2

4 ・可

2 ・可

5 ・3 ！

5 ・2 i

6 ．1 1 ．1 （3 6 ） 3 6 1 日 経 書β片
半　　　 欠

S M 2 6 1 ．4 5 5 3 1 5 完　　 形 S K l 1 3 3 ．8 0 ．9 1 6 3 6 2 完　　 形

S M 3 4 1 ．3 1 9 3 1 6 完　　 形 S K 1 2 3 5 ．6 0 ．9 （3 0 ） 3 6 3 半　　 欠

S M 3 5 1 ．0 （2 5 ） 3 1 7 半　　 欠 S K 1 2 3 5 ．5 1 ．1 3 4 3 6 4 完　　 形

S M 3 5 1 ．1

1 ．0

1 ．1

1 ．0

1 ・可

0 ・9 i

1 ・弓

1 ・3 ！

1 ・2 ！

（2 4 ） 3 1 8 半　　 欠 i

l

S K 1 2 3 4 ．2 1 ．0 （2 5 ） 3 6 5 一 部 欠

S M 3 5 （2 4 ） 3 1 9 半　　 欠 I 3 j7 4 ．4 1 ．2 3 ．0 3 7 5 完　　 形

S D 4 （2 6 ） 3 2 1 半　　 欠 I 4 j2 4 ．6 1 ．4 （3 3 ） 3 7 6 U 緑 書β片
半　　　 欠

S D 5 （1 8 ） 3 2 2 半　　 欠 J 3 a 6 3 ．3 1 ．2 （1 5 ） 3 7 8 半　　 欠

S D 5 1 4 3 2 3 完　　 形 J 3 a 6 4 ．8 1 ．2 3 2 3 7 9 完　　 形

S D 5 （1 3 ） 3 2 4
呈 綾 部 糾

！

J 3 b 5 3 ・可 1 ・1 l
2 1 3 8 0 完　　 形

S D 5 2 0 3 2 5 H 経 書β片
完　　　 形 J 3 b 5 4 ・2 ！ 0 ・可

2 8 3 8 1 完　　 形

S D 5 6 ．4 4 6 3 2 6 完　　 形 l
J 3 b 5

4 ・O i 1 ・可
1 4 3 8 2 完　　 形

S D 8 （5 ．6 ） （3 8 ） 3 2 7 半　　 欠 ！ J 3 b 5 4 ・2 i 1 ・O i
2 7 3 8 5 完　　 形

S D 8 5 ・5 i 1 ・可 3 6 3 2 8 i 完　　 形 ！ J 3 b 5 1 4 ！ 1 ・1 ！
2 7 3 8 7 完　　 形
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（5）

図 版 番 号 出 土 地 点 良 屈 幅 輌 厚 屈 垂 （g ） 台 帳
番 号

備　 考 図 版 番 号 出 土 地 点 長 軸 幅 輌 厚 屈 重 （g ） 台 帳
番 号

備　 考

J 3 b 5 5 ．1 4 ．2 1 ．0 2 6 3 8 9 完　　 形 I 4 f l （7 ．3 ） 4 ．4 1 ．0 （4 3 ） 4 6 2 半　　 欠

J 3 b 5 （7 ．2 ） 5 ．0 1 ．0 （4 7 ） 3 9 0 一 部 欠 I 4 j l （6 ．8 ） 5 ．9 1 ．0 （5 3 ） 4 6 3 半　　 欠

J 3 C 4 （6 ．8 ） 7 ．0 1 ．0 （5 6 ） 3 9 1 半　　 欠 J 2 C 。 5 ．9 5 ．0 1 ．3 4 4 4 6 4 完　　 形

J 3 C 5 （4 ．2 ） 3 ．1 1 ．1 （2 0 ） 3 9 3 目 線 吾 β片
半　　　 欠

J 2 d o （3 ．7 ） 3 ．9 1 ．1 （2 2 ） 4 6 5 半　　 欠

J 3 d 3 （3 ．6 ） 3 ．9 0 ．8 （1 3 ） 3 9 4 半　　 欠 J 2 e 9 （3 ．9 ） 5 ．3 1 ．0 （1 9 ） 4 6 6 半　　 欠

J 3 d 5 （3 ．9 ） 4 ．2 1 ．5 （3 0 ） ・ 3 9 5 半　　 欠 J 3 a l （3 ．7 ） 6 ．3 0 ．9 （2 6 ） 4 6 7 半　　 欠

J 3 d 5 （5 ．8 ） 7 ．0 0 ．9 （4 0 ） 3 9 6 半　　 欠 J 3 a l （4 ．1 ） 3 ．8 1 ．1 （2 1 ） 4 6 8 半　　 欠

J 3 d 5 （5 ．1 ） 5 ．9 1 ．2 （3 6 ） 3 9 7 半　　 欠 J 3 a l （3 ．6 ） 5 ．5 1 ．2 （2 8 ） 4 6 9 半　　 欠

J 3 d 5 （3 ．7 ） 3 ．6 1 ．0 （ 1 6 ） 3 9 8 半　　 欠 J 3 a 2 （3 ．4 ） 3 ．5 1 ．1 （1 4 ） 4 7 1 半　　 欠

J 3 f l 3 ．8 3 ．0 0 ．8 1 0 4 0 1 完　　 形 J 3 a 2 （4 ．1 ） 4 ．3 1 ．3 （2 9 ） 4 7 2 半　　 欠

J 3 f 5 （7 ．9 ） 7 ．7 1 ．1 （7 7 ） 4 0 2 完　　 形 J 3 a 4 （3 ．8 ） 4 ．5 1 ．0 （2 2 ） 4 7 4 半　　 欠

J 3 g l 3 ．8 5 ．6 1 ．3 3 0 4 0 3 完　　 形 J 3 a 4 （5 ．9 ） 4 ．3 0 ．9 2 4 4 7 5 半　　 欠

J 3 g 2 （3 ．0 ） 4 ．4 1 ．3 （1 8 ） 4 0 4 半　　 欠 J 3 a 6 （2 ．8 ） 4 ．1 0 ．6 （ 9 ） 4 7 6 半　　 欠

J 3 j 5 6 ．3 4 ．6 1 ．0 3 2 4 0 6 完　　 形 J 3 a 6 （3 ．7 ） 4 ．2 1 ．0 （2 1 ） 4 7 7 半　　 欠

K 3 b 6 （5 ．7 ） 4 ．2 1 ．2 （3 3 ） 4 0 7 一 部 欠 J 3 a 7 （6 ．1 ） 5 ．9 1 ．3 （4 5 ） 4 7 8 半　　 欠

J 3 e 4 5 ．9 6 ．0 L 3 4 2 3 8 8 完　　 形 J 3 b 6 （4 ．5 ） 4 ．2 1 ．0 （2 1 ） 4 7 9 半　　 欠

I 3 j 9 6 ．4 5 ．3 1 ．1 4 9 4 3 4 完　　 形 J 3 C 6 （3 ．8 ） 5 ．1 0 ．9 （2 3 ） 4 8 0 半　　 欠

K 3 d l 5 ．5 4 ．7 0 ．8 4 9 4 3 5 完　　 形 J 3 c l （7 ．7 ） 6 ．1 0 ．9 （5 0 ） 4 8 1
＝ 紬 捕 甘 片
半　　　 欠

I 4 h l 5 ．3 5 ．0 1 ．0 3 3 4 3 6 完　　 形 J 3 d 3 （3 ．9 ） 5 ．5 1 ．2 （2 6 ） 4 8 2 半　　 欠

K 3 b 。 4 ．6 3 ．7 1 ．0 2 1 4 3 7
口 練 書 β片
完　　　 形

J 鎚 3 6 ．3 5 ．2 1 ．4 5 4 4 8 3 完　　 形

K 2 a 8 5 ．0 4 ．7 0 ．8 2 2 4 3 8 完　　 形 J 3 d 8 （4 ．2 ） 3 ．9 1 ．1 （ 1 9 ） 4 8 4 半　　 欠

J 3 C 4 3 ．9 3 ．6 0 ．9 1 4 4 3 9 完　　 形 J 3 e 3 （3 ．9 ） 3 ．7 0 ．9 （ 1 1 ） 4 8 6 半　　 欠

I 3 h 6 7 ．3 4 ．9 1 ．0 4 6 4 4 0 完　　 形 J 3 e 3 （4 F．9 ） 5 ．9 0 ・P 1（3 6 ） 4 8 7 半　　 欠

J 3 d 8 5 ．4 4 ．7 1 ．0 3 0 4 4 2
目 線 剖 ～片
完　　　 形

J 3 f 3 （4 ．5 ） 5 ．6 1 ．0 （3 4 ） 4 8 8 半　　 欠

J 3 a 4 （5 ．2 ） 3 ．8 0 ．9 （1 9 ） 4 4 3 一 部 欠 J 3 f 4 （4 ．1 ） 4 ．0 0 ．8 （ 1 8 ） 4 8 9 半 一　 欠

L J つL L に　 臭 く　 ら 1 1 4 G A A A 雲宗　　　 甘 受 T q L 「3 1 1 1 　 ∩ 1 1 「 1 4 1 A q n ま と＋ ＋ ノk
▲」L 　Lノl h b し′．lL J しノ　e 　L ノ JL 　e 　JL 1 　ヽノ ▲　JL 　JL ノLJ 　　　　　　　　　l l／ U 　ヽノーふU ＼、h′‘‘L ／ 　ヽ‘‾　▲　′ l

I 4 i l 6 ．0 3 ．6 1 ．0 2 8 4 4 5 完　　 形 J 3 g 5 （3 ．8 ） 5 ．8 1 ．4 （3 6 ） 4 9 1 目 線 吾β 片
半　　　 欠

J 3 d 7 4 ．5 3 ．2 1 ．1 2 0 4 4 7 完　　 形 J 3 j 8 （6 ．2 ） 5 ．7 1 ．5 （5 3 ） 4 9 2 半　　 欠

J 3 b 6 5 ．3 4 ．2 0 ．9 2 9 4 4 8
日 綾 部 ～片
完　　　 形

J 4 b 2 （3 ．2 ） 4 ．3 0 ．9 （ 1 4 ） 4 9 4 半　　 欠

J 3 b 6 3 ．6 2 ．5 0 ．9 1 0 4 4 9 完　　 形 J 4 b 3 4 ．7 4 ．9 1 ．0 2 9 4 9 5 完　　 形

I 2 d 。 （6 ．1 ） 5 ．5 1 ．6 （5 ．3 ） 4 5 3 半　　 欠 J 4 b 3 （5 ．1 ） 5 ．3 0 ．6 （2 2 ） 4 9 6 半　　 欠

I 3 b 6 6 ．0 4 ．7 1 ．4 4 7 4 5 4 完　　 形 J 4 c l 4 ．8 4 ．0 1 ．0 2 3 4 9 7 完　　 形

I 3 g o （5 ．4 ） 6 ．3 1 ．3 （5 7 ） 4 5 5 半　　 欠 J 4 c l 5 ．9 4 ．7 1 ．0 3 2 4 9 8 完　　 形

I 3 h 3 7 ．4 5 ．4 1 ．0 5 6 4 5 6 完　　 形 J 4 C 2 （4 ．2 ） 5 ．3 1 ．0 （2 3 ） 4 9 9 半　　 欠

I 3 h 6 （5 ．8 ） 5 ．1 1 ．1 （4 7 ） 4 5 7 一 部 欠 K 3 a 3 （3 ．4 ） 4 ．6 1 ．0 （1 7 ） 5 0 0 L l 経 書 に 片
半　　　 久 ：

I 3 i o 6 ．5 5 ．8 1 ．1 5 1 4 5 8 完　　 形 K 3 b 6 （5 ．8 ） 5 ．2 1 ．0 （3 3 ） 5 0 1 半　　 欠

I 3 i 9 5 ．3 4 ．1 0 ．9 2 5 4 5 9 完　　 形 表 採 5 ．4 3 ．0 1 ．0 2 4 5 0 2 完　　 形

工3 j 6 （4 ．7 ） 3 ．5 1 ．0 （ 1 7 ） 4 6 0 半　　 欠 表 採 （4 ．4 ） 4 ．0 1 ．1 （2 1 ） 5 0 4 半　　 欠

I 3 j 9 6 ．0 6 ．0 1 ．1 5 0 4 6 1 完　　 形 ※ 胴 部 は 未 記 入 ， 半 欠 は 半 分 欠 損 。
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表9　管状土錘・円板一覧表

図 版 番 号 出 土 地 点 長 をm） 幅 転m） 厚 をm） 登 （g ） 備　 考 図 版 番 号 出 十 地 点 長 転m） 幅 （m） 厚 抽 重（g ） 備　 考

第 2 13 図
11 3

J3 i5 6 ．2 4 ．5 3 ．8 14 5 管 状 土 錘 1 1 S I 3 7 3 ．6 3 ．9 1 ．0 16 円　　 板

1 S I 2 3 ．2 3 ．2 1 ．0 14 円　　 板 12 S K 6 3 5 ．1 5 ．4 0 ．1 28 有 孔 円 板

2 S I 5 3 ．5 3 ．8 0 ．8 14 円　　 板 13 J3 hヰ 4 ．3 4 ．3 0 ．8′ 18 円　　 板

3 S 1 5 4 ．4 4 ．5 1 ．0 2 6 穿 孔 途 中 14 J 3d 6 3 ．8 3 ．9 0 ．7 15 円　　 板

4 S I 5 4 ．8 4 ．8 1 ．0 3 1 穿 孔 途 中 15 J 3 j4 6 ．5 6 ．5 1 ．3 7 7 円　　 板

5 S I 5 4 ．8 4 ．4 0 ．8 24 円　　 板 16 K 3b 。 4 ．7 4 ．5 0 ．9 26 円　　 板

6 S I l l 3 ．4 3 ．7 0 ．8 15 円　　 板 17 F 4 il 4 ．2 4 ．2 1 ．0 22 円　　 板

7 S I l l 4 ．2 4 ．2 1 ．1 25 出　　 板 1 8 J 3b 4 4 ．2 4 ．5 0 ．9 2 1 円　　 板

8 S I 3 4 3 ．3 3 ．5 1 ．0 17 円　　 板 19 J3 bヰ 2 ．6 2 ．2 0 ．6 6 円　　 板

9
臣

S 1 3 4 3 ．4 3 ．4 0 ．8 12 円　　 板 20 J3 玩 3 ．0 3 ．0 0 ．8 ま0 出　　 板

10 S I 3 7 3 ．2 3 ．2 0 ．9 H 出　　 梅

／　十了、・∴裏二∴

表10　土製晶一覧表

図版番号 器種 出土地点 緩むm） 幅輌 厚両 登（g） 備考 図版番号 器種 出土地点 長姉 幅転m） 厚をm） 垂（g） 備考

第214図
15

土　 偶 J3g5 （5．の （6．1） 3．9 95 胸　 部 18 菱形土製品 S M 30 6 ．5 （5．4） 3．0 69

15 土　 偶 J2e。 （8 ．3）（3．9） 4 ．0 95 胸　 部 19 垂 飾 り S I28 5 ．7 5．7 1．0 50 2 孔

17 土　 偶 J3al （6 ．0 ）（4 ．1） 2．9 40 頭・胸部 20 耳　 栓 J3bl 2 ．5 2．5 1．4 9

．土．言売ノ艮装言≒．、

表11貝刃一覧表

図版番号 出土地点 層位
大きさ両 中 量

（g）
貝　 柱 備考 図版番号 出土地点 層位

大きさ¢m）l重量

i （g） 貝　 種 備考高 ！長 高 長

第215図
1

S M l 20 4．8 6．2 14 ハマグリ 右 第215図
11 S M 17 37 5．9 6．2 21 ハマグリ 右

2 S M l 24 4．0 5．0 8 ハマダリ 左 12 S M 26 3 2．1 6．2 4 ハマダリ 不明

3 S M lO 15 4．8 5．9 13 ハマダリ 右 13 S M 28 1 4．6 6．1 13 ハマダリ 左

4 S M ll 覆土 5．1 6．7 18 ハマグリ 左 14 S M 28 1 3．2 4．2 4 ハマダリ 左

5 S M ll 8 5．0 6．2 19 ハマグリ 左 15 S M 35 5 5．2 6．7 22 ハマグリ 右

6 S M ll 13 4．4 5．7 14 ハマダリ 左 16 S M 35 5 5．1 6．5 16 ハマダリ 左

7 S M ll 12 5．1 6．8 20 ハマグリ 左 17 S M 35 5 4．9 6．0 22 ハマグリ 右

8 S M ll 3 4．5 5．9 12 ハマグリ 右 18 S M 35 4 5．6 6．6 21 ハマダリ 左

9 S M 17 37 5．7 7．4 23 ハマグリ 右 19 S M lO 4 5．2 6．1 19 カガミガイ 右

10 S M 17 22 5．7 7．3 22 ハマダリ 右
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第212回　土器片錘実測図（2）
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第213図　土器片錘・管状土錘・土製円板実測図（3）
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第214図　把手・土製晶実測図

挿 図 番 号 出土 位 置 挿 図 番号 出 土位 置 挿 図 番 号 出 土 位 置

1 S l － 32 6 S 】－3 3 l I 13 ie

2 S l － 32 7 S l －4 0 IZ 」3C 4

3 S l －33 8 S l －43 13 」3C 5

4 S l － 33 9 S K － I6 14 J 3 d S

5 S l － 38 】0 S D － 5

－329－
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第215図　貝刃・員製品実測図

表12　貝製品一覧表

図版番号 出土地点 層位
大 きさ帥 重 量

（g）
貝　 種 備考 図版番号 出土地点 層位

大 きさ帥 重量

（g）
貝　 種 備考

高 長 高 長

第215図

20
S M 2 6 3 1．0 7．2 6 ベンケイガイ 貝輸

第215図

2 1
S M l l 5 1．8 13 ．7 32

ミミガイ科
（あわび貝顆）垂飾り
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享二幸　三三　三　〕l二

第且節　遺　　構

南三島遺跡5区から検出された遺構を時代別に分けると次のとおりである。

時　 代 遺構名 数 時　 代 遺構名 数

縄 文 時代 竪穴住居跡

土　　　 坑

埋　　　 婆

炉　　　 穴

24軒

113基

14基

1基

弥 生 時代 竪穴住居跡 1軒

古 墳 時 代 竪穴住居跡 19軒

平 安 時 代 竪穴住居跡 1軒

中世 以 降 地 下 式 坑 9基

屋　 外　 炉 5基 溝 12条

地 点 貝 塚 35基 井戸状遺構 1基

以下調査によって明らかになった事実と問題点について遺構ごとにまとめることにする。

竪穴住居跡について

（1）縄文時代

竪穴住居跡は24軒で，調査区の中央部から南側にかけて検出されている。そのうち約25％は重

複しているが，覆土の堆鸞状態などからでも新旧関係の明確にならないものが一部みられる。出

土した土器などにより時期が判定できたものは23軒であrら　時期不明の1軒を含めて縄文時代中

期複葉から縄文時代後期前葉の住居跡で，1。2e6・7区同様ほぼ継続して集落が営まれてい

たものと思われる。集落の分析には，時期の判定できたこれらの23軒の住居跡を使用して時期区

分を次のように行った。

…・加曽利Em式期の土器が出土した住居跡（第2・3e7。26。31号住居跡）

…・加曽利Em～EⅣ式期の土器が出土した住居跡（第8号住居跡）

…・称名寺式期の土器が出土した住居跡（第11・15e33・40。42e44e45号住居跡）

・…堀之内I式期の土器が出土した住居跡（第4e12e13e14・32e38・39e41e43e46号

住居跡）

I期の住居跡は5軒検出されているが，この期の集落は，2e687区を中心に生活が営まれ

ていたものと思われる。2区及び6e7区に検出された加曽利Em式期の住居跡で5区に近いもの

は，2区では，第66。73弓01・114号住居帆　6区では，第74e85号住居跡である。II期の住居跡

は，わずか1軒のみで，この住居跡も6区で営まれた集落の一部と思われ南西側に位置している。
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表13　住居跡分類集計表

形 状

時 期　 長 形　 炉 の 有 無

円　　　　　 形 楕　　 円　　 形

合　 計

炉 な　 し 炉 な　 し

加

曽

利

E

m

式

期

未 着高

一　 4 ．0
1 1

以 ＿ヒ　 未 着茜

4 ．0　－　 4 ．5

4 ．5　－　 5 ．0

5 ．0　～　 5 ．5 1 1 2

5 ．5　～　 6 ．0

6 ．0　～　 6 ．5

6 ．5　～ 1 1 2

小　　　 計 2 2 1 5

加

曽

利

E

m

i

Ⅳ

式

期

～　 4 ．0

4 ．0　～　 4 ．5

4 ．5　－　 5 ．0

5 ．0　～　 5 ．5 1 1

5 ．5　－　 6 ．0

6 ．0　－　 6 ．5

6 ．5　～

小　　　 計 1 1

称

名

寺

式

期

～　 4 ．0

4 ．0　－　 4 ．5

4 ．5　－　 5 ．0 1 1 2

5 ．0　 －　 5 ．5 2 1 3

5 ．5　－　 6 ．0

6 ．0　－　 6 ．5

6 ．5　－ 2 2

小　　　 計 3 3 1 7

堀

之

内

‡

式

期

～　 4 ．0

4 ．0　－　 4 ．5

4 ．5　－　 5 ．0 1 1

5 ．0 － 5 ．5 1 1 1 2

5 ．5　－　 6 ．0 2 2

6 ．0　－　 6 ．5 1 1

6 ．5　～ 4 4

小　　　 計 1 9 1 0

時 期 不 明 1 1

合　　　 計 5 1 1 5

を

3 2 4
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m期になると9　7軒の住居跡が検出され，1e2e6e7区にも同時期の住居跡が検出されてい

るが，住居跡軒数などから当調査区が集落の中心となっていたものと思われる。また，第44e45号

住居跡が重複していることから，建替えなどが行われたものと思われる。Ⅳ期の住居跡は，10軒

と最も多く，しかも，l e2e6e7区には検出されなかった時期の住居跡である。第216図の住

居跡分布図をみると，J3・K3区にかけては同時期の住居跡が検出されていないことから，集落

の中でも広場として利用されていた空間とも考えられる。さらに，当遺跡の南端に第32号住居跡が

検出されていることから，今後調査される3区にも集落が広がるものと考えられる。

住居跡の平面形状と規模についてみると，I期の住居跡は5軒検出され，楕円形3軒に対して，

円形は2軒である。規模では，長径5．0m以上～5．5m未満の住居跡と，6．5m以上の住居跡がそ

れぞれ2軒ずつと，4．0m未満の小型の住居跡が1軒である。II期は，楕円形を呈して，長径5．0

m以上～5．5m未満の住居跡が1軒のみである。m期は，住居跡の数は，やや増加して7軒検出

されている。平面形は，楕円形4軋　円形3軒でほぼ同数である。規模では，長径4．5m以上～5．5

m未満の住居跡が5軒で多く，6．5m以上の大型の住居跡が2軒である。Ⅳ期には，住居跡の数

はさらに多くな生10軒が検出されている。平面形は，円形の住居跡1軒，楕円形の住居跡が9軒

で，圧倒的に楕円形の住居跡が多い。また，規模は，長径5m以上～6m未満の中型の住居跡と

6．5m以上の大型の住居跡が各々4軒ずつで大半を占めている。また，第39号住居跡は，いわゆ

る柄鏡形住居跡で，柄部を除いた主体部は，長径4．94m，短径4．50mの楕円形を呈して比較的小型

である。炉は，中央からやや南側に位置する地床炉である。主柱穴は確認されなかったが，13か

所の壁柱穴が検出されている。壁柱穴については，当遺跡の縄文時代中期から後期にかけての住

居跡から検出されてはいないが，形状や規模についてはそれ程の差が認められないことから，柄

鏡形住居跡は特殊な住居跡ではなく，一般的な住居跡の一つであったものと思われる。類例を龍

ヶ崎市内に求めてみると，「廻り地A遺跡」で4軒，「仲根台B遺跡」で3軒検出されてい

る。

炉についてみると，炉を伴う住居跡は20軒で，83％に当る。これまでに調査を終えた1・2e

6・7区と比較すると，1・2区で64％，6e7区で54％の住居跡が炉を伴っていることから，

当遺跡の住居跡の方が炉を伴う割合いは高くなっている。

炉は，形態別に2類に分類することができる。1類は，床面を皿状，塊状に掘りくぼめた地床炉

で，当遺跡で検出された住居跡の大半を占めている。2類は，深鉢形土器の破片を炉壁に沿って

部分的に囲っている『土器片囲い炉』で，第38・41号住居跡の2軒が検出されている。また，第

38・39・41e44号住居跡廃絶後に貝殻が投棄されて地点貝塚が形成されているが，これら貝塚直

下の炉内覆土には，白い灰が全体的には軟らかく，一部は硬く堆積しており注目される。
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第216図　縄文時代中期加曽利EIII・EIII～EⅣ，穐文時代後期称名寺式・
堀之内I式期住居跡分布図
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（2）弥生時代

竪穴住居跡は，第1号住居跡の1軒のみで，調査区の最北部に位置し，平面形は，長軸5．4m，

短軸5．16mの隅丸方形を呈している。炉は，ほぼ中央部に位置する地床炉で1貯蔵穴が，南西コー

ナー部寄りに検出されている。これまで調査を終えた1e286・7区からは，弥生時代の住居

跡や遺物は検出されず，また，当遺跡からも1軒ということで集落構成に検討を加えることはで

きないので91軒のみ検出された事実を報告しておくにとどめたい。

（3）音磯時代前期（蓋領期）

五領期に比定される竪穴住居跡は，調査区の南部から19軒検出されている。その内住居跡の約

25％に当る5軒が縄文時代や同時期の住居跡と重複している。これらの住居跡を出土遺物から下

記の2期に分けて各住居跡の特徴や集落の構成及び変遷についてふれてみたい。

I期　当遺跡から出土した五領期の土器の中でも，やや古い方に属する第6群第1類の土器を

伴う住居跡。（第18・20e22e25e28。37号住居跡）

Ⅲ期　当遺跡から出土した五領期の土器の中でも，比較的新しい方に属する第6群第2類の土

器を伴う住居跡。（第5。9①10。16。17e19e2巨24。27e29e30。34。35号住居跡）

I期の住居跡は，6軒検出されており，第218図の住居跡分布図をみると半円状に集落が構成さ

れているものと思われる。さらに，Ⅲ期になると913軒の住居跡が検出され，I期の内側にほぼ円

形状を呈して集落が構成される住居跡群と，これらの集落の北東側に構成される小ブロックの住

居跡群の2か所に分かれる。I。Ⅲ期を通して共通することは，集落の中央部に当るJ3区には，同

時期の住居跡が検出されていないことから広場的な要素を持った空間と考えられる。

なお，昭和57年度に調査した2区からは，五領期の住居跡が4軒検出されているが，5区に隣

接している第82。84号住居跡は，今回の集落の一部を構成するものと考えられ，なかでも，第84

号住居跡は，出土遺物や規模からI期に属するものと考えられる。第63。187号住居跡の2軒は，

今回の集落とかなり距離が離れていることから同一グループとは考えられないので，その存在に

ついては，別途に考慮しなければならないであろう。

次いで，平面形状及び規模についてみると，I期の住居跡は，6軒検出され，隅丸長方形が4

軋　隅丸方形が2軒である。長軸は，4．5m以上5．0m未満の住居跡1軒に対し，6．5m以上の住

居跡は5軒で，住居跡の規模は，比較的大型化の傾向がみられる。Ⅲ期の住居跡は，13軒検出さ

れ，隅丸長方形8軋　隅丸方形は5軒で，I期の住居跡とほぼ同じような割合で検出されている。

長軸は，5・Om以上6．5m未満の住居跡は9軋　6．5m以上7．0m未満の住居跡が2軒で，I期と比

べると中型化の傾向がみられる。

長軸方向をみると，I期の住居跡では，北東を指すのは4軒で，北西を指すのは2軒である。
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第別　図　弥生◎音墳　五領　◎I期　◎平安時代住居跡分布図

表14　縄文時代の住居跡一覧表

位置
l
長 径 方 向 平 面 形

規　　　 模
床　 面 柱穴数 炉 覆土 出 土 遺 物 時　 期

長径×短機m 壁高屈

I3e 9 N －76㌧E 楕 円 形 5．09×4．45 22～30 平　　 坦 6 地 床 炉 自然 縄文土器片1，168点 加・m l

I 3b 6 N －31㌔－W 楕 円 形 7 ．90×5．67 22～34 平　　 坦 12 地 床 炉 自然 縄文土器片2，539点
石器1点

加・m I

I 3C 6 N －38㌧W 楕 円 形 6 ．72×6．04 14～18 平　　 坦 7 地 床 炉 自然
縄文土器片28点

石器1点
堀之内I

工4jl 円　　 形 3 ．92×3．80 32～38 平　　 坦 3 地 床 炉 自然 縄文土器片527点 加・Enl

I 3 j9 N －78㌧W 楕 円 形 5．36×4 ．74 29～43 平　　 坦 8 な　　 し 自然 縄文土器片512点 加・Em

～EⅣ

J3a7 円　　 形 4．95×4 ．80 30～43 平　　 坦 7 地 床 炉 自然 縄文土器片261点

石7点
称名寺

I3e3 N －9 ㌧E 楕 円 形 7．16×6 ．56 13～23 平　　 坦 6 地 床 炉 自然 縄文土器片43点 堀之内I

I4 h4 N －2 ㌧E 楕 円 形 5．75×5．37 32～40 平　　 坦 8 地 床 炉 自然 縄文土器片359点
石4点

堀之内I

I3 g4 N －5 L E 楕 円 形 5．10 ×4．75 2 3～33 平　　 坦 5 地 床 炉 自然 縄文土器片249点

石1点
堀之内I

I3d 7 N －49㌔－W 不整楕円形 5．17 ×4．76 2 5～30 平　　 坦 8 地 床 炉 自然 縄文土器片54点 称名寺

l！K 3c o N －42㌔－E 楕 円 形 7．45×7．00 な　 し 平　　 坦 9 な　　 し 自然 縄文土器片132点 加・E m

K 3c o N －20 L E （不磐円形）（5．30）×（5．05） な　 し 平　　 坦 9 地 床 炉 自然 縄文土器片964点 加 ・Em

K 3c l N － 6 L E （不整円形）（5．20）×（5．㈱）18～22 多少凹凸 13 な　　 し 自然 縄文土器片1，222点

石1点
堀之内I

J3g 5 N －33㌧ E （楕円形） （7．04）×（6．37）24～35
中央部やや

凹　　　 む
8 地 床 炉 自然 縄文土器片2，8吼長

石2点
称名寺

J3i2 N － 6㌧ E （楕円形） （5．20）×（4．80）な　 し 平　　 坦 5 地 床 炉 なし な　し 不　 明

J3b3 N －24㌔－E 楕 円 形 7 ．29×6．74 12～28 平　　 坦 19 地 床 炉 自然 縄文土器片2，283点
石6点

堀之内I

・罰　 ■
二五 「N －14益

楕 円 形 4．94×4．50 14～31 多少凹凸 13 地 床 炉 自然
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40 K 3d 4 N －70㌧E 不整楕円形 4．70 ×4．24 16～22
中央から南西

がやや高い
9 な　 し 自然

縄文土器片5嶺点

石1点
称名寺 S M 23

4 1 I3 j4 N －6 L W 楕 円 形 5．68×5．45 6 ～16 平　　 坦 9
土器片囲い炉
地床炉

自然 縄文土器片261点 堀之内I S K l18・S D 5・
S M 5・10・32

42 J 3d 5 N －22㌧W （不整楕円形）（6．83）×（5．8 ）な　 し 平　　 坦 10 地 床 炉 自然 縄文土器片15点 称名寺

43 J 3c l N －45㌔一W （不整楕円形）（6．15）×（5．65）な　 し 平　　 坦 13 地 床 炉 自然 縄文土器片653点 堀之内I SI 37・SK 120。
121・122・123

44 I 3 i3 （円　 形） （5．20） な　 し 平　　 坦 9 地 床 炉 なし 縄文土器片28点 称名寺 埋窪（M 12）

SI 45・S D 5

45 I 3 i3 偶　 形） （5．細） な　 し 平　　 坦 9 地 床 炉 なし 縄文土器片28点 称名寺
埋壌（M 6・13）

SI 44・S D 5

46 J 3d 3 N －39㌧E 楕 円 形 6 ．60×5．69 5 ～ 7 平　　 坦 15 地 床 炉 自然 縄文土器片1，640点 堀之内王

表15　弥生時代住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位置 長 軸 方 向 平　面 形

規　　　 模
床　 面 柱穴数 炉 覆土 出 土 遺 物 時　 期 備　 考

長軸×短軸毎 壁高摘

S I l H 3 i4 N －10㌔－E 隅丸方形 5．40×5．16 7 ～14
中央に
低 く傾斜 4 地 床 炉 自然 縄文土器片・弥生土

器片45点
弥生・後

表16　古墳時代住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位置 長 軸 方 向 平 面 形

規　　　 模
床　 面 柱穴数 炉 覆土 出 土 遺 物 時　 期 備　 考

長軸×短軸毎 壁高摘

S I　 5 J4 a2 N －21㌧W 長　方 形 5．92×5 ．01 3 2～49 平　　 坦 8 地 床 炉 自然 縄文土着註片620点・

暑景2．卓二
五　 領 焼失家屋

9 J3d o N －46L w 隅丸長方形 6．60×5．08 26～53 平　　 坦 7 地 床 炉 自然 五　 領

10 J4 g2 N －41㌧W 隅丸長方形 6．60×5．4 1 3 1～43 平　　 坦 4 地 床 炉 自然 縄文土器片571点・土
師器片145点・石1点

五　 領 焼失家屋

16 J3 io N －46L W 隅丸方形 5．18 ×4．94 26～41 平　　 坦 10 地 床 炉 自然
土器片472点（大半は

土師器）
五　 領

17 J 3g 8 N －39㌧W 隅丸長方形 5．7 5×5．0 1 37～45 平　　 坦 4 地 床 炉 自然 五　 領 壁溝有 年 焼
失家屋SK 18

18 J 3h 7 N ・－27L E 方　　 形 4．84 ×4．70 1 1－23 平　　 坦 3 地 床　炉 自然
縄文土器片385点・土

師器片72点
五　 領

焼失家屋

SK 19

19 J 3e 7 N －4 8㌧E 隅丸方形 4．13 ×3．9 2 17～25 平　　 坦 5 地 床 炉 自然
石6 ノ烹

五　 領 SK 20

20 J 3d 6 N －5 8㌔一W 隅丸長方形 7．20 ×6 ．10 27～39 平　　 坦 6 地 床　炉 自然 五　 領

21 J 3f4 N －8 2㌧E 不整方形 5．04×4．60 20－26 平　　 坦 4 地 床 炉 自然 五　 領 SI 42

22 K 3c o N －53㌔－W （隅丸長方形）（7．10）×（6．6（汗 28～36 平　　 坦 4 地 床 炉 自然
石4．卓二

五　 領 SI 26・3 1

24 K 3b 9 N －40㌧ E 隅丸長方形 5．60×4．60 31～3 3 平　　 坦 5 地 床 炉 自然
石1ノ烹

五　 領 SI 26

25 K 3a 8 N －42㌧E ㈱丸長方形）（6．54）×（5．60）24～3 1 平　　 坦 5 地 床 炉 自然
1 ノ烹

五　 領 SI 24

27 K 3d 8 N －35㌧W 隅丸長方形 5 ．71×4 ．35 18～3 2
西壁に向い

やや傾斜
5 地 床 炉 自然 土器片706点・石3点 五　 領 SI 23

28 K 3C 6 N －48㌧ E 隅丸長方形 7 ．34×6 ．05 38～43
多少凹凸

有　　 り 4 地 床 炉 自然
石4．貴

五　 領 SK 47 ・48
焼失家屋

29 K 3 d7 N －32㌧W 隅丸台形 4 ．36×4 ．04 21～29 平　　 坦 4 地 床 炉 自然 縄文土器片78 1点・
土師器片125点 五　 領

30 K 3 a5 N －55㌧W 長　方 形 6．25×5．51 12～20 平　　 坦 6 地 床 炉 自然
石1ノ烹

五　 領 S K 78

34 K 3 b l N －56L w 隅丸長方形 5．20×（4．80） 18～24 平　　 坦 3 地 床 炉 自然
石 2ノ哀

五　 領 S I 32 S K 55
焼失家屋

35 J3g 3 N － 9 ㌧W 方　　 形 5 ．23×5 ．13 5 －24 凹　　 凸 4 地 床 炉 撹乱
石 1ノ烹

五　 領 S K 66 ・98

37 J3d 2 N …48㌧E 隅丸方形 7．9 1×7．50 32～49 平　　 坦 11 地 床 炉 自然 土器片20，178点 ・
石5 点

五　 領 S I 43 ・46
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表17　平安時代住居跡一覧表

住居跡

畢　 号
位置 主 軸 方 向 平 面 形

規　　　 模
床　 面 柱穴数 炉 覆土 出 土 遺 物 時　 期 備　 考

長軸×短軸極 壁高屈

SI 2 3 K 3d 8 N －69 L W （隅丸長方形）（4．師 ×（4．3 ）19～25 平　　 坦 4 カ　マ ド 自然 土器片706点 平安時代 SI 27　S K 4 2

2　」二法について

当遺跡の5区から検出された土坑は140基を数えるが，これらの土坑のうち調査中に3基に分

かれたり，炉穴，屋外炉9　地下式坑，埋婆，井戸状遺構に分類したものや9　欠番などが出たため

最終的に土坑として整理した数は113基である。

これらの土坑の多くは9　調査区の中央から南側に密集して検出されており，土坑の中には，住

居跡内に位置するものや，土坑どうし重複しているものもみられる。また覆土から遺物が出土し

た土坑は78基で全体の69％であり9　土師器を出土した10基の土坑の他は，出土した遺物の大半が

縄文土器片であることから9　その大半は縄文時代中期後葉から後期前葉に比定されるものと思わ

れる。これらの土坑は，様々な形態をもって存在し，これらを逐一詳細に検討することは困難で

あるが，第3章第1節2の（7）で述べた分類基準に基づいて行った形態分類に従って概略を述

べることにする。

表18　土坑形態分類一覧表

平面形・
断面形

規模 ・
深さ

I II Ⅲ Ⅳ Ⅴ
計

A B C A B C A B C A B C A B C

1

a 6 1 6 1 1 1 5

b 2 1 3

C 1 1

小　 計 2 6 2 6 1 2 19

2

a 2 4 6 6 1 2 1 3 25

b 13 1 18 2 1 2 3 1 4 1

C 3 1 4

小　 計 18 5 1 24 8 1 2 1 2 4 4 7 0

3

a 3 1 1 2 7

b 1 7 1 4 1 14

C 1 1 1 3

小　 計 2 10 2 2 5 3 24

合　 計 22 1 1 1 3 6 1 6 1 3 1 2 2 1 1 7 11 3
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表19　土坑の形態分類

平面形　還堅芸禁謡雲去

Ⅲ （楕円形） ヱ （円形） Ⅴ（不定形）

。平面形

表19に示したように平面形は，Ⅲ類（楕円形）に属するものが53基で47％を占め，次いで，I

類（円形）が34基の31％，Ⅴ類不定形に属するものが18基の16％，m類（隅丸方形。方形）eⅣ

類（隅丸長方形の長方形）に属するものが各4基で3％となっている。当遺跡から検出された

土坑の大半は，I・II類に属している。

。断面形

表19に示したように断面形は，A類（円筒状）に属するものが74基で65％を占め，次いでB

類（皿状）に属するものが37基の33％，C類（袋状）に属するものは少なく2基の2％となって

いる。また，A～C類の中で土坑底面にピットを有するものは，A類6基，B類1基の計7基の

6％である。当遺跡から検出された土坑の大半は，断面形が円筒状，皿状を呈するものが98％と
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大部分である。袋状を呈するものは2基ときわめて少ない。

。平面規模

表19に示したように長径や長軸の長さをみると，2類（1m以上2m未満）に属するものが

半数以上の70基で62％を占め，次いで，3類（2m以上）に属するものが24基の21％，1類（1m

未満）に属するものが19基の17％である。長乱長軸の最小は0．4m，最大は3．56mである。

。深さ

表19に示したように深さについてみると，b類（50cm以上100cm未満）に属するものが58基

の51％で，過半数を占め，a類（50cm未満）に属するものが47基の42％，C類（100cm以上）に

属するものが8基の7％となっている。最も浅い土坑が11cm，最も深い土坑が203cmである。

。形態

前述した平面形，断面形，規模，深さの4要素を組み合わせて形態分類を行った。その磨采と

して，当遺跡で最も多くみられる形態は，土坑形態分類一覧（表18）からIIA2bの土坑で18基の

16％を占めている。次いで，IA2bの13基の12％，mA3bの7基の6％，IBla，mA2a，IIBla，

mB2a，の各々の6基で5％の順となり，それ以外の形態を示す土坑はさらに少なくなる。これら

の土坑の中で貴も多く検出されたmA2bの土坑の平面形は，楕円形を里しサ　断面形は円筒状で，

規模は1m以上2m未満で，深さは50cm以上100cm未満のものである。

土坑の性格や用途については，墓頒説，貯蔵坑説，作業場説などが考えられるが，いずれも決

定的な資料は残されていないため不明である。

3　滴について

当遺跡の5区から検出された溝は，12条で，調査区の全域にわたって検出されている。12条の

うち，北西から南東方向に掘られたものが，第4－Ae4－Be4－Ce5号軋　北東から南西方向に

掘られたものが，第7－Ae7－B・8号溝，方向が途中から変わるものは，第1・2・3e9号溝

である。これらの溝の中で，第1号溝は，昭和58年度調査の7区の第8号溝と，第3号溝は，6

区の第11012e13号溝と雷紋状に渦まいてそれぞれつながっており，第5号溝は，昭和57年度調

査の2区の第3号溝とつながっている。また，溝と溝とが合流しているものもあり，第4－B号溝

は，第7－B号溝と，第4－C号溝は，第7－A号溝と，第5号溝は，第6・7－Ae7－B・8号溝とそ

れぞれ合流している。長さは最長のものが第5号溝の82．8mで，他に，8m前後の溝は1条，13

m前後の溝は3条，30m前後の溝は3条，40m前後の溝は1条，50m前後のものは3条である。

上幅については，第1・8・9号溝が西側の谷津に向かって傾斜しながら広がっているため，

最大幅は600cm前後あるが，他の溝では，第5号溝が最大幅で173－213cmで，最小幅は第2号溝

で19－33cmである。深さは第2号溝の95cmの部分が最も深く，第6号溝の8cmの部分が最も浅い。
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また，明らかに傾斜がわかるのは，第1・6・7－A・7－B・8・9号溝である。

出土遺物からみると，各港とも縄文土器片や陶器片が少量出土しているが，覆土からのもので

溝埋没途中での流れ込みと思われ，各港の時期を明確にすることは難しい。第5号溝については，

古墳時代前期の第20号住居跡の東コーナー部を掘り込み，同じく2区では同時期の第84号住居跡

を掘り込んでいることから，古墳時代前期以降であると思われる。また，溝の性格についても明

確でない。

4　地下式坑について

当遺跡から検出された地下式坑は9基である。位置は，調査区の南西部に8基，南部の農道下

に1基である。これらのうち2基は，挽乱を受けたり，農道下のため竪坑は不明であるが，他は，

主室と竪坑よりなっている。第7号地下式坑だけに天井部が残っており，他は天井部が崩落して

いる。

主室の平面形及び規模は，形状が不明の第9号地下式坑を除いて，長軸1．76～3．2m，短軸

1．32～2．12mの長方形及び隅丸長方形を呈している。遺構確認面より底面までの深さは，1．0～

2．89mで，大半がハードローム層を掘り抜いて砂質粘土層まで掘り込んでおり，前述のように天

井部が崩落して遺構確認面から深い竪坑状になっている。竪坑の底面は，長軸（長径）0．85～

1．4mの円形や隅丸長方形を呈しているものが多くみられる。半田堅三氏の分類によれば，大半

が有段‡類「竪坑底面と主室底面との間に段差があり，その途中に階段等の施設を持たないもの」
（註1）

である。主軸方向をみると，各方向に散らばっているが，なかでも第3　e4。6。7号地下式坑

は，N－59㌧83LWを示してお生　若干規則性があるように思える。土層はぅ　ローム粒子，ロー

ムブロックを含む褐色土，暗褐色土を主に10層前後の土層が堆積している。特に，天井部が残っ

イl、ブ　竹　り　且↓LhT∵lゝ止JJ　　　臣又ヰ七㌧L、♪・」一己きノ、」公「ふ、「に∵「－こ忘缶∴ん1、1　ノ　」り・ト、ニ　ケっも牲恩恵l　イl、・ブ
L V49月ラ／ウノ也ドンヽ〃LOよ，　立・リし〟一ふっ二ヒ三邑‾＼祈て伊ノ1、レ」〃ル4した上′し／」・d・ノ　む」ノ臣↑貝L L VヰQ o

出土遺物は，覆土の中ほどから縄文式土器，土師器，内耳土器，陶器等の破片や獣骨が少量出

土しているが，埋没途中での流れ込みと思われ，本遺構の時期や性格及び使用目的を明確にする

ことは困難である。

5　地点貝塚について

当遺跡の5区から検出された地点貝塚は35か所で，主に調査区の中央からやや南側の縄文時代

後期の住居跡や土坑の密集地城に検出されており，遺構の少ない北側からは全く検出されていな

い。これらの地点貝塚は，（表20）をみるとわかるように，第11e17号地点貝塚等のように廃絶

された住居跡内への投棄により形成されたものが19基で過半数の54％を占め，次いで土坑内へ投

棄されたものが13基の37％で比較的多い。さらに，当時の地表面へ投棄されたものが2基の6％
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表20　地点貝塚の形態別分類

の順である。また，第2号地点貝塚のように第5号構内から検出されたものは1基の3％である

が，この地点貝塚は，土層，断面図等から本来は第1号地点貝塚と同一のものと思われるが，溝

構築時に削乎され，溝廃絶後に貝殻が流れ込んで形成されたものである。以下これら35か所の地

点貝塚の平面形や規模及び時期について概略を述べることにする。

。平面形

表20に示したように楕円形が12基の34％，不定形が11基の32％，不整楕円形が6基の17％，
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第219図　地点貝塚・埋療遺構分布図
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表21地点貝塚一覧表

地点貝塚
番　 号 位置 長 径 方 向 平　 面　 形

規　　　　 模
出　　 土　　 遺　　 物 時　 期 備　 考

長径×短硯m ）層厚em）

S M l I3h3 N －28と－W 不整楕円形 1．73 ×1．12 57
ハマ グ リ ・シオフキ ・魚骨 ・人骨
縄文土器片少量 堀 之 内 S K 138

2 I3h3 N －36L w 不 整楕円形 2 ．68×1．18 18
ハマ グ リ・シオフキ

縄文土器片少量 堀 之　 内 S D 5

3 I3i3 N －42㌔一一W 楕　 円　 形 0 ．47×0 ．37 20
シオフキ ・ハマ グ リ
縄文 土器片極少量 不　　 明 S K 44

4 I3i2 N －71㌧－E 不　 定　 形 1 ．30 ×0 ．71 48
ハ マグ リ ・シオ フキ
縄文土器 片極 少量 堀 之 内 S K lO2

5 I3i4 N －29L W 楕　 円　 形 0．61×0 ．43 19 縄文土器片 少量 堀 之　 内 S I41

6 I3j2 N －54L W 不　 定　 形 1．35 ×0 ．77 29 ハマ ダ リ ・シオフキ ・サル ボウ

縄文土器片少 量
堀 之　 内 S 工39

7 I3j2 円　　　 形 0 ．42 20 ハマ ブ リ ・シオフキ ・サル ボウ
縄文土器片極少量

堀 之　 内 S I39

8 I3j2 N －34㌧ E 楕　 円　 形 1．28×0．64 18
ハマ グ リ・シオフキ ・サルボ ウ

縄文土器片少量
堀 之 内 S I39

9 I3j3 N －24㌧ E 楕　 円　 形 0 ．72×0 ．45 20 シオフキ ・ハマ グ リ

縄文土器片少量
堀 之 内 S 工39

10 I3j4 N －58L E 不　 定　 形 1 ．50×1．30 25
ハ マ グリ ・シオフキ

縄文 土器片少量
堀 之　 内 S工41

11 J3b3 N －35㌧－E 不　 定　 形 3 ．12×2 ．35 25 シオフキ

縄文土器 片少量
堀 之 内 S I38

12 J3b3 N － 2 ㌔一一W 楕　 円　 形 0．51×0 ．26 4 ハマ グ リ
縄文土器片少 量

称 名　寺 S I38

13 J3C5 N －73L E 不　 定　 形 2．48 ×1 ．80 13～28
ハマグリ・シオフキサ ルボウ ・ヤマ ト

シジミ・ナ．ミマガシワ　縄文土器片少量
堀 之　 内 S K 80 ・83

14 J3C5 N －22㌧ E 楕　 円　 形 0 ．45 ×0．39 13 縄文土器片極少 量 称 名　寺

15 J3C5 N －46L E 不整楕円形 0 ．20×0．18 22 ハマ グ リ ・シオフキ ・サルボ ウ

縄文土器片極少量
称 名　 寺 S K 85

16 J3e4 N －84㌔一一W 不 整楕円形 1．13×0 ．54 12 シオフ キ
縄文 土器片極少量 堀 之 内 S K 94

17 J3d 3 N － 8 L W 不　 定　 形 2 ．93×2 ．27 29 縄文 土器 片 多量 堀 之　 内 SI46

18 J3d5 N －64㌧W 楕　 円　 形 0 ．26×0 ．16 4 ハマ ダ リ 不　　 明

19 J3e5 N －37L W 楕　 円　 形 0．32 ×0 ．18 6
ハマ グ リ ・シオフキ

縄文土器片少 量 称 名　寺 S 工42

20 J3e4 N －47㌔－W 楕　 円　 形 0 ．66 ×0 ．35 9
ハマ グ リ ・サ ルポウ

縄文土器片極 少量
称 名　寺 S I42 ・S K 135

21 J3j4 N －62㌧W 楕　 円　 形 0 ．60 ×0．39 42
シオ フキ
縄文土器片極少 量 堀 之　 内 S K 78

22 K 3b3 N －40L w 不整楕円形 1．40×0．96 47 縄文土器片極少量 堀 之　 内 S′K 77

23 K 3d4 N －37㌧W 不　 定　 形 2 ．70×1．20 14～22
ハマ ダ リ・サル ボウ ・ヤマ トシジ

ミ ・シオ フキ　 縄文土器 片少量
称 名　 寺 S I40

24 J3e4 N －22㌧ E 楕　 円　 形 0 ．44×0 ．36 12
ハ マ ブリ ・シオフキ ・サ ルボウ

縄文土 器片極少量
称 名　 寺 S I42・S K l13

25 J3C4 N －44？⊥W 不 整楕 円形 0 ．71×0 ．62 38
サルポウ ・ハマ グ リ

縄文土器 片少量
称 名　寺 S K 67

26 J3d5 N －61㌧－W 不　 定　 形 1．00 ×0 ．40 4 －20
ハマ グ リ ・シオフ キ ・サ ルポウ
縄文土器 片少量 称 名　寺 S I42eS K 130

27 I3i2 N －35㌔一W

N －27㌧lE

不　 定　 形 1．04 ×0 ．45 33
ハマ ダ リ

縄文土器片極 少量
加曽利E III S K lO2

28 J3d3 円　　　 形 0 ．65 30
ハマ ダ リ ・シオフキ
縄文土器片極 少量 称 名　 寺 S 工46・S K l14

29 I3j2 不　 定　 形 0 ．90×0．64 49
ハマ ダ リ ・シオフキ

縄文土器片極少量
堀 之　 内 S I39

30 I3j2 N －69㌧－W 不　 定　 形 1．62×1．00 19
ハマ ダ リ・シオフキ ・サルボ ウ
縄文土器片少量 堀 之　 内 S I39

31 I3il N －39㌧ E 楕　 円　 形 0 ．81×0 ．52 20 ハマ グリ ・シオフキ
縄文 土器片少量 堀 之　 内 S K l16

32 I3j4 N －15L E 不 整 円 形 0 ．34 ×0 ．31 13
ハ マ ダリ ・シオ フキ

縄文 土器片極少量
堀 之　 内 S I4 1

S K 127

33 I3j2 円　　　 形 0．25 3
ハマ ダ リ
縄文土器 片極 少量 称 名　寺

34 工3i2 円　　　 形 1．10 70
ヒメシラ トリ・シオフキ・ハマ ダリ

縄文土器片 少量
堀 之　 内

35 J3d4 円　　　 形 0 ．84 34
シオフキ ・ヒメシ ラ トリ
縄文土器片少 量 称 名　寺 S I46
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円形が5基の14％，不整円形が1基の3％の順で，比較的楕円形及び不定形を呈するものが多い。

。規模

表20に示したように長径でみると，0．5m以上1m未満が10基の29％，0．5m未満が9基の

26％，1m以上1．5m未満が8基の23％，1．5m以上2m未満，2．5m以上3m未満各々3基ずつ

で8％，2m以上2．5m未満，3m以上3．5m未満各々1基ずつで3％の順となっている。当遺跡

で検出された地点貝塚の多くは，2m未満の小規模のものが多く，過半数以上の86％を占めてい

る。

。層厚

表20に示したように層厚は，20cm以上30cm未満が12基の34％で最も多く，次いで10cm以上20

cm未満が8基の23％，10cm未満が5基の15％，30cm以上40cm未満，40cm以上50cm未満が各々4基

ずつで11％，50cm以上60cm未満，70cm以上80cm未満が各々1基ずつで3％の順である。当遺跡で

検出された地点貝塚は，比較的層厚の薄いものが多く，層厚の厚い50cm以上のものはわずかに2

基のみである。以上のことから当遺跡で検出された地点貝塚の多くは，楕円形か不定形を呈し長

径2m未満で，層厚の薄い小規模の地点貝塚といえる。

。時期

当遺跡5区からは，縄文時代中期から後期，弥生時代，古墳時代，平安時代の住居跡が検出さ

れているが，35か所の地点貝塚を出土遺物から時期別に分けると表20のとおりである。加曽

利Em期に比定されると思われる地点貝塚は，3％の1か所のみである。これまで調査を終えた

南三島遺跡1・2。6区で検出されている地点貝塚の大半が加曽利Em～EⅣ期に比定されるこ

とに比べると，同時期の貝塚は，当調査区では極めて少ない。称名寺式期になると12か所の34％

で比較的多くな生　堀之内I式期になると20か所の57％で過半数を占めている。これらのことか

ら当調査区で検出された地点貝塚の大半は，縄文時代後期の称名寺式から堀之内‡式期に比定さl

れるものが中心となっている。また，出土遺物の少ない2か所の地点貝塚も分布状況からほぼ同

時期のものと思われる。これまで調査を終えた1。2。6区の地点貝塚の時期が前述のように縄

文時代中期の加曽利Em～Ⅳ期であるに対して，当調査区では，縄文時代後期の称名寺式期～堀

之内I式期であることは注目される。

第2節　遺　　物

且　止器について

ヰー・－　仁±l、由＿口．」一　r rて　I　　　ゝ　．l．l l L I n□rIl l　　ヽl′　T J／．亡エゴ⊥　1ゝ　I nロ．′＿′タ・∴レ　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1　一・プ－．　　・1

南三島遺跡5区から出土した土器は，大半が縄文式土器であり，次いで土師器が出土している。
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また，極少量であるが，弥生式土器片9　中世陶器片，内耳土器片も出土している。当遺跡出土の

縄文式土器は，早期の野島式土器が少量みられ，貝殻条痕文系土器群に属する。つづいて，中期

後半の加曽利E式土器，なかでも加曽利E錆。Ⅳ式に比定される土器が多く出土している。後期

になると，称名寺式，堀之内式9　加曽利B式土器と続いているが，最も多く出土している土器は，

堀之内I式期に比定される土器である。器種としては，深鉢形土器が圧倒的に多く，その他鉢形

土器，有孔鍔付土器等が見られる。弥生式土器は，第1号住居跡から少量の土器片が出土しただ

けである。古墳時代の土師器は，五領期に比定される19軒の住居跡から数多く出土している。器

種としては，無形土器，台付無形土器，壷形土器，域形土器，高塀形土乳　甑形土器等である。

また，平安時代の10世紀末に比定される住居跡1軒が検出されておりサ高台付棒形土器，整形土器等

が少量出土している。この内，縄文時代中e後期の土器片は，調査区の中央部から南部にかけての

住居跡や土坑及び地点貝塚等の覆土から多量に出土している。ここでは，当遺跡から出土した縄

文式土器及び土師式土器を，説明の便宜上，時期や型式から大きく7群に分けて概略を述べるこ

とにする。なお，各群の土器については，各遺構ごとに掲載した実測土器及び出土土器観察表を

参照されたい。

第1群　縄文時代早期復業（野島式）

第2群　縄文時代中期複葉後半から終末（加Em～EⅣ）

第3群　縄文時代後期初頭（称名寺）

第4群　縄文時代後期前葉（堀之内）

第5群　弥生時代後期

第6群　古墳時代前期（五領期）

第7群　平安時代10世紀末

第1群土器

第1群土器は，早期後葉の野島式に比定される土器群で，第2号屋外炉e第3号炉穴の上面及

びグリッドから少量出土しているにすぎない。出土した土器片は，ほとんどが小破片で，器厚は

薄手のものが多く，繊維の混入はみられるが量は少なく，焼成は総じて普通である。文様は

徴隆起線によって直線軋　平行線的，幾何学的な区画を施し，区画内を微隆起線や沈線で充填

しているものが若干みられるが，多くは，表裏面共貝殻条痕文による施文が主となっている。（第

151図1）

第2群土器

第2群土器は，縄文時代中期後半から終末にかけての加曽利Em。EⅣ式に比定される土器群

で，第4群の土器に次いで多く出土している。ここでは深鉢形土器を対象に第2群土器を，さら

に2類に分けて概略を述べることにする。
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第1類　加曽利Em式に比定される土器群で，器種によりa。bの2種に分ける。

a種　器形がキャリバー形を呈する深鉢形土器である。日綾部文様帯は，隆線，沈線により

渦巻文や楕円形，長方形の区画文を組み合せて構成されるものと，沈線で構成されるものと

がみられる（第12図1e5）。渦巻文は，第12図3のようにくずれて退化の傾向が明瞭に認

められ，さらに新しくなると，口綾部文様帯は列点文や沈線文で構成されるようになる（第12

図2，第37図2）。また，加曽利EH式に現われはじめた磨消手法が盛行し，第3号住居跡出

土の深鉢形土器（第12図5）にみられるように胴部の直線的磨消帯は，幅が広くなると共に，

第31号住居跡出土の深鉢形土器（第37図1）のように磨消帯に1本の沈線を付加する例も少

量ではあるがみられるようになる。

b種　胴部が緩くくびれ，目線部に向って内攣しながら開く器形を呈する深鉢形土器である。

文様構成は，胴部に隆線による大きな渦巻文を主とした曲線的文様を描いているものや，沈

線により「U」字状，「Ⅴ」字状，逆「Ⅴ」字状及びそれらを連結した文様が描かれ，区画間

には縄文が充填されている例が多い（第8図1）。

第2類　加曽利EⅣ式に比定される土器群で，加曽利Em式から発達したものである。

器形は，胴部がくびれ，ロ綾部に向って内攣しながら開く深鉢形土器が中心である。口綾部

文様帯は微隆線で区画され，胴部は，微隆線や沈線で曲線的文様が描かれており，第49号土坑

出土の深鉢形土器（134図10），第63号土坑出土の深鉢形土器（第135図11）が好例と言えよう。

第3群土器

第3群土器は，縄文時代の後期初頭の称名寺I e m式に比定される土器群である。器形は，胴

部下位で張と）を有し，胴部中位でくびれながら口綾部にかけて大きく外傾する深鉢形土器である。

文様構成は，洗練により「J」字状文，「M」字状文，渦巻状文を描いているものが多く，また，

4♪わしヽ最ゞ馬七井わ博々⊃「＋　一　望弄現せす宴の「吏画す右ま濫しヽでしヽス、護、爪立、泉ス　笠？姜＋暑豊おちL　っり登百

に分けて概略を述べることにする。

第1類　称名寺I式に比定される土器群

文様が沈線により「J」字状文，「M」字状文言偽巻状文等が描かれ，区画内に縄文が施文

されているもので，第33号住居跡から出土した埋婆（第145図1）や第45号住居跡から出土した

埋婆（第149図14）が好例と言えよう。また，第33号住居跡から出土した土器片（第47図66）

は，東北南部に分布する綱取系土器の影響を受けているものと思われ，文様構成は，第1類と

似ているが，綱取系土器と共通する手法が認められる。

第2類　称名寺II式に比定される土器群

文様が沈線によF）「J」字状文やスペード文が描かれ，区画内には刺突が施されているもの

である。第45号住居跡から出土した埋婆（第147図7）は好例と言える。
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第4群土器

第4群土器群は9　縄文時代後期前葉の堀之内Ⅹ式に比定される土器群である。第4群土器は智

当遺跡の中では最も出土量の多い土器である。

器形としては9　胴部上位でややくびれながら外反して立ち上がるものと底部から外反して立ち

上がるものが多ら　深鉢形土器が中心となっている。文様構成としては9　縄文地文上に沈線によ

り蕨手状文9　弧状文学　蛇行文等が描かれている。当遺跡から出土している第4群土器をさらに4類

に分けて概略を述べることにする。

第1類　堀之内I式の古い段階に比定される土器群

縄文地文上に1本の太目の洗練にて単独のモチーフや，卵形文と蕨手状文が連結したモチー

フと蕨手状文が交互にくりかえされ9　ロ綾部には刺突を伴う沈線が巡る土器が多くなる。第

150図15，第180図1が好例と思われる。

第2類　堀之内1式の第1類に次ぐ段階に比定される土器群

単独モチーフを施文する洗練がやや細くなると共に多条化の傾向とこれらのモチーフが横位

に斜位に連結されてくる傾向がみられる土器が多くなる。第57図2ゆ49　第59図13などが好

例と思われる資料である。

第3類　堀之内I式の第2類に次ぐ段階に比定され新しい段階の土器群

単独文様を連結している空間を充填させたり，モチーフを描く洗練や遵結線も第2類よりさら

に多条化し9　全体的に密集9　集合化する傾向がみられる。代表的な例としてほ，第57図1，第

179図11，第58図8があげられる。

第4類　4類は91～3類に分類したいわゆる精製土器に伴う粗製土器を一括した。

器面全体に縄文が施されているものが量も多ら　縄文の施文方法は9　基本的には横位の回転

縄文が主となっている。また，この横位の回転縄文と縦位の回転縄文を併用して一種の縦位の

羽状構文を作出している土器がみられる。数は少ないが好資料として深鉢形土器（第62図519

第51図5）が上げられ，類例の少ないもので注目しておきたい。その他に条線文を施した土器

（第52図18，第64図14－19）もみられる。

第5群土器

第5群土器は，弥生時代後期に比定される土器群で，第1号住居跡から出土した半完形の婆形

土器（第77図1）のみしか例がなく，器形は9　複合目線で，胴中位でやや張りを有している。口

綾部と胴部に撚糸紋が施され9　頸部は無文で，斜位の整形痕が認められる。

第6群土器

第6群土器は，古墳時代前期の五領期の中頃に比定される土器群である。土師器の器種として

ほ無形土器，台付婆形土器学壷形土乳棒形土器9器台形土器，甑形土器，塊形土器などがあげられ
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る。土器をみると五領期の特徴である複合日録や頸部が「く」の字状を呈するもの，或いは胴部

がほぼ球形を呈するものが多く，整形技法としては，パケ目整形が施されているものが圧倒的に

多くみられる。これらの土器を器形や整形技法で2類に分けて概略を説明することにする。

第1類　当遺跡出土の五領期の中でも古い方に属する土器群である。

器形としては，日綾部が複合目線を呈し，やや内攣して立ち上がる壷形土器（第97図15，第

89図6）や，やや長胴を呈する無形土器（第87図12・13）の他に柑形土器（第79図2，第114

図4）を上げることができる。整形技法としては，目線部にキザミ目のある台付嚢形土器（第

108図1）パケ目整形後に縦位の丁寧なへラ磨きが施されている壷形土器（第91図3，第118

図4）や婆形土器（第79図9）に特色がみられる。

第2類　当遺跡出土の五領期の土器の中ではやや新しい方に属する土器群である。

器形としては，胴部がほぼ球形に近くなる婆形土器（第99図10，第110図7。8，第121図9）

や壷形土器がある。整形技法としては，一般的に口綾部に施されているキザミ目がなくなり，

パケ目整形が主流になる。また，無文の土器も少ないがみられる。

以上器形や整形技法を通して第6群土器を2類に分けてみたが，これらの土師器の他に，特殊

な出土遺物としては，第9号住居跡から出土した皿状土器（仮称）（第82図2）や第20号住居跡か

ら出土した炉器台形土器（第99図6。7）などがみられる。後者については，龍ヶ崎市内では隣

接する屋代A遺跡に類例があり，県内では千代酎寸の志筑遺跡にも出土例がみられる。また，土

製品では，球状土錘が同時期の10軒の住居跡から出土しており，特に第5号住居跡からは53個出

土し，その内44個は一括して出土していたことは注目される。

第7群土器

第7群土器は，第23号住居跡から出土士た土器のみで出土量も少ない。

器種としては，高台付棒形土器（第123図1e2），棒形土器，婆形土器が上げられる。高台付

球形土器は，休部が底部より内攣して立ち上が生　内面には，丁寧なへラ磨きの後黒色処理が施

されているのが特徴的である。球形土器（第123図5）は，休部が内攣して立ち上がり，無形土

器（第123図6）は，胴部がほぼ筒状を呈している。以上のことから本群は，平安時代の10世紀

の末頃に比定されるものと思われる。

2　止製品0貝製品0石器について

土製品は，球状土錘，管状土錘，土器片錘，垂飾り，土偶等で，住居跡等の遺構や遺構外から

出土している。球状土錘の大半は，住居跡の覆土から出土し，なかでも第5号住居跡からは，全
えく

部で54個も出土しており注目される。土器片錘は，遺構や遺構外から385個出土してお生　挟

りの数は大半が2か所であるが，4か所あるものも（第212図90）みられる。重量は，最大110g，
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最小7gで，平面形状は不整長方形，不定形が過半数を占める。垂飾りは1点のみで，ほぼ円形

を里し，洗練や刺突文により曲線文が描かれている。土偶は3点出土しており，沈線による渦巻

文や曲線文が描かれているもの（第214図16）．ほ，縄文時代後期前葉に比定されるものと思われ

る。他の2点も焼成や胎土などからはぼ同時期のものと思われる。

貝製品は，貝丸　貝輪，垂飾りで㌧　いずれも地点貝塚の貝層中から出土しており，縄文時代後期

前葉に含まれる。貝刃は，全部で19点出土しており，カガミガイ製が1点で，他はハマグリ製で

ある。刃部の加工は，伊皿子貝塚の貝刃のように腹縁の内側に施されているものはなく，全て腹

緑の外側に施されており，龍ヶ崎市内では廻り地A遺跡にも類例がみられ一般的なものと思われ

る。垂飾りはミミガイ科に属する貝で，貝の両端に凹状の加工痕がみられる。

石器は，石鉄，石棒，磨製石乳　打製石乳　敲石，砥石，軽石，凹石，石皿等で，遺構や遺構外

から264点出土している。なかでも多いのが磨石で152点，次いで石鉄22点，磨製石斧20点，打製

石斧17点の順で，軽石，石棒は6点と少ない。また，石質をみると安山岩，流紋岩，砂岩，結晶

片岩等が比較的多く使われていることがわかる。

3　自然遺物について

自然遺物は9　貝類遺体，魚類遺体のほかわずかであるが獣骨，鳥骨，種子類等の遺体が出土し

ている。

貝類遺体は，貝類遺体集計表（表6）からみてもわかるとおり24種同定され，ハマダリ，シオ

フキ，ヒメシラトリ，サルボウ，ヤマトシジミの順で出土している。中でも出現頻度の高いハマ

ダリ，シオフキ，サルボウは，35か所の地点貝塚から平均して出土しているが，ヒメシラトリに

ついては，第34号地点貝塚だけで，当遺跡内の地点貝塚出土総量の約85％も集中して出土してお

り特異な貝塚である。またヤマトシジミは，第13号地点貝塚からまとまって出土しており興味が

もたれる。

これらの貝類の中で，ハマダリ，シオフキ，アサリ，ヒメシラトリ等は，内湾の砂泥底の潮間

帯に生息し，ヤマトシジミは河口近くの汽水域に，カワニナは淡水域の河川湖沼の砂泥底にそれ

ぞれ生息している。

陸産貝類としてほ，キセルモドキ科，オカチョウジガ有　ヒダリマキマイマイが少量であるが

出土してお生　これらの陸産貝類は平地などの樹間や落葉下，或いは庭園，水田の草や石等に生

息するもので，ヒダリマキマイマイ類を除くといずれも食用等として供されたものではないと

思われる。

南三島遺跡では，1。2区でも縄文時代中期の加曽利E期に比定される地点貝塚が検出され，

シオフキが庄例的多数を占めて出土し，6区でも加曽利E期に比定される地点貝塚から，量的に
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は少ないが9　シオフキを主体にハマグリ等が出土している。今回調査した5区のほぼ縄文時代後

期の称名寺式から堀之内‡式期に比定される35か所の地点貝塚からほ，前述のようにハマグリ，シ

オフキ，ヒメシラトリの順で採集されている。1e2e6区と5区出土の採集された貝種を比較

すると若干の相違がみられるが，それが時期により当時の生息環境の微妙な変化によるものなの

か，縄文人の時好の差によるものなのかほ注目される。さらに，今後近辺遺跡の地点貝塚を伴う廻

り地A遺跡や仲根台B遺跡から出土した貝類遺体との比較検討や魚類遺体の分析等を通して，当

遺跡周辺の古環境復元を進めていきたい。
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昭和59年度に発掘調査を実施した，竜ヶ崎ニュータウン建設地城内における南三島遺跡5区か

らは，縄文時代早胤　中乳　複軌　弥生時化古墳時代前期9　平安時代の貴重な遺構や遺物が検

出された。

調査結果からみると，遺構や遺物の大半は，調査区の中央から南部にかけて検出され，縄文時

代中期の加曽利Em～EⅣ式軌後期の称名寺式軌堀之内I式執古墳時代前期の五領期に比定さ

れる。なかでも，堀之内I式期の遺物の量は膨大であり，特に第39号住居跡は，いわゆる「柄鏡

形住居跡」として注目される。また，35か所の地点貝塚が住居跡や土坑内覆土から検出され，貝

層出土の土器から縄文時代後期に形成されたものであることが判明した。縄文時代後期初頭の土

器の中には，東北南部の綱取系の影響を受けていると思われる土器も一部にみられ，文化の交流

が広域的に行われていたことがうかがわれる。さらに，古墳時代前期の五領期に比定される住居跡

19軒が検出され，出土遺物から少なくとも2期にわたって生活が営まれていたことが確認できた。

I期の住居跡は，比較的大型で＼描期になると中型化の傾向を示している。特に，Ⅲ期の第5号住

居跡からほ，婆と甑のセットや球状土錘が54個も出土しており興味深い。

当遺跡の立地する台地は9　南西側や北側に支谷が複雑に入り込み，南側は龍ヶ崎市街地を含む

沖積低地へと続いており，集落を形成するには恵まれた環境ということができる。縄文時代の中

期から後期にかけては，調査区の中央から南部にかけての平坦地に，古墳時代前期になると，南

部の平坦地にそれぞれ集落を形成し生活を営んでいたものと思われる。ところで，当遺跡5区は，

既に報告されている1e2。6e7区と広範囲につながっており，さらに，今後調査される3e4

区の成果を合わせて南三島遺跡として総合的に検討を加えて調査報告をしていきたい。

なお，この報告書をまとめるにあたっては，龍ヶ崎市教育委員会をはじめ，関係各位の御協力

と御指導をいただいたことに，文末を借りて，心から感謝の意を表したい。
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附章　南三島遺跡5区地点腰琢出立の画然遺物問定

一特に貝層の季節性と魚骨組成e貝類組成も殻高組成との関連について－

小池裕子（埼玉大学教養部助教授）

森本治美（駒沢大学学生）

茨城県教育財団が昭和56年度から発掘調査を進めている竜ヶ崎ニュータウン建設計画地域内の

南三島遺跡では，住居跡あるいはピット内からハマグリやシオフキを主体にした貝の集積（ここ

では地点貝塚とする）が多数検出されている。本報告にかかわる5区からは，SMlからSM35ま

で35か所の地点貝塚が発掘された。これらの地点貝塚の時期e堆積状況e構成貝等に関しては，

第3章第9節を参照されたい。地点貝塚内の貝層は，層位的に発掘され，各発掘単位の乾燥重量

を計量したのち，1mmと4mmのふるいを用いて水洗選別され，1mmと4mmのふるいに残ったサンプル

から，魚骨e微小貝e獣骨片。炭化材などの微小遺物がひろい出された。これらの微小遺物およ

び，発掘中に発見された特殊自然遺物（人骨e大型獣骨片e植物遺体など）の同定について依頼

を受けた。

また，SMle SM17e SM28e SM34の4地点貝塚においては，筆者自身が層位発掘を行なった

り，あるいは，貝層断面の観察に基づき層位区分を行なった。これら4つの地点貝塚に関しては，

貝層の季節推定を行ない，貝層サンプル中の魚骨や獣骨の組成変化に関して考察したので，ここ

に報告する。

魚　骨

魚骨の同定

今回扱った魚骨資料は，南三島遺跡5区内のSMlからSM35の地点貝塚の各員層資料を，4mmと

1mmのふるいで水洗選別した後ひろいだし作業を行なって得られた資料で9　原則として，検出され

たすべての魚骨資料を同定対象としたが，魚骨の出土量の多いSMlに限り，各層1，000点程度を

同定して，魚骨組成を求めるにとどめた。

魚骨資料はまず椎体e下顎e嬢e稜鱗など部位別に分別され，次に各部位に関して，目あるい

は科e種の段階まで同定した。同定に際しては了日本産魚類大図鑑」（益田他，1984）の種名に従

い了日本産硬骨魚類の中軸骨髄の比較研究」（堀乳1961）および上高津貝塚（小島1978），冬木

貝塚（赤沢・小宮，1983），伊皿子貝塚（金子他，1983）等を参照した。
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魚骨資料の同定の結果，確認された魚種は次の13群である（PL72）。

軟骨魚綱　Chondrichthyes

エイ目　Rajiformes

硬骨魚綱　Osteichthyes

ニシン目　Clupeidae

カタクチイワシ科　Engraulididae

ウナギ　Anguilla japonica Temminck et Schlegel

サケ亜目　Salmonoidei

コイ科　Cyprinidae

サバ科　Scombridae

アジ科　Carangidae

スズキ科　Serranidae

タイ科　Sparidae

ハゼ科　Gobiidae

フグ目　Tetraodotiformes

カレイ目　Pleuronectidae

上記のなかで，軟骨魚綱としてはサメ目とエイ目があるが，これに属すると思われる椎体

のうち，その大きさがどれも直径2～5mmであり，エイ目の尾刺がいくつか確認されているため，

この遺跡の立地などから，エイ目とした。また，硬骨魚綱においては，同定はいずれも臥　科の

段階にとどめたが，椎体の大きさがどれも2－4mm程度の小型魚であり，この大ききから推定す

ると，ニシン目においてはニシンやカタクチイワシに，アジ科においてはマアジ，ハゼ科におい

てはマハゼ，コイ科においてはウグィ，サケ亜昌においてはアユなどに限定されると思われる。

なお，ニシン目の中のカタクチイワシに関しては，大きさや形態的特徴から，独立の1群として

扱った。また，ウナギについては，同じウナギ目のアナゴ科と比べて，椎体や歯骨の特徴は，現

生ウナギと共通点が多く，また，利根川水系という立地を考慮し，ウナギと推定した。

なおサケ，スズキなどの大型魚（直径10mm以上の椎体）は検出されなかった。

各地点貝塚における魚骨組成

表22に各地点貝塚の貝層における魚骨資料の同定結果を示す。この遺跡でもっとも出現頻度が

高かった魚種はウナギである。次いで，アジ科，ハゼ科，コイ科，タイ科，ニシン目があげられ

る。

次に各地点貝塚における魚骨組成とその特徴を述べる。
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SMlは魚骨壷が全地点貝塚中でもっとも多く，1～11層の金屑から各数万点の魚骨が検出さ

れた。このSMlの魚骨はウナギを主体とし，ハゼ科，アジ科を含む組成であった。魚骨組成の

層位的変化をみると（第221図，SMl），主体となったウナギは，2胤　5層，10層で多い。また，

純貝層の4層，7e8層ではウナギが減少し9　反対にアジ科，ハゼ科が増加する傾向が認められ

た。特に7。8層でその傾向が顕著にあらわれている。

SM4ではユニット10が貝層部分に相当し，このユニットの各層から魚骨が確認された。なか

でも最下層にある20層の混貝土層では，魚骨の出土量が多かった。魚骨組成はウナギ主体であっ

た。

SM6も同じように魚骨量は少ないものの各層から出土している。魚骨組成はウナギ主体であ

るが，アジ科が多い層もある。特に9－11層は他の層にくらべて魚骨量も多く，ウナギよりもア

ジ科のほうが多く確認された。

SMlOは混貝土層である4－8層言昆土貝層である9－18凰　そして混貝土層である19－23層

の3群にわけられる。魚骨組成は他の地点貝塚と同様にウナギも含まれるが，アジ科の検出が多

いのもSMlOの特徴である。魚骨は各層から出土しているが9　4層，16層，19層でピークをもつ。

ウナギの量は多い層と少ない層がはっきりとわかれており，このうち4層919層ではウナギより

もアジ科が多く検出された。

SMllはユニットにわけて発掘され，このうち貝層はユニット2，3，10，11，12，14，15，

16で検出された。各ユニットではウナギが主体であり，他にはタイ科の歯が認められる。アジ科，

ハゼ科も検出された。これらは一般的に各ユニットの最上層と最下層で出土量が増加する傾向に

ある。

SM13のピット内貝層からもウナギ，ハゼ軋　アジ軋　ニシン目の魚骨が多く検出された。ま

た，3・4凰13層，22胤　27凰　31層は純貝層であるが，このとき魚骨壷は増加する傾向にあ

る。また，ニシン臥　アジ科が増加し，ウナギが下の層にくらべ減少する傾向があり興味深い。

SM17は49層に分層発掘されたが（第225図参照）魚骨組成はウナギ主体であるが，出土量は

層ごとに変化が大きい。ウナギは20－22凰　39－40凰　47－49層に出土量のピークをもつ。ニシ

ン目は，39凰　ハゼ科は41層に目立つ程度である。これらの層は，大型ハマグリ，シオフキの純

貝層と一致している。

SM30では魚骨が出土する層とそうでない層がはっきりわかれている。魚骨組成ではアジ科が

主体であ生　ウナギ，ハゼ科がこれに次ぐ。

以上は層位がはっきりとした地点貝塚であり，これ以外の地点貝塚SM2，3，5，7，8，9，

12，14，15，16，18，19，21，22，23，24，25，26，28，29，31，32，34，35は規模が小さいた

め，一括で取り上げているが，それらの魚骨組成はこれらの地点貝塚に準ずる。
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猷　骨

南三島5区の貝層から出土した噛乳類遺体はきわめて少なく，大部分が小型の破片として出土

したため，同定可能なものは，下記の3種にとどまり，主に歯を有する骨片であった。

イノシシ　S祝S SCr0／b（PL72）

出土歯種を表23に示す。これらの顎骨はSMl，SMll，SM17，SM32と散在して出土した。この

うちSM17の37層では右上顎第2e第3乳臼歯が出土したが9　この37層は破砕貝層で，後述の季節

推定では夏期の堆積と推定されその上位の純貝層の春の層の間には時間的間隔のある層であった

ことは興味深い。

表23　イノシシ歯顎リスト

出　 土　 地　 点 部　　 位

S M I II 20 m 3

S M ll u － 10 －5 層 左側下顎 P 2

S M 17　3 7層 右側 下顎 P 4

S M 17　37層 上 顎 m 2　m 3

S M 3 2 （S I4 1内） 左側上 顎 m 3 M l

シカ　Cerの視ざ花ippo乃（PL72）

ふつう貝塚からはイノシシと並んで普遍的に出土するが，この遺跡からは，シカと同定される

歯は検出されず，同定可能な骨片としてわずかに距骨が発見されたにすぎなかった。

タヌキ　鞄C才ereのeS PrOCyO花0花Oideざ（PL72）

SM17の37層から左下顎骨が出土した。下顎骨に犬歯第3e第4前臼歯と第1後臼歯が残存し

ていたが，第1。第2前臼歯はすでに脱落していた。

このほか哺乳類遺体として，げっ歯類の歯・脊椎骨などが検出されている。また鳥類遺体と考

えられる破片も数片出土した。

植物過体（PL72）

植物遺体としては，SMll，SM34の各貝層から，くぬぎ（ぶな科）Quercus acutissima Carruth

の堅巣が数十点検出された。
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SM　◎＄醐臓◎＄醐鋼◎＄醐鍼地点魔塚こお紺る凰層の季節性

分析資料と方法

上記の各地点貝塚において層位的に発掘された各貝層から，分析用の完形貝（ハマグリ）10－15

個体を選択し，骨法によってレプリカを作成し（小池，1979），顕微鏡下で，冬輪を検出しながら

経年成長を調べ，また最終冬輪からの成長線本数を数え，その貝が採取された季節を推定した。

ハマグリの成長速度

SMleSM17。SM28。SM34の各地点貝塚の大型ハマグリ40点の貝殻の成長速度を，（第223図）

示す。Walfordの定差式によって満年齢の殻高を算定すると，満1年で約20mm，満2年で30～35

mm，満3年で36－42mmに達した。

南三島遺跡のこれらのハマグリの殻成長はかなり速く，この値を南関東の各時期の貝塚出土の

ハマグリと比較すると，縄文時代前期の稲荷丸遺跡や弥生時代の祝部貝塚に匹敵する成長速度を

示した。利根川水系の縄文後期に属するこの貝塚のハマダリが，南関東の貝塚の中で，もっとも

貝殻成長の速いグループに比較されうることは，今後興味ある課題になろう。

」⊥＿＿＿＿＿＿」

第222図　SMl・10・13・17・28・34

地点貝塚遺構配置図

ー366－

貝層の季節性

SMl（第224図・第159図参照）

く発掘所見〉　SMlはSKl・38の覆土中に堆積し

た地点貝塚で，中央セクションより北側の

王区では，1層から11層まで，9つの貝層

と2つの間層に分層して発掘された。この

うち4。5層および7層・8層がハマグリ主

体の純貝層で2つの純貝層を挟んで最上層の1

－3層，純貝層の下層の10－11層は混貝率の

やや低い混土貝層を呈していた。貝類組成は

1層のシオフキ主体層を除きハマグリの出現

率が高かった。SMlの特徴は魚骨の多いこ

とで，貝層断面でも，特に6層付近では魚骨

が点々と層位的に確認できた。SMlの魚骨

組成については前章を参照されたい。



10　　　　20　　　30　　　　40　　　　50　汀1m

穀高（Hi）

10　　　　20　　　30　　　　40　　　　50　mm

穀高（Hl）

第223回　ハマグリの成長速度
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表24　ハマグリの冬輪時の穀高成長（。。） （1）

ハ マ ダ リ

個 体 番 号
第 1 冬 輪 第 2 冬 輪 第 3 冬 輪

第 4 以 上 の

冬　　　 輪

ハ マ グ リ

個 体 番 号
第 1 冬 輪 第 2 冬 輪 第 3 冬 輪

第 4 以 上 の

冬　　　 輪

S M l

1 層 － 1 4

4 層 － 2

3 ．5 2 2 ．3

2 6 ．1

2 8 ．6

3 5 ．6 4 1 ．0

S M 1 7

2 3 層 － 4

2 4 層 － 3

1 6 ．6

1 5 ．3

3 1 ．2

3 2 ．0

4 0 ．3

3 7 ．5 ， 4 1 ．1

3 8 ．0

3 6 ．9

3 5 ．8

4 層 － 4 4 ．9 2 1 ．7 2 9 ．7 3 4 ．5

4 0 ．1 ， 4 0 ．9

4 4 ．1

3 1 ．0 ， 3 3 ．5 ，

3 5 ．2 ， 3 7 ．6

4 層 － 7 1 4 ．0 2 7 ．0 3 4 ．7 3 0 層 － 1 8 ．3 2 4 ．0

4 層 1 1 4

5 層 － 1 4

6 層 － 1 0

1 5 ．3

1 5 ．6

1 3 ．0

2 9 ．6

2 8 ．8

2 3 ．6

3 6 ．5

3 6 ．7

3 3 ．0

3 0 層 － 7

3 3 層 － 9 1 2 ．5

2 4 ．7

3 0 ．2

3 1 ．8

3 3 ．7

6 層 － 1 1

7 層 － 4

7 層 － 1 2

8 層 － 4

1 1 ．8

8 ．5

1 5 ．6

1 4 ．6

2 3 ．5

2 7 ．3

2 4 ．2

2 7 ．3

3 6 ．1

3 4 ．0

3 0 ．3

3 5 ．9

3 6 層 － 8

3 7 層 － 9

3 7 層 － 1 0

1 9 ．6

6 ．8

1 5 ．2

2 8 ．‘0

2 4 ．8

2 5 ．9

3 1 ．2

2 9 ．6

3 2 ．0

8 層 － 5

8 層 － 9

1 1 層 － 2 ．

1 7 層 － 1 4

9 ．6

1 0 ．7

1 9 ．1

4 ．8

2 9 ．5

2 7 ．0

3 0 ．8

1 7 ．1

3 8 ．0

3 6 ．7

3 4 ．6

2 4 ．9

3 8 層 － 6

3 9 層 － 1 0

4 0 層 A － 1

8 ．4

1 5 ．7

8 ．6

2 1 ．2

3 3 ．4

2 5 ．1

2 9 ．8

4 6 ．5

3 3 ．2 ， 3 6 ．0

4 1 ．11 8 層 － 1 9 ．1 2 2 ．3 3 2 ．1 4 1 ．2 ， 4 9 ．5 4 0 層 A － 10 1 9 ．2 3 3 ．2 3 8 ．1

ハ マ ダ リ

個 体 番 号
箪 1 冬 輪 第 2 冬 輪 第 3 冬 輪

第 4 以 上 の

冬　　　 輪

ハ マ グ リ

個 体 番 号
第 1 冬 輪 第 2 冬 輪 第 3 冬 輪 第 4 以 上 の

冬　　　 輪

S M 2 8

2 屑 － 9 l 　 9 ．2 l 2 9 ．3 1 3 9 ．8
I 4 1 ・5 ， 4 3 ・5 ，l

J 　r‾　　　′ヽ

S M 3 4

I 　 3 層 － 4 1
－

1 2 5 ．6 1 3 1 ．2 l 聖 ・そ， 4 4 ・5 ，′ヽ′‘ヽ　　　1層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

3

4

6

6

8

8

9

10

11

－9

－4

－4

－6

－7

－8

－5

－1

－1

4．1

3．2

5．3

3．2

16．6

22．0

5．2

13．6

25．6

25．3

29．1

（30．0）

25．1

32．1

32．1

27．1

26．3

32．0

32．0

41．8

41．9

40．9

41．2

37．4

35．6

35．4

37．0

44．2，48．8，

52．2，56．4

47．2

48．8

46．0

3

5

11

12

12

13

13

15

15

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

ー9

－5

－5

－5

－10

－9

－10

－1

－6

12．4

14．5

12．1

15．2

12．4

14．2

11．7

22．4

31、・2

24．6

30．3

27．2

26．9

26．8

23．6

29．6

30．8

43．1

32．7

37．1

40．0

39．1

38．2

39．8

41．0，46．8

46．3，49．7

47．1

42．7，47．3

44．5，47．0，

49．0，51．5



0　　　　　　　5cm

ヒ二二二∃

－23．8m

貝類組成

ハマグリ（％）
20406080　　　　20

第224図　SMlの貝層の季節性

ハマダリの穀高

l層 シオフキ主体のハマグリ，サルポ
ウ等を含む混土貝層

2 層
ハマグリ主体のサルポウ，シオフ
キ等を含む混土貝層

3 層
ハマグリ主体のシオフキ，サルポ
ウを含む混土貝層

4 層
ハマグリ主体のサルポウ，シオフ
キを含む純員層

5 層
ハマグリ主体のシオフも　 サルポ
ウを含む純貝層

6層
ハマグリ主体のシオフキ，サルポ
ウを含む混土員層

7 層
ハマグリ主体のシオフキ，サルポ
ウ等を含む純貝層

8 層
ハマグリ主体のシオフも　 サルポ
ウ等を含む純員層

ll層
ハマグリ主体のシオフキ等を含む
混土貝層

魚骨組成
ウナギ（％）

く季節推定〉ハマグリを用いた貝殻成長株による季節推定の結果，SMlの1層から6層までほ

季節組成にあまり変化がなく春期の後半から夏期の前半に採取された貝で占められていた。7層

では冬輪形成直後に採取された貝が検出され，その下の8層および10層の春期の後半から秋期前

半までの巾広い採取期をもつ層との間に時間的間隙をもつ可能性を示した。従って，1層～7層

が8ell層とは別の年周期ユニットをなすと考えられる。

く貝層の季節性〉ハマダリの採取季節を指標した貝層の季節性を，貝類組軋ハマダリ殻高変化

魚骨組成のデータと比較検討した。貝類組成は前述のように1層のシオフキ層を除き，残りの層

はハマダリ主体であったが，7層に始まる年周期ユニットの中で，貝の採取期の開始から2層ま

でがハマダリ主体で，最上層の1層ではシオフキの混入が認められた。SMlのハマダリの殻高は全

般的に標準偏差が大きく，小型貝と大型貝が混っていることを示しているが，年周期の変わと‖］

ー369一



である7層とその下位の8層で大型化する傾向を示した。反対に魚骨組成の主体をなすウナギの出

現を見ると，この年周期の変わり目で減少する傾向を示した。
北側貝層　　　　　中央セクション　南側貝層

＝

中央セクシ

0　　　　　1m

L＝「二二二一二』

ハマグリの採取季節

100　　200　　300

第225図　SM17の貝層の季節性

貝類組成

ハマグリ（％）

20　40　60

「
つ
ー
ー
ー
ー
ー
】

「
転
日
は
酵
辞
払

∠J　大型サルホワ．シオフキ 4
l

0 ．8　　 4 0 ・B

i
2 4　破砕貝層

l
3 0 大型ハマグリ　　　　　　 4 1
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合

4

i

3 1 破砕貝層

！＋　 さ
g4 l　 l

i l　 S

40・B　　423　大型サルポウ

禦 シオフキ純見層　　 讐　 磯㌘　 竿

l 『
霊孟〉破砕貝層　　 超7 18

！
膵　　　　　　　　　　　　　　　　　 著
甚　　　　　　　　　　　　　 I 臥

2 0

l

2 1

3 9 大型ハマグリ，シオフキ 4 9
i　　　　 i

豪の朋 層下土層　　 Å　 』の　 嘉

ハマグリの穀高　　魚骨組成
ウナギ（％）

30　　　35mm　10　203040

SM17（第225図・第167図参照）

く発掘所見〉　SM17の地点貝塚はSI46住居跡の覆土をほぼおおう3径320cmX280cmの範囲にひろが
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っていた。貝層上面の分布をみると撹乱がはいっていて，貝層はみかけ上，いくつかのブロック

に分かれたが9　層位発掘終了胤　層位関係図を作成してみると，貝層全体としては，セクション

北側で確認できた23～40－A層が主流で，他区の貝層もこれらの層のいずれかに統括できると思

われる。

この23～40－A層の間には9　貝層下士層の40－A層のほか，次の3つの破砕貝層が広く認られ

た。つまり37～38層の破砕貝凰　シオフキ主体の32層をはさむ33層～31層の破砕貝凰　および大

型ハマグリの30層が介在したその上層の24層である。

く季節推定〉一方貝の季節推定の結果では，40－A層から37層は一連の層として，春の後半から

夏の前半の層として一括できるが，これらの層と春の前半を示す36層の間には時間的な間隙があ

る。33層と32層はやや幅のある春の後半から夏の範囲を示し，その上層の春の中旬に集中する31

層とほおもむきを異にする。31層から30凰　24層へは漸次春の後半から夏期へ変化するように読

みとれる。つまり季節推定では37層と36層の軋　32層と31層の間に時間的なギャップがあり，40

－A層～37凰　36層～32層，31層～24層の3つのグループに大別できそうである。

く貝層の季節性〉これらの結果と先程の発掘所見とを比較してみると，37838層の破砕貝層は，

その上層の36層との間に季節的な間隙が認られよく照合した。その次の33～31層の破砕貝層群に

ついては，発掘所見では31層と30層の間，季節推定では32層と31層の間と，少しくいちがうもの

の，いずれも36層から32層までのユニットとして認られる。最上層のユニットは31層から始まり

24層の破砕貝層で終る。

つまりこのSM17では，まず春に採取された貝が純貝層として堆積し，やがて夏までの採取期

をすぎると破砕貝層を形成しながら，堆積的にはひとつのユニットを形成し，これが時間的な年

周期サイクルを表現していたようである。SM17ではこのような堆積ユニットが46層～37胤　36

層～32層，31層～24層と3回くりかえされ，すくなくとも3つの別々の年を経過した堆積である

ことを示唆した。

このサイクルに沿って貝類組成。殻高や魚類組成の変化をみると，年周期サイクルの変り目に

あたる36層のシオフキ層はぬきんでて大きな堆積をもつ貝層であるが，一般に春の層は純貝層と

なる傾向が認められる。またハマグリの殻高も春先の季節組成をもつ36層と31層ではやや大きく

なり，前後の層と比較するとピークを形成するようにみうけられる。このSM17からは，魚骨の

出土も多かったが，このうち31層の春の層では魚骨（主としてウナギ）の出土量が相対的に減

少したのは興味深い。
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0　　　　　　　5cm　4

［二二」　5
l層 ハマクPリを主体 にシオフキ，サル

ポウを含 む混土貝層

2層 シオフキ主体のハマク′リ，サルポ
ウを含む混土貝層

3層 サルポウがやや多 く，ハマグ リ，
シオフキ を含む混土貝．層

4 層 ハマグリを主体にシオフキ，サル
ポウ等 を含む混土員層

5 層 サルポウ を含 む混土具層

6 層 ハマク′リを主体にシオフキ，サル
ポウ等 を含 む混土貝層

7 層 ハマグ リを主体にシオフキ，サル
ポウ等 を含 む混土艮層

8層 シオフキ，サルポウ等を含む純貝
層

9層 ハマグ リを主体 にシオフキを含む
混土貝層

IO層 ハマグリを主体 にシオフキ等 を含
む混土民層

Il層 サルポウ等 を含む混土貝層

ハマグリ採取季節

100　　200　　300

第226図　SM28の貝層の季節性

貝類組成

ハマグリ（％）
ハマグリの穀高（mm）

SM28（第226図・第150図参照）

く発掘所見〉長径60cm，厚さ20cmの小さな貝の堆積であるこの貝層は，ステレオ写真法によって

各員層ごとに写真記録を行なった。

貝層は1－11層に細分されたが，7層の炭化物e灰まじりの層をさかいに上半分と下半分に大

別できた。上半分の1－6層までは貝類組成のちがいによって細分され，下半分では8層のハマ

〃小Il封H∃短日月L Yh楚十十膚－ト恵ネヾ曇ネゞn R屈1こ－ト闇へまえ井手l　ナー
／　　ノ／l、1ユブ＼／tヨ　′J rノ1／＼∵／トJ yし－1⊥し」」　1　「　′ノ　（、　′J　　ノ　jrヽ／ヨ　　　　」」！官　　、′暮二yl」　し一／L O

く季節推定〉上半分の貝層群では5層から1層にかけて季節が春から夏へ段々推移しており，

方下半分の貝層群では11層から6層までが一連の季節推移と考えられる。下半分と上半分の最終

冬輪パターンはたがいに異なり，別々の年に採取された貝層群と考えたい。

く貝層の季節性〉発掘所見では，7層の炭化物e灰層が明瞭であったが，季節推定の結果ではむ

しろその上位の6層までが連続した堆積関係をもつという若干のくいちがいをみせた。

殻高の大きさほ平均25mm～31mmまでかなりのばらつきを示し，特に4－2層までが小型化して

いた。
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－23．3m

2層
シオフキ主体のハマグリ等を含む
混土貝層

3
シオフキを主体にハマグリ等を含
む混土貝層

4
シオフキ，ヒメシラトリを主体に
ハマグリ・アサリを含む破砕貝

5
ヒメシラトリ主体にシオフキ等を
含む純貝層

6
シオフキ主体にヒメシラトリ等を
含む混土員層

7
シオフキを主体にハマグリ，ヒメ
シラトり等を含む混土貝層

ll
ヒメシラトリ主体にシオフキ等を
含む混土貝層

12
シオフキ主体にヒメシラトリ等を
含む混土員層

13
ヒメシラトリ主体にシオフキ，サ
ルポウ等を含む純貝層

15
ヒメシラトリを主体にシオフキ，
ハマグリ等を含む純貝層

I6
ヒメシラトリを主体にハマグリ，
シオフキ等を含む純貝層

第227図　SM34の貝層の季節性

噌ヒメシラトリの層

SM34（第227図・第162図参照）

く発掘所見〉　SM34はSK127の覆土中に発見された貝層で，長径120cm厚さ70cmを計る。貝

層発掘では1－17の層に分別されたが，層位関係図に示すように，主な貝層の上下関係は，17・博→

15→13→11e12→5→4e3の順に堆積していたと判断された。

貝層の最下層の15e16・17層はヒメシラトリの純貝層を呈し，ハマダリeシオフキを含む小ブ

ロックの14層を介在して13層へと移行していた。12層は11層とほぼ同じ大型ハマダリとシオフキ

の組成をもつが言昆土率が下り，その直上には間層が堆積していた。9elO層はヒメシラトリの
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出現率の高い小ブロックで，部分的な撹乱かもしれない。6e7。8層は土層の上位にある大型

ハマグリを含むシオフキの層で，あまり大きな単位の層ではない。5層はかなりまとまったヒ

メシラトリ主体の層で，その上位のシオフキ主体の2～4層へと明確に変化していった。

く季節組成〉　上下関係の明確な2e3　e5　e6e7。11。12e13e15816についてハマグリを

用いて季節推定を行なった。最下層の16層は春先に採取された貝で占められ，その上位の13e15

層は春の後半から秋へと明瞭な季節推移を示した。11層は種々の季節を示す不明瞭な層であった

が，7層以降では，再び明瞭な季節推移を示し，春に採取された貝で構成される7層が春～夏に

の季節組成を持つ5e4。3層へ変る。ただし3層が夏期に集中するのに対し，4。5層では春

から秋まで分散していることから，一部4e5層と3層の間で発掘層位が混同した可能性もある。

く貝層の季節性〉　貝類組成では前述のように，5。13。15◎16層がヒメシラトリを主体とし，

次いでシオフキが多く，ハマグリは数％しか含まれていなかった。ハマグリの殻高は全体に大き

く，ほとんどの層で平均30mmを越えた。これらの貝類組成。ハマグリ殻高変化と季節変化との間

には，特に顕著な傾向性は認められないようだ。

蘭≡鳥遠路　匿　＄醐　◎＄醐出藍洗骨に肇新嘗

南三島遺跡5区の調査では，SMle SM2の貝層から人骨が発見された。その鑑定を国立科学

博物館人類研究部の佐倉朔博士にお願いしたので，その所見を報告する。

残存部位は前頭骨（鱗部はほぼ完全），右頭頂骨（下部のみ残存），左頭頂骨（矢状縫合部とラム

ダ縫合部が残存）および左上顎骨破片を含む頭骨と，左右の頸軋　手根骨の有鈎骨である。これ

らの人骨破片はSK135の土坑およびその覆土の貝層であるSMlとSM2から散在して発見された

〃．，貝眉間で人骨破片の接合が認められたので，同一個体の人骨とみなしてさしつかえないもの
一Lざ

と考えられる。

脳頭蓋骨の特徴

頭蓋骨は厚く，骨表面がいくらか粗く，頭頂結節があまり顕著でないなどの所見により，この

頭骨は成人男性のものと考えられる。

頭頂骨から見ると，この頭骨は幅はあまり広くなく，脳頭部がやや高い。前頭骨の特徴をみる

と，眼駕上線は攣曲が弱く，左右各1個の眼駕上切痕がみとめられる。眉間はやや高まり，その

上部に陥凹がみられる。その陥凹の上部は明瞭に膨隆して矢状面内攣曲が強い。

縫合の閉鎖状況は，矢状縫合では，まだ閉鎖しておらず，ラムダ縫合もおおむね開いており，

冠状縫合もほとんど開いている。したがってこの人骨の年齢は比較的若く，壮年前期と推定され

る。
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なお学　前頭骨の前頭最大幅は9101．1mm9　前頭濠小幅は9　92。2mm督　眼駕間隔は普　23。8mmを計る。

上顎骨の特徴

出土した左上顎骨は9‡19‡釣　C言質∴腕の歯槽骨および目蓋の一部と梨状ロの外側部が残

存していた。P2の歯槽は閉鎖しており，生前に脱落したものと考えられる。この上顎骨の特徴

として，歯槽突起が低く，軽度の歯槽突顎が認められる。

頸骨の特徴

右頸骨は下部が一部残存するが9　上部を欠く。左頸骨は普　上部を欠凱　下部はほぼ残存してい

る破片である。骨体は比較的細く9　緻密質は比較的薄い。軽度の扁平性を認める。骨体中央およ

び栄養孔の高さでの矢状径と横径は次のとおl）である。

右頸骨　　左頸骨

骨体中央矢状径　　24．5mm　　25．4mm

同上　横径　　　18．7　　19．4

同上　断面指数　76．3　　　76．4

栄養孔部矢状径　　28．3　　　30．6

同上　横径　　　　20．4　　　22．4

同上　断面指数　72．1　　　73．2

要　約

自SK1359　SMま⑳SM2貝層から散在して発見された人骨破片は9異なる貝層から出土したも

のの9　員層間で破片の接合が認められず　また形態特徴から見てもすべて同一個体に属すると見

なして矛盾はない。

2）頭蓋骨の諸特徴からこの人骨は9　成人男性のものと考えられ，また縫合の閉鎖状態などから9

年齢は，壮年前期の比較的若い個体と推定される。

3）骨の形態とくに眉間の形態から，この人骨は縄文時代の特徴を有すると考えられる。
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